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　夜のとばりが降りた、とある森の中。

　三さん人にん娘むすめが眠ねむるテントの傍かたわらで火の番をしながら、クロノスは『冒ぼう険けんの書』とにらめっこしていた。

　開いたページに連なるのは、三人の輝かがやかしい──いや、嘆なげかわしいステータス。




『ライア・ルルシエ　しょくぎょう：ゆうしゃ　レベル11』

『シルフィー・アレンフォート　しょくぎょう：ゆうしゃ　レベル11』

『アミーリア・ミスティア　しょくぎょう：ゆうしゃ　レベル10』




　……パーティーランクはかろうじてＤのまま、上がる気配はなし。

「ぜんっぜん進歩してねぇ……！」

　駆かけ出し勇者レベルの戦歴に顔を覆おおう。

「あいつらを一人前の勇者に育てて魔ま王おう城まで導くとか、ミッションインポッシブルにも程ほどがあるだろ……！」

「でもミアちゃんたちのレベルが上がらないのは、ご主人さまのせいでもありますよ～」

　頭上に座った妖よう精せい──ベルが、優ゆう雅がに花の蜜みつなんぞ吸いながら足をばたつかせる。

「なんたって、道中のめぼしいモンスターをほとんど狩かっちゃうんですから！」

「仕方ねぇだろ、あいつらいまだにスライムに苦戦するんだぞ!?　この間なんか低級モンスター毒うさぎ相手に全ぜん滅めつしかけたし！　当分スライム以外のモンスターと戦わせる気はない！」

「相変わらず過保護ですねぇ」という揶や揄ゆを聞き流して、こめかみを押さえる。

「はぁ、本当にあいつらが救世主なのかよ……そもそも魔王城がどこにあるかも謎なぞだし、魔王だって本当にいるかどうかも分からないのに、どう導けっつーんだ……」

　二千年の時を経へて復活するだの、いやすでに顕けん現げんしているだのとまことしやかにささやかれてはいるが、魔王の実体は霧きりに包まれたままだ。

「……まあとにかく、今は地道にあいつらを育てながら神器を探すしかないか──」

　嘆たん息そくしつつ冒険の書を閉じると同時、テントから悲鳴が渦うず巻まいた。

「何だ!?」

　クロノスが腰こしを浮うかせる前に、

「クロちゃん！」

　銀ぎん髪ぱつの少女──シルフィーがテントから飛び出してきた。

　夜明け色ヴアイオレツトの目に涙なみだを浮かべ、一目散にクロノスの胸に転がり込んでくる。

「助けて、助けてくださいっ！」

「ど、どうしたシルフィー!?　落ち着け、何があった!?」

　シルフィーは細い肩かたをぶるぶる震ふるわせるばかりだ。背中をさすってなだめていると、テントがめくれて赤あか髪がみを結ゆい上げた少女が顔を出した。

「大変だ、クロ！　蜘く蛛もが！」

「蜘蛛ぉ？」

　ライアに続いて、亜あ麻ま色いろの髪の少女──ミアも這はい出てくる。

「て、テントに大きい蜘蛛が出たのっ！」

「おまえら、蜘蛛ごときで……」

「蜘蛛ごときって何よ!?」

「すごく大きいんだぞ！」

「クロちゃん、た、たす、助けて……！」

　三つの柔やわらかな身体からだに縋すがり付かれて、クロノスはため息を吐ついた。

「仕方ねぇな、どれ」

　薪まきを拾いながら腰を上げる。ったく、もう野宿も長いんだから虫くらい慣れろよ……まあ、普ふ段だんは唯ゆい我が独どく尊そんできかん気の強いこいつらだけど、その辺はやっぱり女の子なんだな。

　クロノスは背中にへばり付いている三人娘をほほえましく想おもいながら、テントの入り口をまくり──子牛サイズの蜘蛛と邂かい逅こうした。

「でけぇぇぇええええええええええええ！」

「は、早くやっつけてよ！」

「いやいやいや無理無理無理！　ってかこれ新種のモンスターだろ！　明らかに虫の範はん疇ちゆうを超こえてるよ!?」

　漆しつ黒こくの蜘蛛がこちらに向き直り、かさかさかさ！　と高速で接近してくる。

『いやああああああああああああああああ!?』

「いでででで！　引っぱんな、爪つめ立てんな、離はなれてろ！」

　クロノスは決死の覚かく悟ごで薪を振ふりかぶり──渾こん身しんの一振りが直ちよく撃げきするや、蜘蛛がぱぁぁぁん！　と弾はじけた。

　ぱんぱかぱーん！　というファンファーレと共に、辺りに紙かみ吹雪ふぶきが舞まい散る。
















「なっ!?　お、オモチャ……!?」

　残されているのは無機物の残ざん骸がいと、一枚の紙。

　ライアがおそるおそる拾い上げ、目を見開いた。

「こ、これは……──魔王からの手紙だっ！」

「魔王からの!?」

「そんなわけあるか！」

　ミアとシルフィーにならって、クロノスも慌あわてて覗のぞき込んだ。

　そこに刻まれているのは×印のついた地図と、おどろおどろしい文言。




【余に歯向かわんとする、愚おろかで矮わい小しようなる勇者たちへ。余は混こん沌とんを統すべる魔王なり。

　我こそは救世の勇者と思う者よ、腕うでに覚えあらば、この挑ちよう戦せんを受けてみよ。

　余は逃にげも隠かくれもしない──


魔王　　




ＰＳ：　一週間後までにこの場所まで来てね♪】






「何これうさんくせえええええええ！」

　あまりのチープさに絶ぜつ叫きようするクロノスをよそに、三人娘は大はしゃぎだ。

「すごい、魔王城への招待だっ！　きっとあの蜘蛛は魔王の使いだったんだぞ！」

「わざわざ挑戦状を送ってくるなんて、魔王もいい度胸をしてるわねっ！」

「これは行くしかないですね。なんたってわたくしたちは救世主なのですから！」

「いやいやいや！　待て待て待て！　これ１００パー偽にせ物ものだからな!?」

　ライアがきょとんと首をかしげる。

「でも魔王って書いてあるぞ？　サインもあるし」

「冷静に考えろ、勇者に手紙を送り付けてくる魔王とか聞いたことあるか!?」

「わたくしたちの実力に感かん銘めいを受けたのでは？」

「ようやくレベルも二桁けたに乗ったばかりの駆け出し冒険者に!?　いいか、魔王城の手がかりを探して、世界中の冒険者が苦労してるんだぞ!?　俺ですら──い、いや、歴戦の冒険者たちすらたどり着けなかったってのに、こんな分かりやすいところに魔王城があるわけないだろ！」

「そんなの、行ってみなきゃ分からないじゃない」

　すっかり乗り気の少女たちに冒険の書現実を突つきつける。

「仮に本物の魔王城だとして、見てみろこれを！　こんなんで魔王に挑いどめると思うか!?」

　シルフィーがおっとりと微笑ほほえみ、

「最終的には愛の力でなんとか」

「なるかああああああああ！」

「ねえあんた、何か勘かん違ちがいしてない？」

　ミアがこぼれそうに大きな猫ねこ目めをきらめかせ、ふわふわの髪を傲ごう然ぜんと梳すきおろす。

「いい？　あたしたちは勇者。あんたは下げ僕ぼく。あんたに決定権はないのよ！」

「うぐ……！」

「それじゃあ明日あしたは、魔王城を目指して出発だーっ！」

　ミアとライアは勇んでテントに潜もぐり込む。

「[image: あ゛]っ、ちょっと待て、二人とも！」

「あらあら、二人とも張りきってますねぇ」

「……なぁシルフィー、あいつらを止めてくれねぇか？」

　一いち縷るの望みをかけて懇こん願がんするが、シルフィーはさらりと銀髪を揺ゆらして首をかしげた。

「二人があんなに楽しみにしているんですもの、止めることなんてできません。わたくし、大切な人の笑顔を見るのが何より好きなのです。だから──」

　細い指が伸のびてきて、クロノスの眉み間けんをすりすりとさする。

「クロちゃんも笑ってください。ね？」

「え……？」

　柔らかな微笑みを前に、クロノスは声を詰つまらせた。

　そ、それって、俺もシルフィーの大切な存在ってこと──

「それとも、首輪を付けられて引きずられたいですか？」

「ペット枠わくだった！」

「さあ、明日に備えて早く寝ねましょう」

　軽かろやかに微笑んで、シルフィーもテントに入ってしまう。残されたのはかすかな石けんの香かおりと、眉間に漂ただようくすぐったさ。

「ああ……結局行くしかないのか……」

　顔を覆うクロノスの周囲をベルが飛びまわる。

「これはどうやら一波乱起きそうですねぇ！」

「……そうだなぁ」

　眉間をさすりながら、手元に残された『魔王からの手紙』を眺ながめる。

　……なんかまたロクでもないことに巻き込まれそうだなぁ……








　第一章　魔王から手紙が届いてホイホイされたら最強勇者を決める戦いが始まった









「──っていう手紙が来て、今魔王城（仮）とやらに向かってるんだが」

　とある宿の一室。

　ランプの淡あわい光の中、ちまちまちまちま！　と高速で針と布を繰くる手には、微み塵じんの狂くるいもない。

「どう思う、女め神がみ」

　ベッドに寝そべった白いローブから、「ん～ぅ」と間延びした声が漏もれる。

「まぁ、間ま違ちがいなく偽物だとは思うけど～」

「だよなぁ。うさんくさすぎるよなぁ」

「その魔王城（仮）ってどこなの？」

　クロノスは針を持つ手を止め、ベッドに寝そべっている女神の前に地図を広げてやって、「ここ」と西方の一点を指さした。

　ローブに身を包んだ女性──女神は琥こ珀はく色いろの目を輝かがやかせる。

「へぇぇ、自然がいっぱいだねぇ！　何かおいしい名産品あるかな～？　あ、でも虫も多そうでヤダなぁ～」

　そのお花畑な声こわ音ねがクロノスの胃痛を増長させる。

「はぁ……万が一にもこの手紙が本物だったら、『魔ま王おう城に一番近い男』の名が泣くぜ。こいつは十中八九何かの罠わな、その上あいつらのことだ、厄やつ介かい事に巻き込まれるのは目に見えてる。どうにかして回かい避ひさせたいんだが……」

「う～ん、でもおもしろそうだし、試ためしに行ってみたら？」

「おまえ、そんな軽いノリで」

「だってミアちゃんたちはもう行く気満々なんでしょ？　あの子たちの機き嫌げん損そこねるわけにはいかないじゃない？」

「う……それはそうなんだが……」

　花の髪留めに針金を通しはじめるクロノスにしがみつき、女神は足をばたばたさせる。

「あ～、いいなぁ～！　ミアちゃんたちとの旅、楽しそうだな～！　お姉ちゃんもたまには地上観光したいよ～、大陸ぐるめぐり満まん喫きつしたいよ～！」

「ちょ、ぐりぐりすんな、危ないから。っつーかひとつも楽しくねぇよ、こっちは毎日胃が痛いよ」

　頭頂部で背中を抉えぐってくる女神を押し返す。その胸ポケットから小さな顔がのぞいた。

「女神さま、もし長期休きゆう暇かが取れたら教えてくださいっ！　ベルが観光案内しますからね！　地上のことなら任せてください～！」

　わたあめみたいにふわふわした金きん髪ぱつ、目の覚めるような空色の瞳ひとみ。透すき通る羽をはためかせているのは女神のお目付役、妖よう精せいベルである。

「ベルちゃん、頼たのもしいよ～。世界が平和になった暁あかつきには大陸一周湯ゆ煙けむりの旅しようね～」

　こいつら本当にのんきだな……。ベルに頰ほおずりする女神を尻しり目めに、取れかけていた花弁を固くくくり直しながら、クロノスは口を開いた。

「それより女神、神器の在処ありかは分かったのか？」

　──この大陸では、はるかいにしえより人と魔族の争いが続いている。特にここ数年で魔族が活発化し、二千年前に封ふう印いんされたはずの魔王復活の噂うわさがささやかれていた。

　魔王を倒たおすためには、大陸中に散らばった三つの神器と呼ばれるアイテムが必要不可欠なのだが──

　しかし女神はシーツに頭を擦こすりつけながら緊きん迫ぱく感かんのない声を漏らす。

「それが分かれば苦労はしないよ～、えへん！」

「威い張ばるな。ったくおまえは、いつになったらポンコツから抜ぬけ出すんだ」

「ひどいよクロノスちゃん、そんな口の悪い子に育てた覚えはないよ！　お姉ちゃん哀かなしい！」

「誰だれがお姉ちゃんだ」

　髪かみ留どめの出来を確かめ、次は矢や筒づつから矢を引き抜くと、反対の手にしたはさみでしゃきしゃきとリズムを刻む。

「……ところでそれ、何してるの？」

「矢羽をはさみで整えてる。矢がまっすぐ飛ばないって、シルフィーがむくれてたから」

「そっちの縫ぬい物は？」

「ライアのマントがほつれてたから修しゆう繕ぜんした。あと、ミアの髪かみ飾かざりも補強して……」

　女神は唐とう突とつに「ううっ」と口を押さえて涙なみだにむせんだ。

「ごめんねクロノスちゃん。お姉ちゃんが不ふ甲が斐いないばっかりに……っ！」

「不甲斐ない自覚があったのか」

「本当なら最強勇者としてミアちゃんたちを導くはずだったのに、こんな夜中まで内職してっ……元伝説の勇者の死因が過労死だなんて笑えないよね、ぷすー！」

「笑ったよね。今思いっきり笑ったよね」

　そもそも誰のせいでこんな苦労する羽目になったと思ってるんだ、と目を眇すがめる。

　クロノスはかつて最強の座までのぼりつめた、大陸に五人しかいないＳランクの勇者であった。誰が言い出したのか人呼んで『魔王城に一番近い男』。本来ならば、救世主に選ばれたミアたちをその実力とカリスマ性で一人前の勇者へと導くはずだったのだが、この女神が仕組んだ最悪なファーストコンタクトのおかげで、少女たちはすっかりクロノスを『レベル１のむらびと』だと思い込んでいるのだ。

「でもだからって、なにもこんなご機嫌取りみたいなことまでしなくても……」

「仕方ないだろ。あいつらに楽しく気持ちよく冒ぼう険けんさせるためだ。ヘタに機嫌損ねて、救世主のお役目を投げ出されたんじゃかなわねぇからな」

　女神が言うことには、魔王を倒すための三つの神器は、選ばれた三人の乙女おとめ──ミアたちにしか使えないという。

　しかし問題はこの三人のお嬢じようさまがた、お気楽、気まぐれ、わがままと見事に三さん拍びよう子しそろっている。万が一にでも決定的に機嫌を損ねれば、「もう世界なんか救わない！」と世界滅めつ亡ぼうレベルの駄だ々だまでこねだしかねないのだ。

「俺からしたら、下手な魔族なんかよりもあいつらの方がよっぽど厄介だね。ったく、手がかかるったらありゃしねぇ」

「……もしかしてクロノスちゃんって、いまだにダンジョンを先回りして敵を排はい除じよしたり、ワナを解除したり、宝箱を設置したりしてるの？」

「ああ。じゃないと、あいつらすぐ全ぜん滅めつするからな」

「もー。気持ちは分かるけど、過保護すぎるよ～。危険から遠ざけるばっかりじゃ、ミアちゃんたち、いつまでたっても成長しないよ？」

　女神ポンコツとは思えない鋭するどい指し摘てきに、「う……」と呻うめいて目を逸そらすが、ベルまでもが加勢した。

「そうなんですよ～。ご主人さまの過保護っぷりったら最近は特にひどくて。事前に危なそうなクエストを片かたっ端ぱしからクリアしたり、スライムとのエンカウント率すらコンマ以下になるように調整したりしてるんですよ～」

「ええ!?　それはさすがにやりすぎだよ～！」

　クロノスは作業の手を休めて、目を伏ふせた。

「……心配なんだよ。あいつら、へっぽこすぎて放ほうっておけないっていうか、目を離はなせないっていうか」

　──今から一ヶ月ほど前、三さん人にん娘むすめが彼女たちだけで【古代樹の森】というＳランクダンジョンに乗り込んだことがあった。その時はあわやというところで追いついて事なきを得たのだが、三人の無事な姿を見つけるまで、身を引き裂さかれる思いがした。

　……あんな思いは二度とごめんだ。

「俺がついててやらねぇと、何しでかすか分かったもんじゃないからな」

　すると女神は何が嬉うれしいのか、もともと垂れ気味な目をこれでもかというくらいほにゃぁと下げた。

「そっかぁ。うんうん。ミアちゃんたちのこと、大事なんだねぇ」

　豊満な胸に頭を抱だきしめられ、あまつさえよしよしと撫なでられる。

「っ、そ、そういうんじゃねぇよ！　あいつら相変わらず俺のこと下げ僕ぼく扱あつかいしてくるしさ、ぜんぜん言うこと聞かないしっ……ていうか離せ！」

「でもクロノスちゃんの声、案外ちゃんと届いてると思うよ～？」

　そうかぁ？　とため息を吐つくと、女神がようやく頭を解放した。

「もういっそのこと、正体明かしちゃったら？」

「いや、それは……それだけはできない……！」

　クロノスは全身を絞しぼるようにして呻いた。さんざん下僕扱いしていたクロノスが実は伝説の勇者でしたなんて知れたらどんなことになるか、想像するだに恐おそろしい……！　俺が最強勇者だという事実は、絶対に隠かくし通さなければ……！

　蒼そう白はくになるクロノスに、ランタンに入って遊んでいたベルが口を挟はさむ。

「でもミアちゃんたち、最初の頃ころに比べたらだいぶ甘えてくるようになりましたよね！」

「そうか？　俺にはこき使われてるようにしか思えないがな」

「ふーやれやれ、ご主人さまってばほんと朴ぼく念ねん仁じんですね！　なんで生きてるんですか？」

「生きててごめんね!?」

　急に罵ば倒とうされたよ！　口さえ開かなければ可愛かわいい妖精なのに！

　クロノスは入念に矢羽の仕上がりを確かめてはさみを置いた。

「ま、神器が見つからないなら仕方ねぇ。今はそれどころじゃねぇしな。……魔王からの手紙って何なんだよ、マジで……いやな予感しかしねぇ……はぁぁ……」

「元気出して、クロノスちゃん！　お姉ちゃんも引き続き神器探しがんばるからねっ！」

「……あー、偉えらいね。偉い、偉い」

　褒ほめて褒めてと言わんばかりに差し出された頭をお望み通りぐりぐりと撫でてやると、女神は「えへへー」とだらしなく頰を緩ゆるめた。俺が苦労してるのはだいたいおまえが元げん凶きようなんだが、まあいいさ。褒めて伸のばす、褒めて伸ばすだ。

「ひふぇふぇふぇ。ほっふぇのばさらいれ～（いててて、ほっぺ伸ばさないで～）」

　柔やわらかな頰を解放して、地図に目を落とす。

「ま、当面の目的地は魔王城（仮）だな。どんな波乱が待ち受けてるんだか」

　クロノスはまたぞろため息を吐いたのだった。










　そしてその六日後。

「おい」

　まるで巨きよ大だいな蜂はちの巣すのように、熱された大気がうぉぉぉおおんと唸うなる。

　こめかみに伝う汗あせが暑さのためなのか、はたまた胃をこがすような焦しよう燥そうのためなのか分からぬまま、クロノスは嚙かみしめるように呻いた。

「どういうことだ、これは……！」

　観客の熱気で息苦しいほどの会場──コロシアムを見回して、ライアが息を吞のむ。

「こ、これが……魔王城……！」

「じゃねぇよ！」

「くっ、もしかしてあの手紙、偽にせ物ものだったというの!?」

「だから言っただろうが!?」

　魔王からの手紙にまんまとおびきよせられた一行は、巨大なコロシアムのど真ん中に立ち尽つくしていた。

　競技場には昼間だというのにかがり火が焚たかれ、うだるような熱気の中で同じく啞あ然ぜんとした表情の冒険者たちがひしめいている。軽く二〇〇パーティー──八〇〇人は越こえていて、三人娘が押しつぶされないように守るので一苦労だ。

「なんなんだよ、これは!?」

「みなさんあの手紙を持っていますねぇ」

　誰もがあの手紙を握にぎりしめ「どういうことだ、こりゃぁ!?」「魔ま王おう城じゃねぇのか！」と吠ほえていた。

「こいつら全員あんなうさんくさい手紙に騙だまされたのかよ、大陸の未来は明るいな!?」

　まあうちも言えた義理じゃないけどね！

　冒険者たちの困こん惑わくすら巻き込んで、客席の興奮はうなぎのぼりだ。あの客は一体何を目当てに集まってきたんだ、これから起こることを知っているのか……!?

「くそ、一体全体何がはじまるってんだ……!?」

　会場の熱ねつ狂きようと混乱が最高潮に達しようとした、その時──

『レディィィィス、エァァァアアンドッ、ジェンットルメェァァァァアアン！』

　歓かん声せいを遮さえぎって割れんばかりの大だい音おん声じようが響ひびき渡わたった。

　競技場の中央が唐突に開き、やぐらがせり上がってくる。

「なっ、なんだ!?」

　やぐらの上に立っているのは、青と赤のラメというド派手な衣い装しように身を包んだショートカットの少女であった。満面の笑え顔がおで手にした拡マ音イ器クにがなり立てる。

『長らくお待たせいたしました！　ただいまより、【最強勇者決定戦】を開かい催さいいたしまぁぁぁあああす！』

　ウオオオオオオオオオオオオ!!

「「「「最強勇者決定戦!?」」」」

　客席の絶ぜつ叫きようと冒険者の驚きよう愕がくが、晴れ渡った空を押し上げる。

　どういうことなんだ、これは!?

「ま、待って！　あなた魔王じゃないの!?」

　ミアの絶叫に、女は大おお袈げ裟さな身み振ぶりで振り返る。

『おおっと、申し遅おくれました！　司会はわたくし、マオーです！　気軽にマオちゃんって呼んでネ！』

「紛まぎらわしい！」

　クロノスは周囲の混乱に負けないよう、三人娘に叫さけんだ。

「だから言ったじゃねぇか！」

「ま、まだ偽物だと決まったわけじゃないわよ！　あいつの正体が魔王かもしれないじゃない！」

「あんなポップでフランクな魔王がいてたまるか！　っつーか何なんだよ最強勇者決定戦って!?　そんな安っぽい大会聞いたこともねぇわ！」

　胸ポケットからベルがこっそり顔を出す。

「ご主人さまもこのトーナメントで優勝したんですか？」

「いや、俺の場合は気がついたら勝手にそう呼ばれてただけで……正直ありがた迷めい惑わくっつーか、行く先々で人に囲まれたり、権力者の娘と結けつ婚こんさせられそうになったり、勝手なイメージがひとり歩きしてねたまれたりで、あんまりいいことなかったけどな……」

　この大会、その最強勇者を正式に決定しようというのか。

　しかしあのマオとかいう女、詐さ欺ぎ紛まがいの手口で冒険者を集めて一体何を企たくらんでやがる!?

『さあ開幕いたしました第一回【最強勇者決定戦】！　その名のとおり最強勇者を決めようというこの大会、お集まりいただいたのは魔王と戦おうという骨のある冒険者の方々ばかり！　その数二〇三組、八二五人の皆みなさまです！』

　ようやく事態を飲み込んだ冒険者たちから、割れるような怒ど声せいが上がった。

「どういうことだ、聞いてねぇぞ！」

「俺たちは魔王を倒たおしに来たんだ！　詐欺だ、詐欺だ！」

「やってられるか！　帰らせてもらう！」

　何組かが怒いかりにまかせて出口へときびすを返したが、

『おやおや、いいのかな～？　あの手紙、まるっきり噓うそというわけでもないのですよ？』

「なんだと!?」

『実は今回のトーナメント、数々の豪ごう華か賞品をご用意しているのです！』

　マオの隣となりに並んでいたテーブルの布が剝はがされ、きらびやかな賞品が現れた。

『ごらんください、冒ぼう険けん者なら垂すい涎ぜんの賞品の数々を！　Ｓ級武器に、危険封ふう鎖さ区域立ち入り許可証！　半永久的に飲み食い・宿代がタダになる特別手形！　最強の魔力を誇ほこる魔石その他etc.！　本大会の優勝者にはこれらすべてを進しん呈ていいたします！』

　どよめく冒険者の群れを尻しり目めに、マオはどこからか取り出したマカロンを口に放り込む。

『いかがです!?　これらのアイテムがあれば、旅は格段にしやすくなります！　スムーズな冒険は魔王城への近道！　これらを手に入れた冒険者はすなわち、魔王城に一番近い冒険者の称しよう号ごうを得ることになるでしょう！』

「すげぇ……！」

　クロノスでさえ、思わずそんな感想が口を突ついていた。これは破格の待たい遇ぐうだ。あれらのアイテムさえあれば、このへっぽこ勇者との冒険もぐっと楽になる。だが……！

「なるほど、そういう趣しゆ旨しなのですね」

「こうなったら参加するしかないな！」

「そうね。あの賞品は救世主たるあたしたちが手に入れるべきだわ！」

　瞳ひとみに炎ほのおを宿す三人娘を、クロノスは慌あわてて押しとどめた。

「待て、いくらなんでも無む謀ぼうだ！　ここには大陸中の冒険者が集まってるんだぞ!?」

「そんなの知ってるわよ。だからこそやりがいがあるんじゃないの」

「そうだぞクロ！　今こそ私たちの力を世界にしら、し、しらすめししてやるんだ！」

「知らしめる、な!?　だいたい有名になりたいなら地道にがんばるのが一番だ、最強勇者なんてなるもんじゃない！」

「あら。まるで最強勇者になったことがあるみたいな口ぶりですね」

「うぐ！」

　クロノスは人知れず脂あぶら汗あせを垂らした。トーナメントの趣旨は理解したが、問題はこのわがまま三さん人にん娘むすめだ。世間知らずのご令れい嬢じようたちを引き連れてこんなでかい大会に参加したら、どんなロクでもない事態になるか分かったものじゃない！

「たしかに賞品は豪華だが、何も無理してアイテムを手に入れる必要はない！　おまえらの旅は今までどおり──」

　俺がサポートしてやるから……！

　クロノスが叫びきる前に、マオがきらびやかな小箱を取り上げた。

『そしてこれこそが最大の目玉！　あまたの冒険者たちが追い求めてやまなかった究極のアイテム──魔王を倒せるという神器ッ！』

「!?」

「「「ウオオオオオオオオオオオオオ!?」」」

　会場は今度こそ熱狂に包まれた。

　これまで手がかりすらなかった神器のひとつが、なぜこんなところに……!?

「ベル、本物か!?」

　人目も忘れて叫ぶが、胸ポケットの妖よう精せいはもどかしげに首を振った。

「あの小箱が結界になっているようです、感知できません！」

　マオがかかげた小箱を睨んで、クロノスは奥歯を嚙みしめた。無用なトラブルを避さけるために公おおやけにはしていないが、三種の神器を使いこなせるのはミアたちだけ……あれが本物ならば、何としてでも優勝して手に入れなければならない！

『さあいかがです!?　魔王を倒す三種の神器がひとつ！　打だ倒とう魔王を掲かかげる勇者たちよ、これでもリタイアしますか!?』

「……っ！」

　シルフィーが「決まりましたね」と呟つぶやき、ミアが力強く頷うなずく。

「あれはあたしたちが手に入れるべきものよ」

「そして最強勇者の称号も手に入るんだ！」

「これは負けられませんねぇ」

　並み居る強きよう豪ごうたちに一歩も引かず、ミアは高らかに宣言する。

「この【最強勇者決定戦】、絶対に優勝するわよっ！」

『おーっ！』

　ベルが胸ポケットからクロノスを見上げる。

「ご主人さま、残された道はひとつのようですね」

「……そうだな」

　闘とう技ぎ場には名だたる冒険者たちがひしめいている。どの顔ぶれも一目で知れる強つわ者ものぞろい。この中でへっぽこ三人娘たちを優勝させ、神器を手に入れる……！

「しかし、わざわざ魔王からの手紙なんて手の込こんだ噓で冒険者を集め、神器をエサに競きそわせる……あの司会者、どうにもきな臭くさいな……」

　クロノスのまなざしに応こたえるように、マオは山盛りのアイスクリームをすくった。

『ふふふ、皆さんいい顔になってきましたね！　私、活いきのいい冒険者が大好きなんですよ、どうか大いに暴れ回ってくださいね～？』

　マオが指を鳴らすと、クロノスの正面に薄うす青あおく光る半はん透とう明めいの板が出現した。

「うおっ！」

「わー、何これ!?」

　宙に漂ただよう板にはエントリーナンバー96と示されている。

　見れば他ほかのパーティーの周囲にも同じく青い画面が浮うき出ていた。

『それでは皆さまにはただいまより、大陸を股またにかけたクエストに挑いどんでいただきます！　各出場者には大会期間中、こちらの魔ボ術ー板ドを配布いたします！　競技の残り時間と枠わく数、地図、その他必要な情報が表示されるというすぐれもの！』

「へー、すごいなっ！」

　単純に感心している三人娘の横で、クロノスは驚愕していた。こいつは相当精せい緻ちな魔術が施ほどこされてるぞ。あのマオとかいう女、いよいよ何者なんだ……!?

『また、クエストの様子もボードを通してこの会場に中ちゆう継けいされますので、大いに張り切ってください！　もちろん出場者同士の妨ぼう害がいもあり！　死力を尽つくして戦ってください！』

　なるほど、それでこの観客か。ますます優勝しないわけにはいかなくなった。あとはクエストの内容次し第だい……！

　だが──

「待て」

　歓声のるつぼと化していた会場に、凜りんと通る声が響き渡った。

「最強勇者を決めるならば、まずは筋というものがあるだろう」

　人ひと垣がきが割れる。競技場の中央に進み出たのは、三人の仲間を引き連れた、艶つややかな黒くろ髪かみの少女であった。きめ細かい象ぞう牙げ色の肌はだに、強い意志をたたえた切れ長の瞳がよく映はえる。

　クロノスが「どこかで見たことがあるような……？」と首をひねっていると、少女は芯しんの通った声で高らかに呼ばわった。

「出てこい、クロノス！　クロノス・ヴォルクオルデン！」

「!?」

　一いつ瞬しゆんにして血の気が引く。あいつもしかして……！

「ご主人さま、知り合いですか？」

「あ、ああ……っ！」

　思い出した！　たしか俺と同じく、大陸に五人しかいないＳランク勇者の一人だ！　現役時代から何かと突っかかってきていたのだが……！

「最強勇者クロノス・ヴォルクオルデン！　貴様のライバルにして永遠の宿敵、このカグヤの顔、よもや忘れたとは言わせんぞ！」

　お、俺たちライバルだったっけ!?　とうろたえつつ、クロノスは慌てて顔を伏ふせた。彼女はかつて美少年だった頃ころのクロノスしか知らない。美少年の面おも影かげすらなくなった今、正体がバレることはない……ハズ、だが……!?

　ライアが裾すそを引っ張る。

「クロ、呼ばれてないか？」

「い、いや、同名の別人じゃないかな!?　俺、最強勇者なんかじゃねぇし！」

「いるのだろう、出てきて最強勇者の称号を返上しろ！　それとも臆おくしたか、腰こし抜ぬけめ！」

　カグヤの剣けん幕まくにあてられて、静まり返っていた観客や冒険者たちがざわめきはじめた。

「そうだよ、クロノスって魔ま王おう城に一番近い男だろ？　出場しないのか？」

「なんでも絶世の美少年で、見れば寿じゆ命みようが延びるらしいぞ。ひと目拝んでみたいよなぁ」

「面おも白しろくなってきやがった！　出てこいクロノス、卑ひ怯きよう者ぉ！　正々堂々勝負しろー！」

「「「クロノス！　クロノス！　クロノス！」」」

「……っ！」

　会場全体が異様な熱気を帯びはじめ、マオが慌てて声を上げる。

『魔王城に一番近い男として名高い現最強勇者、わたくしもぜひお会いしたく、手を尽くして探したのですが、残念ながら連れん絡らくがつきませんでした。よってここには──』

　しかし喧けん噪そうは膨ふくれあがるばかりだ。

「「「クロノス！　クロノス！　クロノス！　クロノス！」」」

「……っ！」

　こらえようとしたはずの足がじりっと後あと退ずさった。かつて最強勇者というだけで向けられてきた崇すう敬けいや嫉しつ妬と、畏い怖ふに好こう奇き心しん、羨せん望ぼう、無責任な期待。それらの感情が巨きよ大だいなうねりと化してクロノスを吞のみ込もうとし──

「……っ、や、め──」

「やめなさい！」

　クロノスは目を見開いて、自分の前に並んだ三人の細い肩かたを見下ろした。

「おまえら……」

「今までの最強勇者が誰だれで、どこで何をしているかなんて関係ないぞ！」

「新しい最強勇者になるのはわたくしたちです」

　毅き然ぜんと立つ三人に、カグヤが能面のようなおもてを向ける。

「ほう。よほど腕うでに自信があるようだ。平均レベルは？」

「下げ僕ぼく、言ってやりなさい！」

「……11です」

　会場に嘲ちよう笑しようが弾はじけ、カグヤもまた鼻を鳴らす。

「クロノスが行方ゆくえをくらました今、最強の称号を手に入れるのはこのカグヤだ。低レベルのザコは引っ込んでいてくれ」

「ふん、レベルなんて関係ないわ。この大会に勝てばそれでいいんでしょ？」

「……聞き分けのない小娘だな。あの男を超えるのはわたしだ！」

　苛いら立だたしげに声を荒らげるカグヤを、シルフィーが不思議そうに見つめる。

「さきほどから、ずいぶんその方にこだわりますね。……もしかしてカグヤさんは、その殿方のことが好きなのでは？」

　刹せつ那な、カグヤの白い肌が一瞬にして朱しゆ色いろに染め上げられた。

「なっ!?　そ、そんなわけがないだろう!!」

「ですが、その執着の仕方は、なんだか憎んでいるというよりも──」

「ッ、侮辱するのも大概にしろ！」

　瑠る璃り色いろの瞳が刃物のごとく鋭くなったかと思うと、その腰から剣が鞘さや走ばしった。

「きゃ!?」

「シルフィー！」

　クロノスがシルフィーの頭を押さえて伏せさせると同時、カグヤの手元から銀の閃せん光こうが弧こを描えがき、その頭上をスパッ！　と切り払はらった。

　かわしたと思ったのも束つかの間、背後に立っていたかがり火の支柱がぐらりと傾かしぐ。真っ赤に焼けた炭がシルフィー目がけて落下し──

　クロノスはシルフィーを抱かかえ込むと、降り注ぐ炭を素す手ででたたき落とした。

「っつ……！」

「クロ！」

「シルフィー……！」

　火の粉の雨をやり過ごして顔を上げる。

「っ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ありがとうございます……！」

　カグヤが剣をおさめながら肩をすくめた。

「ああ、すまない。脅おどすだけのつもりだったが、手が滑すべってな。だが、今のをかわせないようでは、やはり出場しない方が身のためではないか？」

「てめぇ……！」

　瑠璃色の瞳が針のようにクロノスを貫つらぬく。

「……その男は？」

　クロノスの肩を払っていたミアが、カグヤをにらんだ。

「あたしたちの下僕よ」

「ふん、冒ぼう険けん者ではないのか。その大おお仰ぎような剣はお飾かざりか、腰抜けめ」

　目の前で灰をかぶっている男がくだんの最強勇者だとは微み塵じんも思っていないようだ。

　一いつ触しよく即そく発はつの殺気の中、二つのパーティーがにらみ合い──

『そこまで、そこまでです！』

　右手にマイク、左手にケーキを手にしたマオが駆かけつけた。カグヤと三さん人にん娘むすめを割って、クロノスに笑いかける。

『ふう、助かりました。大会前にけが人が出たのでは体てい裁さいが悪いですからねぇ！』

　その割りには妙みように嬉うれしそうだ。つかみ所のない奴やつだなと顔をしかめていると、マオが『んん？』と首をかしげて身を乗り出してきた。

『アナタ、どこかで会った気がしますねぇ』

「い、いや、気のせいじゃないかな？」

『それに、なんだか不思議なにおいが……』

「ああ、それは、夜な夜なミアこいつの魔法の実験に付き合って、エレガントフローラル柔軟剤の呪のろいを掛かけられてるから……」

「呪いじゃない！　れっきとした魔法マーキングよ！」

「ああ、はいはい。それより進行はいいのか、マオとやら？」

　マオはクロノスに興味深そうな目を向けていたが、ぽんと手を打って身を翻ひるがえした。

『おっといけない、そうでした！　さて記念すべき第一回目のこの大会、そちらのお嬢じようさんのおっしゃる通り、新たに最強勇者を決めることと相成ります！　優勝した方こそが真の最強勇者の座を手に入れ、皆みなさまは歴史的な瞬間に立ち会うことになるでしょう！』

　見事な煽あおりに会場が再び沸わき立った。

『それではルールを説明します！　出場者の皆さまにはこれより四回戦──四つのクエストに挑んでいただきます！　いずれも冒険者としての能力を問われるクエストで、ひとつの競技につき制限時間と勝ち上がり枠数が設けられています！　最終的に残るのは二組！　厳しい戦いを勝ち抜いた二組には、こちらの会場で最終決戦を行っていただきます！』

「すぴょ……」

「ライア寝ねるな、いま大事なところだから」

『まずは第一回戦、二〇三組の皆さまは抽ちゆう選せんで五つのブロックに分かれていただきます！　ボードをごらんください！』

「見て！　第一回戦、あたしたちはＡブロックよ！」

　ミアがボードを指さす。そこにはすでに第一回戦の抽選結果が示されていた。

『各ブロックの皆さまは、三日後の朝九時までに指定の場所にお集まりください！　そこで改めて、ブロックごとのクエストの内容をご説明します！　それでは準備はよろしいですか!?　最強勇者決定戦、スタートっ！』

　大陸をあげた大会の幕が切って落とされ、冒険者たちが雄お叫たけびと共に出口に殺さつ到とうした。

「よーし、負けないぞ！」

「あたしたちも出発よ！」

　三人娘は大きく踏ふみ出し──しかし一行の前に立ちはだかる四つの影かげがあった。

「カグヤ……！」

　カグヤは濡ぬれ羽ば色いろの髪を払い、真ま一いち文もん字じに結んだ唇くちびるを開く。

「どうやら一回戦は別のブロックらしいな。まあどこまで生き残れるか、ザコ冒険者のお手並み拝見といこうじゃないか。……わたしに逆らったことを後こう悔かいするがいい」

　颯さつ爽そうと立ち去るカグヤパーティーを見送りながら、クロノスは眉まゆをひそめた。

　どうやら目をつけられてしまったらしい。厄やつ介かいなことにならなきゃいいが……

「なによあいつ！　絶対に優勝して、ぎゃふんと言わせてやるんだから！」

　怒いかりに燃え立ったミアが出口へ歩き出そうとし──

「ちょっと待て、ミア」

　クロノスはふとその顎あごをつかむと、ぐいと持ち上げた。

「ぇ、えっ!?　やだっ、な、なに……！」

　クロノスが無言で身をかがめると、ミアの白磁の頰ほおにバラ色が散り、耳たぶまで伝でん播ぱした。熱に潤うるんだ金色の瞳がぎゅぅっと閉じられ──なんで目ぇ閉じてんだこいつといぶかりながら、桜色の唇の少し横、色づいた頰を親指で拭ぬぐってやる。

　ミアの長いまつげががぴくんと震ふるえ、

「……？　??」

「灰がついてた」

「な、な、な……！」

　ミアは頰を押さえて、お湯でも沸かせるのではないかというほど真っ赤になり──

「まままま紛まぎらわしいことしないでよーっ！」

　びゃー！　と斜ななめ上方に跳とんだミアの頭が顎下に炸さく裂れつする。

「ぐううぅ!?　何だよ、何がどう紛らわしかったよ!?」

「うるさい、うるさい、うるさぁぁあいっ！」

　足音荒あらく離はなれていくミアの背中を、クロノスは釈しやく然ぜんとしない思いで眺ながめた。

　前回【古代樹の森】でＳ級魔族と戦って以来、どうも様子がおかしい。しょっちゅうああして、「あれは、夢、夢なんだからっ！　あいつがかっこいいとか、そんなわけないんだからっ！」と身み悶もだえている。と、

「クロちゃん、傷薬を貸してくださいな？」

　不意に袖そでを引かれて振ふり返ると、シルフィーが絹のような銀ぎん髪ぱつを傾げていた。

「え？　いいけど、まさかさっきのでケガでも──あ」

　シルフィーは受け取った薬を、クロノスの手の甲こうに塗ぬり始める。あまりにいろいろあって気付かなかったが、小さなヤケドを負っていたらしい。

「先ほどはありがとうございました」

「いや。おまえが無事で良かったよ」

「…………」

　シルフィーは、まだりんごのようになって悶もん絶ぜつしているミアを振り返った。

「ふふ。ミアはずいぶんクロちゃんに心を開くようになりましたね」

「そうか？」

　まあ、ちょくちょく魔法の指南を求めてくるし、多少はアドバイスに耳を貸すようにはなってきたが……

「ええ。あの子がいきいきしていて嬉しいです。ライアもすっかりクロちゃんになついていますしね」

　その口調が妹たちを気にかける姉のようで、クロノスは思わず笑った。

「シルフィーって、お姉さんみたいだな」

「そうですねぇ、姉妹しまいみたいに育ったので……あの二人は家族のように大切な存在ですよ。──はい、終わり」

　クロノスは礼を言いつつ傷口を確かめた。おかげで跡あとにならずに済みそうだ。

「クロ、シルフィー、行こう！」

　ミアとライアは出口を指さして、すでにやる気満々だ。

　クロノスは拳こぶしを手のひらに叩たたき付けた。よし、こうなったら何としてでも優勝して、神器を手に入れてやる！

　大おお股またに踏み出して三人娘の背中を追おうとし──指先にバチッ！　と黒い火花が飛んだ。

「っ、と……」

「大丈夫ですか、ご主人さま」

　ああ、と頷うなずいたものの、妙に闇やみ精せい霊れいが騒さわぐ。肩かた越ごしに振り返ったが、そこには熱気に沸き立つ観客と、誰だれもいなくなった競技場が残されているばかりであった。その中央では、マオがマイクにがなり立てている。

　──魔ま王おうの名を騙かたる手紙。このただならぬ規模。そして賞品として用意された神器。

「……あいつ、いったい何者なんだ？」

　ぽつりと落とした声は、コロシアムに溶とけて消えた。








　第二章　おおゆうしゃよ！　城に不法侵入するとはなにごとだ!?









　そして三日後の朝九時。

　とある国の王都前に、四〇組、総勢一五〇名超ちようの冒険者たちが大集合していた。

「いよいよ始まるのね！」

「けっこうな道のりでしたねぇ」

「オラわくわくしてきたぞーっ！」

「ライア落ち着け、キャラぶれてるから」

『Ａブロックの皆さま、おはようございます！』

　ボードには朝食だろうか、フレンチトーストをぱくついているマオの姿が映っている。

『さてＡブロックの皆さまに挑いどんでいただく栄はえある第一クエストはこちら！　【街の人々からすてきな旅立ちの品を手に入れよう！】です！』

「旅立ちの品？　どういうことだ」

　クロノスの問いに、マオはふふふふと含ふくみ笑いで答える。

『勇者というのは、人々から愛されてしかるべきもの！　というわけで、王都民からアイテムをもらっていただきます！』

「なんだそりゃ」

「ぬるいクエストだなぁ！」

　手て練だれ揃ぞろいの冒ぼう険けん者たちから笑いが起こる。

『勝負を決めるのは、手に入れたアイテムのレア度！　アイテムを鑑かん定ていするのはコロシアムで待機中の「何でも鑑定軍」の皆さまです！　もらったアイテムが珍めずらしければ珍しいほど勝ち抜けの確率は上がります』

「なんだかおもしろそうですね～！」

　胸ポケットのつぶやきに、クロノスもうなずいた。

「なるほど。この大会のことはもちろん王都民にも周知されているだろうから、よりレアなアイテムを持ってそうな人間を選んで声を掛ければいいってことだな。必要になるのはさしずめ、人を見る目と交こう渉しよう力、アイテムの真しん贋がんを見み極きわめる審しん美び眼がんってとこか」

　稀き代だいの大商人の一人ひとり娘むすめ、ミアが鼻息荒く胸を反らす。

「ふふん、やってやろうじゃない！」

『Ａブロックから勝ち抜けるのは上位二〇組！　タイムリミットは一七時までです！　あらゆる能力を駆く使しして、より豪ごう華かなアイテムをもらえるようにがんばってください！　それでは、記念すべき第一回戦──スタートっ！』

　雄叫びと共に、一五〇人超の冒険者たちが一いつ斉せいに王都になだれ込んだ。

「さあ、あたしたちも行くわよっ！」

「おい待て、まずはちゃんとあいさつしろよ！　アイテムをもらう時は丁てい寧ねいにお願いするんだぞ！　お礼も忘れないようにな！」

「お父さんみたいですね、ご主人さま」

　王都に入るとすぐ巨きよ大だいな広場が横たわっていた。さまざまな屋台が並び、多くの人で賑にぎわっている。目め抜ぬき通りの先には重厚な城がそびえ、王都民の生活を見守っていた。

「よーし、さっそく聞き込みを──」

　ライアが踏みだそうとした時、背後からいやみったらしい声がかかった。

「おやおや、駆け出しのへっぽこ冒険者たちが、なにやら勇んでいるようですねぇ」

「……誰だ？」

　いずれも黒くろ縁ぶちのめがねを掛かけ、七三にぴっちり分けた男女混合の四人組である。

　四人は「おや、これは失礼いたしました」と鼻で笑うと、名めい刺しを差し出した。

「我々意識高い系冒険者、エリート集団のアジェンダーズ！　ランクは限りなくＡに近いＢ！　レベルは限りなく99に近い66！　以後お見知りおきをッ！」

「お、おう」

「くくく、エリートの語源は『選ばれし者』！　エリートたる我々は常にグロスでマーケットのニーズにインプットして、バッファとアドバンテージをアジェンダに組み込みつつ付加価値の高いイノベーションをクリエイトし、必ずや結果にコミットメントする！」

「すまん、何言ってるかさっぱり分からん」

「ハハンッ、これだから意識低い系冒険者は！」

　腹立つわー、とぼやくクロノスの隣となりで、シルフィーが爪つめをかむ。

「くっ、手て強ごわそうですね……！」

「そうかな？」

　アジェンダーズは一糸乱れぬ動きでめがねをクイッとあげた。

「王都民からアイテムを恵めぐんでもらうなど、意識の高い我々にかかれば造作もないこと！　営業で鍛きたえた交渉術、ご覧あれ！」

　四人はちょうど通りかかった主婦の前にシュバッ！　と飛び出すと、地面スレスレに腰こしを折り曲げ、手もみをしながらのぞき込んだ。

「そこのお美しいご婦人！　大変恐きよう縮しゆくではございますが、この貧しい豚ぶために貴女あなたさまの美しい夢の欠片かけらを何か恵んではいただけないでしょうか？」

「礼れい儀ぎ正ただしさを通り越こして卑ひ屈くつだな」

　主婦は突とつ然ぜん現れたアジェンダーズをぽかんと見やり──

「ひ、ひいいいいいいっ!?　出たぁぁぁあああああああ！」

　お魚くわえたどら猫ねこを追いかける勢いで逃にげ出した。さらには周囲の露ろ店てんが次々に店じまいを始め、民家の家々もあれよあれよという間に閉とざされていく。

「なっ、なにゆえ!?　なにゆえ逃げるのです!?」

「どんなタイトなスキームもソリューションする我々のアプローチが通じないだと!?」

　うろたえるアジェンダーズを尻しり目めに王都民たちはますます頑かたくなに引きこもり、ついにはサイレンが鳴り響ひびき、『外出禁止令発動。金品をせびる不ふ審しん者が出しゆつ没ぼつしています。ただちに引きこもってください。外出禁止令発動』というアナウンスが響き渡わたる始末。

「なんだ、様子がおかしいぞ!?」

　と、ボードに、シュークリームをくわえたマオがひょっこり顔を出す。

『あ、ちなみに、この王都の皆みなさんには、「近いうちに冒険者を装よそおった変質者が出没する」ってデマを流してありますから！』

「ハードル爆ばく上あげしてんじゃねぇよ!!」

　なんというアウェイ！　こんな状態で旅立ちの品をもらえってか!?

　予想外の状じよう況きように、アジェンダーズが膝ひざをつく。

「そ、そんな馬ば鹿かな……！　これでは我々が培つちかってきたノウハウが……！」

「くっ、諦あきらめるのは早い！　我々のマーケティングによれば、娘夫ふう婦ふと別れて暮らしているご年配の方はその寂さびしさから簡単に扉とびらを開き、果ては今日会ったばかりの得体の知れない客にすらお茶をすすめ、人生相談をしてくる率が高い！　その隙すきにつけ込むのです！」

「それ訪問販はん売ばいの手口だろ！」

　アジェンダーズはめがねの縁を光らせてクロノスたちを嗤わらう。

「残念であったな！　この状況、我々エリート以外にはまずキャッチアップは不可能であろう！　意識の低い系勇者どもめ、吠ほえ面づらをかくがいい！　はーはははは！」

　シュタタタ！　と忍にん者じや走りで去って行く背中を、ミアがおののきながら見送る。

「さすがは最強勇者決定戦、強敵ぞろいだわ……！」

「そうかな？」

　人っ子一人いない王都を見渡して、シルフィーが悲鳴を上げる。

「ああ、どうしましょう、これではアイテムをもらうどころではございません！」

　クロノスも己おのれの甘さを嚙かみしめていた。アジェンダーズはともかく、この状況はマズい。くそ、舐なめてた……子どものお遣つかいみたいな単純なクエストじゃなかったか……！

　ライアが悔くやしげに拳こぶしを震ふるわせる。

「こうなったら──民家に押し入って、勝手にタンスを物色するしかない……っ！」

「えっ、なんで!?」

「かしこさの種とか薬草とか、最悪布の服くらいなら手に入るかもしれない！」

「入らねぇよ！　手に入ってもせいぜいパンツとかだよ！」

「じゃあもうパンツでいいよ！」

「よくないよ！　どこの世界に人んちのタンスをあさる極ごく悪あく非道な勇者がいるんだよ!?」

「むしろ勇者だからこそしなきゃいけないみたいなところがある！」

「ないよ！」

　ライアの勢いに触しよく発はつされたのか、ミアまでもがいきり立つ。

「じゃああたしはツボや樽たるを割りまくるわ！」

「何のために!?」

「小さなメダルがかくれんぼしているかもしれないじゃない！」

「知らねぇよ、何だよ小さなメダルって！」

「ではわたくしは花か壇だんを切り払はらいます！」

「なにゆえに!?」

「赤いルピーが潜ひそんでいるかもしれません！」

「ルピーってなに、どこの世界の通貨!?　おまえら勇者がそんなことしていいと思ってんのか！」

「勇者なら何をしても許されるのです！」

「許されねぇよ！」

　静せい寂じやくの王都にクロノスのツッコミが延々と響き渡る。すでに他ほかの冒険者たちは見切りを付けて他の区画に移ったようだ。

「くっ、こうなったら、手分けしてアイテムをくれそうな人を探すわよ！」

「おい待て！　ばらけるな──」

「あんたも協力すんのよ！　何ももらえなかったら顔面カワウソの刑けいだからねっ！」

「顔面カワウソってなに!?　ちょっと興味ある！」

　三人娘がてんでんばらばらに走り去り、クロノスも仕方なく適当な路地に飛び込み──

　そして数十分後、一行は王都の入り口に再結集していた。

　いの一番、ミアががらくたを自じ慢まんする犬よろしく、小こ瓶びんを高々と掲かかげる。

「見て！」

「……何だソレ？」

「超ちようレアアイテム、その名も──佐さ藤とうさんの涙なみだよ！」

「なにそれ怖こわい！」

「えっ、知らないの!?　涙よ!?　佐藤さんの！　珍しくない!?」

「知らねぇよ！　っつーか佐藤さんって誰だれ!?」

「佐藤さんは佐藤さんよ！　佐藤さんはねぇ、我が慢まん強づよいから滅めつ多たに泣かないのよ!?」

「だから知らねぇよ！　こんなもん誰からもらったんだよ!?」

「買ったの、露店で」

「ダメだろ！　クエストの趣しゆ旨しに反してるだろ！」

「やっぱり？　一万九八〇〇ゴールドもしたのに」

「高っ！　佐藤さんの涙高っ！　っつーかなんでそんなもん売ってんだ、その露店は！」

　次いでシルフィーが差し出したのは、鮮あざやかな緑に白い斑はん点てんが散ったキノコであった。

「……なにこれキモチワルイ」

「土管に出入りしていた、赤い服のおじさまからいただいたのですが……」

「ええー……怪あやしすぎる……マジで何なのコレ？」

「食べると１ＵＰするそうです」

「……な、何が？」

「何がでしょう？　そしてこっちの赤と白のキノコは、食べると大きくなるそうです」

「……ナニが？」

「ナニがでしょう？　そしてこちらの白と緑の卵は──」

「いやもういいや、なんか怖いわ、触ふれちゃいけない気がする、いろんな意味で」

　ため息を吐つくシルフィーの横で、ライアが「コレ見て！」と小さな粒つぶを掲げる。

「なんだそれ」

「ドッグフード！」

「何で!?　どうしたの、拾ったの!?」

「ううん、おなか減ってうろうろしてたら、犬がくれた！」

「おまえすげぇな！　犬に施ほどこしもらったの!?」

「レアかな!?」

「ある意味レアだけれども！」

　ツッコミに忙いそがしいクロノスを、ミアが睨にらみ上げる。

「それで？　あんたはどうなのよ？」

「ふ、そこは俺も大人だ。ちゃんともらってきたさ……公園で遊んでいた子どもたちから、鬼おにを見るような怯おびえた目線をな」

「…………」

「危あやうく逮たい捕ほ状じようまでもらうところだった」

「……顔面凶きよう器きのあんたを人里に放ったのが間ま違ちがいだったわ」

「悲しい思いをさせてごめんなさいね、クロちゃん」

「優やさしくしないで。辛つらい」

　地べたに座った四人の中心には、謎なぞの瓶びんと謎のキノコと小さな粒。

　ライアは膝の間に顔を埋うずめ、

「……ひもじい」

「ライア、元気を出せ！　大だい丈じよう夫ぶだ、今に起死回生の手を思いつく！」

　と、

「くくくく。どうやら勝負あったようですね」

　振ふり返るとポーズを決めたアジェンダーズが並んでいた。その手が握にぎっているのは──

「そ、それは……!?」

「そう──幻まぼろしの銘めい菓か、ルマンドですよ！」

　クロノスは全身を走る衝しよう撃げきに、「なぁっ!?」とうめいた。

「る、ルマンド……だと……!?　夏休みにおばあちゃんちに遊びに行くと出てくるという、紫むらさきの包装紙の!?　幾いく重えにも重ねて焼きあげたサクサクした歯ざわりのクレープクッキーをココアクリームで包み込んだ、あの憧あこがれのルマンド!?」

「あんたなんでそんなにルマンドに詳くわしいのよ」

「くくく、ルマンドだけではない。白っぽい飴あめ状じようのものがまぶされたやたら固いせんべいとか、なんか透とう明めいな紙に包まれたゼリーみたいなお菓か子しとかも入手済みである！」

「くっ、このアウェイな状況にあって孫のように可愛かわいがられているだとォ……!?」

「我々の丁てい寧ねいな物もの腰ごしが、ご老人たちの心の扉を開いたのです。底辺冒ぼう険けん者には無理な芸当でしょう。せいぜい足あ搔がくことですねぇ！　それでは、ガバナーンス！」

　アジェンダーズは勝利を確信したのか、肩かたで風を切って立ち去っていく。

「くっ、だめだ、こんなラインナップじゃとても太た刀ち打ちできねぇ！　俺たちはここで敗退するしかないのか……！」

　クロノスは打ちのめされるままに膝をつき──ミアがゆらりと立ち上がった。

「こうなったら、最後の手段よ」

「ミア……？　おまえ、何か手が──!?」

　ミアは「ええ」と鳶とび色いろの瞳ひとみで力強く王都の中心をにらみあげ、

「城に乗り込むわ！」

「城に!?　城に乗り込んで何すんの!?」

「王さまからアイテムを授さずかるの！」

「王さまから!?　ちょっ、おまえ何言ってんの!?」

　しかしシルフィーまでもが「ナイスアイデアです！」と立ち上がる。

「一国の王ともなれば、きっと最上級レア度のアイテムを持っているはず！」

「いや無理だよ!?　一いつ介かいの冒険者がおいそれと国王に謁えつ見けんできるわけないだろうが!?」

「やってみなきゃ分からないぞ！」

「やってみなくても分かるよ！」

「だいたい、あたしたちは世界を救うために過か酷こくな旅を続けているのよ？　民たみを統すべる長おさとして、多少はねぎらってくれてもいいと思うの！」

「待て、考え直せ！　相手は一国の王だぞ!?　そう安々とアイテムなんざ恵めぐんでくれると思うか!?」

「……あたしだって、さすがに難しいことくらい分かってる」

　ミアの真しん剣けんな目を見て、クロノスは胸をなで下ろした。良かった、こいつらもそこまで無む謀ぼうじゃなかったか──

「だから最悪、脅おどしてでもせしめるわ……！」

「国家反逆罪!!」

　スケールでけえええええ！　こいつら怖い物知らずすぎるだろぉぉぉぉぉ！

　止めるひまもあらばこそ、少女たちは城へ向かって歩み出す。その背中はまるで気高い戦士たちのようで──その実、やろうとしていることは国家を相手のゆすりたかりだ。

「ヤバい、怖い、あいつら無む鉄てつ砲ぽうにも程ほどがある……！」

　だが、たしかに優勝するためには、このクエストを落とすわけにはいかないのだ。かといって一介の冒険者がすんなり城に入れるわけがない、ましてや国王からアイテムをもらうなど──！

「どうするんですか、ご主人さま!?」

「かくなる上は……っ！」




「あのー、すいません、ちょっと道をうかがいたくて」

　クロノスがへらへらと門に近づくと、若い門兵たちは警けい戒かいもあらわに身構えた。

「止まれ！　外出禁止令が出ているのを知らんのか！　それとも貴様、噂うわさの不ふ審しん者か!?」

「ここは我らが国王のおわす神聖な王城、疾とく去れ──うっ!?」

「なっ、なんだ貴様──うぐ!?」

　クロノスは若い門兵の首に手刀を叩たたき込むと、もう一方の門兵に当て身を食らわせ、門にもたせかけた。

「ご主人さま、早く早く！　ミアちゃんたち来ちゃいますよ！」

「分かってる！」

「あのー、こんにちはー！　ちょっとお願いがあるんだぞ！」

　無防備にやってきたミアたちに、門兵の背後から声こわ色いろを変えて応じる。

「こ、こんにちは！　ようこそ、我が城へっ！」

「国王陛下に用があるのですが、通ってもよろしいですか？」

「もちろんです！　どうぞどうぞ！」

「ほら、すんなり入れるじゃない！　見た、下げ僕ぼく？　あら？　下僕、どこに行ったの？」

　槍やりを支えにして門兵を立たせると、元気に入城する三人に慌あわてて追いつく。

「わ、悪い、腹痛くてさ！」

「もー、貧弱だなぁ」

　おまえら言っとくけどコレ不法侵しん入にゆうだからな!?　見つかったら即そく打ち首だからな!?　という本音をぐっと堪こらえて、額の汗あせを拭ぬぐう。

「ひとまず第一段階クリアですね、ご主人さま！」

「ああ。このままトラブルを避さけつつミアたちを王の間まで誘ゆう導どうし、王に旅立ちの品をプレゼントさせるぞ！」

　それにしても、ボードがライアにくっついていってくれて良かった。逐ちく一いちコロシアムに中ちゆう継けいされたのではおちおち暗あん躍やくもできやしない。

　クロノスは密ひそかに手に入れた城内の地図を眺ながめた。ミアたちを兵士に会わせず、最短距きよ離りで王の間に誘導しなければ──

「お邪じや魔ましまーす」

「待て、そこは兵士の詰つめ所だぁぁぁああ！」

　三さん人にん娘むすめは止める間もなく兵士の巣そう窟くつへと突とつ入にゆうしていった。

「うちの姫ひめさまもなぁ、あの痛いキャラをやめたら嫁よめのもらい手もあるんだろうが」

「でもあのキャラに騙だまされてる奴やつらも多いだろ。近この衛え隊長もぞっこんだしなぁ──」

　雑談に興じていた兵士たちは、四人の闖ちん入にゆう者しやに気づくなり身構えた。

「な、何だ、おまえたちは！」

「冒険者か!?　城に何の用だ！」

　ライアは堂々と胸を張り、

「王さまからアイテムをもらいに来たんだぞ！」

「!?　ぞ、賊ぞくか!?」

　そう思われても仕方のない発言であった。むしろやってることは賊そのものであった。

「くせ者！　であえ、であえーっ！」

　兵の一人が援護を呼ぶべく笛をくわえ──コォン、と間ま抜ぬけな音が響ひびく。

「なっ……!?」

　驚きよう愕がくの視線の先、笛に一本の吹ふき矢やが突つき立っていた。驚おどろく兵士の左右で、

「うぉっ!?」

「んぐっ！」

　クロノスが手て筒づつに息を吹き込む度たびに、兵士たちが次々と倒たおれていく。

「あら、どうしたのかしら？」

「眠ねむってるみたいですよ。よほどお疲つかれのようですね」

「きっとキンムケータイがブラックなんだな！」

　最後に残った一人を、シルフィーが見上げる。

「ね、そこを通してくださいな？」

「は、はい……っ」

　ミアたちは兵士たちの詰め所を難なく通り抜け──クロノスは口を封ふうじるため、最後の一人も余念なく眠らせておいた。詰め所は昏こん睡すい状態の兵士で死し屍し累るい々るいだ。

「ご主人さま、やりすぎじゃないです!?」

「いいや！　ミアたちを危険に直面させたら何が起こるか分からねぇ！　よってこいつらに降りかかる危険は、この俺がすべて排はい除じよする！」

「だから甘やかしすぎだって怒おこられるんですよ！」

「べっ、別に甘やかしてねーよ！　これも世界のためなんだよ！」

　三人娘は自由気ままに城内をほっつき歩く。

「うーん、王の間はどちらなのでしょうか」

「待て、そこは厨ちゆう房ぼう！　王の間はこっちだ！」

「なんでそんなこと分かるのよ！」

「お、俺の勘かんがそう告げてるんだ！」

「だめだなぁ、クロ！　お城に入ったら、すみずみまで探検するのがセオリーだぞ！」

「どこの世界のセオリーだよ!?」

　クロノスは叫びつつも三人の先回りをしては、兵士たちを気絶させて空き部屋に引っ張り込んだ。くそっ、早く王の間に行ってくれないと身が持たない……っ！

「このお城、全然人がいないなー？」

「あら、また行き止まりです。お城って、けっこう複雑なのですねぇ」

「っていうか、あたしたちは客人よ？　案内があってしかるべきじゃない？」

　知るか！　城に入れただけでもありがたいと思え！　と叫さけびかけて、はっとする。

「そうか、その手があったか！」

　クロノスはきびすを返すと階段を駆かけ上がった。

「どうするんです、ご主人さま!?」

「このままじゃ埒らちが明かねぇ、案内役を確保する！」

「案内役!?　不法侵入なのにどうやって!?」

「それは──」

　と、廊ろう下かの向こうから歩いてくる人ひと影かげに気付いて、クロノスは慌てて身を潜ひそめた。

　やってくるのは黒くろ髪かみのおとなしそうなメイドであった。頰ほおを紅潮させ、胸には一冊の本を抱だいている──『怪かい盗とう仮面といけない姫ひめ君ぎみ』というタイトルを目にした瞬しゆん間かん、クロノスの脳のう裏りに電流が走った。これだ！

　クロノスは目から下を布で覆おおうと息を殺し──隙すきを突いてメイドの口を背後から塞ふさいだ。

「むぐ!?」

「しっ、声を上げるな！　手て荒あらなまねはしたくない」

　低い声で脅しつけると、腕うでの中で柔やわらかな身体からだがびくんと竦すくんだ。

「俺の名は黒仮面。理ワ由ケあって正義のために暗躍している。君に頼たのみがあるんだ」

「く、黒仮面、さま……!?」

「いいか、一階の回かい廊ろうを三人の少女が歩いている。彼女たちを王の間へ案内するんだ」

「で、ですが、この本を姫さまにお返ししなくては……！」

「それは俺が返しておこう」

　本を取り上げると、細い手首を摑つかんで引き寄せる。

「きゃっ！」

「三人を王の間に案内し終えたら、自分の部屋に帰りなさい。そしてベッドに入って目を閉じるんだ、いいね」

「えっ……!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、君の怖こわがることは絶対にしない、約束する。ただ少しだけ──ベッドの中で声を殺して、事が終わるのを待つんだ……できるね？」

「ぁ……は、はい……」

「頼んだぞ！」

　首まで赤くなったメイドは、熱に浮うかされたような足取りで階下へと向かった。

「よし、これで俺の正体を悟さとらせず、あいつらを王の間に向かわせることができる。しかもあのメイドを巻き込むこともない。我ながら紳しん士しだぜ！」

「あの、その配はい慮りよ、別の意味に取られたんじゃ……」

「え、何が？」

　眉まゆをひそめつつ、預かった『怪盗仮面といけない姫君』をぱらぱらと流し読みする。

「少女向けの恋れん愛あい小説？　最近はこういうのがはやってるのか──っと、いけねぇ！」

　クロノスは地図を頼たよりに階段を駆け上がった。

「いくらメイドに案内させるとは言え、兵士に見つかったら怪あやしまれる。とっととこの本を返してサポートに戻もどろう」

　できれば城中の兵士を外におびき出せれば早いんだが……と呟つぶやきつつ廊下を疾しつ走そうする。

「ここが姫ひめ殿でん下かの部屋か。……リボンやらレースやら、すげードアだな」

　ノックをするが返事はない。ノブを摑んだ手は固い感かん触しよくに阻はばまれた。

「チッ。ちょっと失礼」

　膝ひざをつくや鍵かぎ穴あなに針金を差し込み──王族の部屋は造作もなく開いてしまった。

「なんでそんな技術持ってんですか!?」

「ふっ、俺は最強勇者だぞ？」

「いやそれ勇者のスキルじゃないですよ、見つかったら普ふ通つうに死罪です！」

　部屋もまたドアに負けず劣おとらずの少女趣しゆ味みであった。余すところなくフリルとレースで飾かざられていて、本ほん棚だなにはやたらと子こ猫ねこや犬や花やらの絵画集が並んでいる。一国の姫ならもっと学術的な本を読んだ方がいいのではなどと余計な忠告をしつつメイドから預かった本を戻そうとして、ふとサイドボードに散らばった本に目が行った。視界に飛び込んでくる、この部屋の雰ふん囲い気きとはかけ離はなれたタイトルの数々。

『いけない姫君の危険なたわむれ』『盗とう賊ぞくにさらわれたいけない姫君』『いけない姫君とドＳな伯はく爵しやく』『危ない切ないいけない姫君』──

「この姫君、ちょっといけなさすぎじゃないか!?」

「シリーズものなんですかねぇ」

　本のくたびれ具合から見て、少女趣味はカモフラージュ、こっちが本命か……

　と、窓の外から声がして、クロノスはカーテンに身を隠かくした。こっそり中庭を窺うかがう。

　とりどりの花が咲さき乱れる庭を、豪ごう奢しやなドレスをまとった美しい少女が歩いていた。

「どうやら、あれがこの部屋の主みたいですね」

　姫らしき少女は大勢の取り巻きを引き連れ、踊おどるような足取りで中庭を練り歩く。

「うふふ～、お花さん、こんにちは♡　今日もキレイね！　え？　なぁに？　姫の方がきれい？　え～、ありがとぉ～☆」

「……ベル、ああいうタイプの女、どう思う」

「うーん、控ひかえめに言って、豆とう腐ふの角に頭をぶつけて目を覚ませって思います」

　この国の姫さまはどうやら不思議系清純派で売り出しているらしい。

　無理のあるキャラ作りにも拘かかわらず、おつきの近衛兵たちは鼻の下を伸のばしている。

　その光景とベッドサイドに散らばったいけない姫君シリーズを見比べて、クロノスは笑えみを刻んだ。

　あのぶりっこ姫、悪いが利用させてもらおう！

「どうするんです、ご主人さま？」

「これを使って、城中の兵士たちを中庭におびき出す！」

　目から下を黒い布で覆い、本を持てるだけ抱かかえ込むと、窓から屋根の上に躍おどり出る。

「はーはははは！」

「な、何なに奴やつ!?」

「やぁ～ん、やだやだぁ、なぁに～？　怖い～！」

　クロノスは姫と取り巻きの注目を十分に集めてから朗々と吠ほえた。

「刮かつ目もくせよ国家の犬ども！　我が名は黒仮面！　姫ひめの恥はずかしい秘密を暴あばきに来たッ！」

「ひ、姫殿下の恥ずかしい秘密だとォ!?」

　色めき立つ兵士の中、姫が額に汗あせしながらもキュルルン、と首をかしげる。

「え、ええ？　なんのことぉ？　姫ぇ～、秘密とか分かんなぁい──」

「ふっふっふ……果たしてこれを見てもそう言えるかな!?」

　黒仮面クロノスが抱いている本を見るなり姫の顔が青ざめた。

「ちょ、ちょっと!?　返しなさいよ！　返せっ！」

「ククク、恥はじ知しらずな姫め！　清純さを装よそおってよもやこんな秘密を抱かかえていたとはな！」

「ぎゃあああああ！　うそうそうそ、やだやだやだぁぁぁああああ!!」

「可愛かわいい顔をしてたいへんなスキモノではないか！　どれ、一ページ読み上げてやろう」

「いやああああ！　やめてやめてやめてやめろっつってんダロくそがぁぁあああ!!」

「ひ、姫さま!?」

「く、黒仮面、貴様ぁ！　姫殿下を侮ぶ辱じよくするとは！」

　剣けんを抜こうとする兵士たちを制して、姫が涙なみだ目めで黒仮面クロノスを睨にらみ上げる。

「あ、あんた何が目的なの!?　わたしの夫の座!?」

「たわけ！　貴様なぞに興味はない！」

「んなっ!?　なんですってぇ……!?」

「俺はただ、貴様の秘密を暴いて辱はずかしめたいだけのこと！」

「な、なんという鬼き畜ちく……！　なんというドＳ……！」

「ふはははは、そーら間抜けな兵士ども、大事な姫の秘密を守りたければ血ち眼まなこになって搔かき集めることだなぁ！」

　黒仮面クロノスは吠え猛たけるが早いか、抱えていた本をぶわっと撒まいた。

　いぎゃあああああああああああああ！　という姫の絶ぜつ叫きようを裂さいて笛の音が響き渡わたる。

「近衛隊、総動員！　中庭に集まれ！　姫殿下の恥ずかしい秘密を守れぇ！」

「いやああああああ！　やめてぇ、見ないでぇぇぇえええええ！」

「はーはははは！　拾え拾えぇ、国家の犬どもがァァァア！」

　大混乱をきたす中庭を尻しり目めに、クロノスは颯さつ爽そうと撤てつ退たいした。

　黒仮面の消えた中庭、姫がドレスが汚よごれるのも構わずに崩くずれ落ちる。

「ああ、あの黒仮面っ、一国の姫であるこのわたしになんという仕打ちを……な、なんてドＳなの……──素す敵てき……っ！」

「姫さま!?」

　当の黒仮面クロノスは屋根を疾走していた。これでほとんどの兵士は中庭に引き付けたはずだ。

「ははは、どうだ見たか俺の暗あん躍やくっぷり！　これでミアたちの身の安全は守られたな！」

「ご主人さま、やりすぎです！　軽いテロですよ！」

「だって俺ががんばらないとうちの子たちが打ち首になっちゃうでしょうが!?」

「だからって無茶しすぎですよ！　ミアちゃんたちが大事なのは分かりますけど！」

「違ちがうよ！　俺はただ世界が滅ほろんだら困るから──おいニヤニヤすんな、話を聞け！」

「それにしても、お姫さまの秘密をバラすなんて、けっこう容よう赦しやないですねぇ」

「いや、子猫絵画集」

「え？」

「ばらまいたのは子猫絵画集だ。いけない姫君シリーズはちゃんと本棚に戻してある」

　優勝のためには手段は選ばないとはいえ、さすがにそこまで鬼畜ではない。

　ベルが「なぁんだ」と胸をなで下ろす。

「でも、性格はともかく可愛いお姫さまでしたね！」

「え、そうか？　ミアたちのほうが可愛いだろ」

「……最近のご主人さま、過保護を通り過ぎて親バカの波動を感じます」

　屋根から屋根へと飛び移りながら、顔を隠していた布を剝はぐ。

「これで城内は手て薄うす！　早いとこミアたちと合流するぞ！」

「いました、こっちです！」

　ベルのガイドに従って、開いている窓から身軽に飛び込んだ。

　メイドに先導されている少女たちの後ろに着地する。

「あらクロちゃん、いつのまに」

「もー、どこに行ってたんだよ？」

「はあ、はあ……悪い、野暮用で……！」

「ははーん。やっぱりクロもお城探検したかったんだろ？」

「あんまりはしゃぎすぎないでよね、恥ずかしいんだから──」

　開いた窓から流れ込んでくる喧けん噪そうに気づいて、ミアが顔を上げる。

「？　なんか外が騒さわがしいわね」

「あ、ああ。なんでも、中庭に大量の子猫絵画集がばらまかれたらしいぞ」

「「えっ」」とミアとシルフィーの声がハモる。

「……欲ほしいのか、ミア？」

「べ、別に、興味ないし！」

「……シルフィーも気になるのか？」

「いいえ？　今はクエストを達成するのが優先です」

　シルフィーはすまし顔を作ったが、その目はそわそわと窓の外をうかがっている。素直になればいいのになぁ。

　と、不意に先頭を歩いていたメイドがもじもじと呟いた。

「こ、この先の廊ろう下かを曲がると、王の間になります」

「わー、いよいよだなっ！」

「ここまでありがとう、メイドさん」

「はい。私は大切な用事がございますので、これで……！」

　メイドはそそくさと走り去る。緊きん張ちようのせいか赤く染まった耳を、クロノスは優やさしい目で見送った。ここまでありがとう、内気なメイドさん。大だい丈じよう夫ぶだ、俺が言った通りにベッドに隠れていれば、君に危害が及およぶことはない！

「……あの子たぶん、一晩中黒仮面ご主人さまのことを待ち続けますよ……何て罪作りな……」

　胸ポケットが何か呟いた気がするが、最謁終見関の門間を目前にしてそれどころではない。

　あとは最後の難関──国王にアイテムをもらうというミッションを切り抜ぬけるだけ！

　クロノスは左右に目を走らせると、手近にあった部屋に飛び込んだ。

「悪い、先行っててくれ！」

「あっ、クロちゃん!?」

　シルフィーの声を背に扉とびらを閉めると鍵かぎを掛かけ、窓から飛び出し、屋根伝いに走る。

「あいつらが着くより先にカタをつけるぞ！　ベル、謁見の間に入れそうな窓は!?」

「ここならいけそうです！」

　ベルが示した窓を蹴けり開けて飛び込むと、そこはまさに王の間だった。

「な、なんだ貴様……!?」

　武装した兵士たちが一いつ斉せいに声を上げた。顔隠しの布を引き上げると同時、鋭するどく目を走らせる。兵士は一〇人──やけに手薄なのは中庭に人員を割さかれているせいだろう。

「くせ者……っ！　ぐぅっ!?」

　すかさず斬きりかかってきた兵士のみぞおちに膝ひざを叩たたき込み、もう一人には顎あご下に拳こぶしを食らわせる。続いて剣を抜こうとしていた兵士二人へと地を舐なめるように肉にく薄はくし──ほんの瞬またたきの間に、四人があっという間に伸びていた。

「くっ、覚かく悟ご！　──うっ！」

　なおも殺さつ到とうしようとした勇ゆう敢かんな六人を、吹ふき矢やで昏こん倒とうさせる。

　精せい鋭えいたちをわずか数秒で無力化すると、クロノスは玉座に向き直った。

　最さい奥おうに陣じん取どった豪ごう壮そうな玉座で、初老の男が震ふるえていた。

「ひぃっ!?　そ、そなたは一体……!?」

　その問いよりも早く、クロノスは王の背後に回り、その首元にナイフを突つきつけていた。

「んなっ……!?」

「静かに。今から三人の人物が、あなたの元を訪おとずれます」

「っく……！」

　国王の喉のどがごくりと鳴り、シワ深い顔が苦く渋じゆうに引きつる。

「……なるほどな……敵国からつかわされた暗殺者というわけか──」

「いえ。ただの駆かけ出し勇者です」

「ただの駆け出し勇者が!?　なんでワシのところに!?」

「欲しいものがあるそうで」

「！　……ふ、そうか……王座を狙ねらう薄うす汚ぎたない簒さん奪だつ者めが……ッ！」

「いえ、旅立ちのお祝いが欲しいそうです」

「お祝い!?　不法侵しん入にゆう者しやにお祝いあげなきゃならないの、ワシ!?　ちょっと待ってどういう状じよう況きようなのコレ!?　近この衛え隊長、近衛隊長どこじゃ、助けて！」

「残念ですが、近衛隊長はすでに──」

「なっ……！　こ、殺したというのか、ワシの忠臣を!?」

「いえ、姫ひめ殿でん下かの恥ずかしい秘密に夢中です」

「なに!?　なにが起こってるの、ワシの城で!?　ねえ娘姫の恥ずかしい秘密って何!?」

　動どう揺ようする国王を見み遣やって、クロノスは胸中で呟つぶやいた。もう少し発はつ破ぱを掛けておいたほうがいいか。

「今から来る少女たちは、駆け出し冒ぼう険けん者を装っていますが……実はこの世界を救う救世主にして女め神がみの遣つかい──三天使なのです」

「天使!?」

「そう。彼女たちの望む物を与あたえれば、その者には永えい劫ごうの繁はん栄えいが約束され、逆に万が一にも機き嫌げんを損そこねれば、世界はこなごなに砕くだけ散ります」

「えっ、それ本当に天使!?　悪あく魔まの類たぐいじゃなくて!?」

「しっ、彼女たちが来ます！　俺の言うとおりにしゃべってください！」

「え、えええええええええ!?」

　──と、

「王さま、こんにちはーっ！」

　およそ謁見にそぐわないテンションで扉が開き、ミアたちが姿を現した。

　三天使キタ────────────!!　と国王が身を固くする。

「あら？　なんだかみなさん寝ねてますねぇ」

「よっぽどブラックなのね、この職お場城」

　死し屍し累るい々るいの兵士たちを踏ふみ越こえて進み出た少女たちに、国王は玉座の裏に張り付いたクロノスの耳打ちプロンプ通りに台詞せりふを告げる。

「よ、よくぞ参った、選ばれし勇者たちよ！　そなたたちの活かつ躍やく、聞き及んでいるぞ！」

「ホント!?」

「さすがあたしたちねっ！」

　よしよし喜んでる、いい感じだ！　もうちょっとご機嫌を取っておくか！

「しかし、噂うわさに違たがわぬ美少女たちじゃ！　容よう姿し端たん麗れいにして純情可か憐れん、仕草のはしばしに気品が溢あふれ、指先にまで英気が宿っておる！」

「うふふ。少し照れますね」

「うむ、その恥はじらうたたずまいも申し分ない！　あえて言うならばもう少し人の忠告に耳を傾かたむけると良いな！　さらに素直になるとなおベスト！　特にいつもそばにいる男を大事にすることじゃぞ！　人知れずそなたたちを支えてくれる人物を敬い尊び、尽つきることなき敬愛の念を捧ささげ──あの、人の口を借りてダメ出しするのやめてくれるかの……？」

「チッ」

「えーと、仮にもワシ王さまなんじゃけど」

　首をかしげている三人娘を代表して、ミアが口を開いた。

「ねえ、本題はまだなの？」

「私たちも暇ひまじゃないんだぞ！」

　やばい、早くしねぇとミアたちがへそを曲げる！　っていうかソレ王さまに対する態度じゃないね!?　下手すりゃ打ち首だよ!?　俺が言えた義理じゃないけれども！

　国王は咳せき払ばらいすると、再びクロノスのささやきに従って口を開いた。

「せ、世界のために立ち上がったその心意気、あっぱれじゃ！　褒ほう美びとしてそなたらに伝説の武器を授さずけようぞ！　──伝説の武器!?」

　王さまがすごい剣けん幕まくで振ふり返る。

「そんなもん用意してないぞい!?」

「あるでしょう、お城なんだから！　なんかこう、王家の秘宝的な！」

「王家の秘宝を!?　駆け出し勇者に!?　普ふ通つうに無理じゃけど!?」

「じゃあ何でもいいから！　最悪その王おう冠かんとかでいいから！」

「最悪の意味がよく分からない！　いやいや無理じゃって、城のもの勝手にあげたら王おう妃ひに怒おこられるんじゃって！」

「あんた王さまだろ!?　ここで得られるアイテムに世界の命運がかかってるんだよ！」

「世界の命運が!?　なにゆえ!?」

「仕方ねぇな……！」

　クロノスは手て頃ごろなアイテムを探そうと背中に手を回した。王さまの手を介かいせば王さまからもらったも同然、たとえ銅の剣つるぎ程度でもレア度ははね上がるだろう。

　いつものリュックを漁あさろうとした手はしかし、虚むなしく空を切り──しまったぁぁぁああああ！　何も用意してなかったぁぁあああああ！

　クロノスはしばし絶望に震え、そして苦く渋じゆうの決断を下した。

「っく……陛下、これを！」

「これは!?」

　驚おどろく国王に、力強く頷うなずきかける。

「あいつらに渡わたしてください、この──ひのきのぼうを！」

「しょっぼ！　ワシ王さまからの贈ぞう答とう品ひんすごくしょぼい！　とても天使に贈おくる品とは思えない！」

「誰だれのせいだと思ってるんですか！」

「ワシのせいなの!?」

「とにかく今はひのきのぼうこれしかないんです！　なんとか押し通して！」

「えっコレ大丈夫なの!?　あの子たち怒らない!?　三天使じゃろ!?　世界こなごなにならない!?」

「仕方ないでしょ！　手持ちがこれしかないんだから！」

「でもさっき伝説の武器とか言っちゃったよ!?　あの子たちすごい期待してるぞい!?　目がキラキラしてるぞい!?　こんなへぼい物出して、ワシくびり殺されない、ねえ!?」

「大丈夫です、あいつらもそこまで鬼おにじゃない！」

「本当じゃね!?　本当じゃね!?」

　国王はもったいつけて玉座に座り直し、

「勇敢なる勇者たちに我が王家に伝わる武器を授けよう。この──ひのきのぼうを！」




「──は？」




　絶対零れい度どの嵐あらしが国王とクロノスを襲おそった。

『……!!』

「わぁぁぁぁい、やったー！」

「待ってライア」

　無む邪じや気きに駆け寄ろうとするライアの首根っこを摑つかんで、ミアが世界も砕けよと唸うなる。

「ちょっと、ふざけてるわけ？　あたしたち救世主よ？　あなた一国の王さまよね？　ひのきのぼうって何？　こんなの売り飛ばしたところで、支し度たく金きんにもなりゃしないわよ」

「売り飛ばすの前提!?」

　ミアが放つ冷たい炎ほのおにシルフィーも加わる。

「あらあら、そこで眠ねむっている兵士さんの方がいいものを装備していますねぇ？」

「仮にも国王ならもっといい武器寄よ越こしなさいよ！　世界を救ってほしくないの!?」

　まあごもっとも！

「天使さまめっちゃ怒っとるぞ、めっちゃ怒っとるぞ……！」

　三人の小こ娘むすめを前にハムスターみたいに怯おびえまくる一国の王。

　クロノスは奥歯をきしらせ、断腸の思いで告げた。

「ならば……なけなしの二〇〇ゴールドも付けましょう……！」

「少なっ！」

「佐藤さんの涙なみだのせいで、手持ちはこれしか……！」

「佐藤さんの涙って何それコワイ！　あの子たち選ばれし勇者とかなんじゃろ!?　たったの二〇〇ゴールドでいいの!?」

「じゃあ国庫から出してくださいよ！」
















「無理じゃし！　ワシ小こ遣づかい制じゃし！」

「一国の王が!?」

　哀あわれなもんだな。俺は結けつ婚こんしても尻しりに敷しかれないように気を付けよう。

　国王はぶるぶると三人娘に向き直る。

「で、では、二〇〇ゴールドも追加しよう……！」

「まあ、ありがとう！」

　国王の決死の申し出を、ミアは意外とあっさり受け取り、

「でもまさかこれで終わりってことはないわよねぇ、一国の王さまが……？」

「ひぇぇこの子たちまだ国王にたかる気じゃ～！　怖こわい物知らずすぎるじゃろぉ……！」

　さすが抜ぬけ目ない！　大商人の娘マジで手て強ごわい！

「っく、どうすりゃいいんだ、あいつらああなったら、満足するまで帰りませんよ！」

「──仕方ない、ワシのとっておきを出す時が来たようじゃのぅ……！」

「陛下、何か手が!?」

「うむ、ワシに任せておれ！」

　さすが一国の王、頼たよりになる！

　国王は威い厳げんたっぷりに両手を広げ、

「今ならなんと──ワシの肖しよう像ぞう画がも付けるぞいっ！」

「……え……いらないですけど……」

「なんで!?」

　普通に断られていた。とっておきを美少女たちに拒きよ否ひされて、国王は息も絶え絶えだ。

　だが今のでミアたちの気き炎えんは削そがれた！　国王陛下、あなたの勇気、あなたの犠ぎ牲せい、無む駄だにはしないっ！

　クロノスはこの隙すきに何かないかと懐ふところに手を突つっ込み──

「っ！　陛下、これを！」

「それは!?　そ、そんなもので本当にっ……──ええい、ままよっ！」

　国王陛下はクロノスから受け取ったその本をミアたちに掲かかげた。

「ならばこれでどうじゃ──子こ猫ねこ絵画集！」

　ミアとシルフィーがぴくりと目を見開き──

「し、仕方ないわね！　そんなに言うならもらっておいてあげるわ！」

「過か酷こくな旅には癒いやしも必要ですしね！」

　いいぞ、雰ふん囲い気きが和やわらいだ！　ここでだめ押しだ！

　クロノスの導きに従って、国王が朗々と声を張る。

「よいか、勇者たちよ。初心忘るべからずじゃ」

「初心？」

「いかにも。武器やアイテムに頼るな。いかなる時も己おのれをたすくのは己の技量と心得よ。さすれば道は開く！」

　ミアたちは駄だ々だをこねていたのが噓うそのように静まりかえり、

「ちょ、ちょっとはいいこと言うじゃない」

「不覚にも心を打たれました」

「つまりひらけごまってことだなっ！」

　よっし！　約一名分かっていないポニーテールの子がいるが、いい手て応ごたえだ！　ちょろくて助かったぁぁぁああ！

　どうやら長きにわたる戦いは終結したらしい。国王と密ひそかに固い握あく手しゆを交かわしていると、

「あっ、そうだ！　ねえ王さま、サインして！」

「う、うむうむ」

　ライアは国王の手元をきらきらと見守っている。普通なら国王さまに直接サインねだるとか、打ち首もんだからね？　まあ嬉うれしそうだからいいけどさぁ……

「これでいいかの？」

「わあ、ありがとう！」

　ライアが勇ましく戦利品を掲げる。

「『おうさまのひのきのぼう』を手に入れたー！」

『おおー！』

　温かな拍はく手しゆが王の間を包み込む。

　と、シルフィーがボードを仰あおいだ。

「いけない！　制限時間まで一時間！　広場に戻もどりましょう！」

「あっ、良かったらワシの肖像画も……」

「え……別に、いらない……」

「そう言わずに！」

「……じゃあ、一応、もらっ、とく……？」

　気乗りしない少女たちに自分の肖像画を押し付けて、国王は満足そうであった。

「じゃあね、王さま～！」

　少女たちが弾はずむように出て行ったのを確かめて、クロノスは玉座の裏から出た。

　膝ひざをつき、深々と頭こうべを垂れる。

「数々のご無礼、申し訳ございませんでした。陛下の寛かん大だいなお心、感謝しきれません」

「……そなた、名は」

「黒仮面とでも名乗っておきましょうか」

　国王は「そうか……」と渋しぶみのある笑えみを浮うかべた。

「ワシの元へ単身乗り込む度胸、そして精せい鋭えいを倒たおす腕うで前まえ、敵ながらあっぱれ。そなたほど肝きもの据すわった男なら、安心して姫ひめをやれるのじゃがな。どうじゃ、姫をもらう気は──」

「いえ、けっこうです」

「けっこうなの!?　なんで!?　姫だよ!?　一国の姫だよ!?」

「いや興味ないんで」

「いやいやいや、あるでしょ興味！　可愛かわいいじゃろ、うちの娘!?　ねえ可愛くない!?」

「離はなしてください。俺、急いであいつらの所に戻らなきゃならないんで」

「姫とあの子たちとどっちが大事なの!?」

「あいつらですけど？」

　国王はその場に頽くずおれた。

「くっ……！　そ、そなたほどの男をここまで虜とりこにする、あの少女たちは一体……っ！」

「……ただの手の掛かかる小こ悪あく魔またちですよ」

　クロノスは窓まど枠わくに飛び乗ると、国王を振ふり返った。

「本当にありがとうございました。あなたとあなたの国に幸さち多きことを。それでは」

　軽々と屋根へと登り、足音を殺してひた走る。

「よっしゃ、やればできるもんだな！」

「ご主人さま、見事な隠おん密みつでした！　暗殺者のほうが向いてるんじゃないですか？」

「俺も若じやつ干かんそう思った」

　クロノスは猫のように地上に降り立つと、城から出てきた三人を何食わぬ顔で出で迎むかえた。

「よう」

「あれ？　クロ、外にいたのか」

「ああ。城の空気が合わなくてな」

「別にたいしたことなかったわよ。あんたも謁えつ見けんの間、入ってみれば良かったのに」

「で？　王さまから、何かもらえたのか？」

　三人娘は顔を見合わせて、子どもみたいに笑った。

「それは後のお楽しみ、です」

「ふーん？」

　その嬉しそうな仕草に、我知らず口元がほころんでしまう。まあ、いろいろ大変だったけど……こういう笑顔されると、報むくわれたなぁなんて思えちゃうんだよなぁ。




『さあ、各パーティーのアイテムが出そろいました！　それではなんでも鑑かん定てい軍さんに、10段階でレア度を評価していただきます！　自信のあるパーティーからどうぞ！』

　集合場所の広場にはすべての冒ぼう険けん者たちが集まっていた。ガードの堅かたい王都民に手こずったのか、どの冒険者も満まん身しん創そう痍いだ。

「ふ、ふふ、まずはうちのパーティーよぉん！　道具屋で買っ──譲ゆずり受けた惚ほれ薬！」

　鑑定軍の顔を大写しにしたボードが、アイテムの周囲をふよふよと飛び回り、

『むむむ──レア度２！　ただの軟なん膏こうです！』

「あああああ、だまされたぁぁぁあああ！」

　冒険者たちが渾こん身しんの力をふりしぼってかき集めた品を、なんでも鑑定軍はバッサバッサ切っていく。

「街角のおばあさんにもらったきれいな石！」

『レア度３！　おばあさんの優やさしさに感謝！』

「防具屋でカツアげふんげふん、防具屋でもらった金の腕うで輪わ！」

『レア度５！　少し先の町で買えますが、そこそこの逸いつ品ぴん！』

「道ばたに生えてた雑草！」

『論外！』

　ラインナップも貧相だが、判定もなかなか辛から口くちだ。

「ふふふ、情けないものですね」

　屍しかばねが累るい々るいと積み上がっていく中、満を持して現れたのはアジェンダーズであった。

「我々はまずマーケティングのパイオニアたるべく、マインドをフレキシブルにゼロベースからイノベーションし、プリンシプルにのっとって結果にコミットし……！」

「いいから要約サマリーしろ、要約サマリー」

「くっ!?　キサマのような凡ぼん人じんが意識高い系専門用語を使うな！」

　アジェンダーズはクロノスを罵ば倒とうして、自信満々に虎とらの子を広げる。

「見なさい、我が戦利品の数々を！　まずはルマンド！　チーズおかき！　レモンケーキ！　そしておばあちゃんからもらうお菓か子しの頂点──『白い風船』！」

　冒険者たちからどよめきが上がった。

　人々が息を詰つめて見守る中、鑑定は進み──

『レア度２！　普ふ通つうに買えます！』

「んぬぁあああああああああッ！」

「まあ冷静に考えたらそうだわな」

　呟つぶやくクロノスを、鋭するどいまなざしがぎろりと睨にらむ。

「なんだと!?　では貴様らは何を手に入れたというのだね、意識低い系小こ娘むすめどもが！」

「あたしたちはこれよ！」

　ミアの合図に、ライアが高々と例のブツを掲げる。

「王さまのサイン入りひのきのぼうだーっ！」

『す、スゲェェェエエエエエエ！』

　広場が歓かん声せいで沸わき返る。あっけに取られていたアジェンダーズが慌あわてて首を振った。

「い、いやだが、本物か怪あやしいものだぞ！」

「そうだそうだ！　王さまの賜たまわり物がひのきのぼうなんておかしい！　偽にせ物ものだろう！」

　他ほかの冒険者からも真しん偽ぎを問う声が相次ぎ、マオが叫さけんだ。

『それではなんでも鑑定軍さん、判定を！』

　ボードの中から、鑑定軍はひのきのぼうへと真しん剣けんなまなざしを這はわせ、

『レア度10！　間ま違ちがいなく本物です！』

「「「んなぁっ!?」」」

『で、出ました、レア度10！　本物です、本物の王さまのサインです！　エントリーナンバー96、ぶっちぎりの一位通過です!!』

『いやぁ～、いい仕事してますね～』

　まあ一番仕事をしたのは俺だけどね。

「そ、そんな……！　駆け出しのへっぽこ冒険者が……！」

「やったわ！」

　くずおれるアジェンダーズを尻しり目めに、三人娘が手を打ち鳴らす。

　その様子があんまりにも嬉しそうで、クロノスは思わず目を細めた。しかしまあ、城に乗り込むなんてこいつらくらいしか考えつかないだろうなぁ……

『それでは第一回戦を通過された二〇組の皆みなさま、おめでとうございます！　惜おしくも敗退された皆さまはコロシアムまでお戻りください！』

　とぼとぼと立ち去る敗退者の集団から、アジェンダーズが歩み寄ってきた。

「ふっ、まさか国王陛下からアイテムをもらってくるとは……度胸だけは本物のようだ。だが忘れないことだな、意識の低いザコ冒険者よ！　おまえたちの前に、必ずや第二、第三のアジェンダーズが立ちはだかることであろ──！」

「うるさいからもう行っていいわよ」

「コラー！　人の忠告は聞くものですぞ！　ビジネスマンとしての姿勢がなってない！」

　クロノスはこんな奴やつらが第二第三も現れてたまるかよ、とうんざりと呻うめき、

「……ところでアジェンダーズってどういう意味だ？」

「ふん、そんなことも知らんのか？　かっこいいだろう、アベンジャーズみたいで！」

「ああ、そう」

　脱だつ力りよくしつつ敗者たちの背中を見送っていると、ボードがけたけたと笑い始めた。

『いやぁ、まさか城に乗り込むなんて！　エントリーナンバー96さんのおかげでコロシアムは大盛り上がり！　次も期待してますよ～！』

「っつーか、何だよこのクエストは!?　何が最強勇者決定戦だ、これじゃおもしろ勇者決定戦だろうが！」

『ふふふ、ご心配なく！　次のクエストは手て応ごたえがあると思いますよ！　第一回戦を突とつ破ぱした全一〇〇組の皆さまは、再びシャッフルして新たに五ブロックに分かれていただきます！　それではブロック分け、どうぞ！』

　ボードの表示がダララララ、と回転し、

「次はＣブロックだぞ！」

『というわけで、二回戦進出の皆さまはボードの案内に従って、二日後までに集合場所にお集まりください！　それではまた後ほど！』

　薄うす焼やきパンを頰ほお張ばるマオが画面から消える。クロノスはあいついつも何か食ってんな、とぼんやりボードを眺ながめ──突とつ然ぜんカグヤの顔が映ったもので腰こしを抜ぬかしそうになった。

「久しいな、低レベル冒険者の諸君。一回戦、どうやらマグレで勝ち残ったようだな」

「こ、このボード、他の参加者とも通信できるのか!?」

　おそろしく高度な魔ま術じゆつが施ほどこされている……！　とおののくクロノスをよそに、カグヤと三人娘はボード越ごしにいがみあっている。

「出たわね！　あんたなんかには絶対に負けないんだからっ！」

「今にぎゃふんと言わせてやるぞ！」

「早い内に敗退したほうが身のためだと思うが……まあ、せいぜい足あ搔がくことだ」

「あらあら、そちらこそ、わたくしたちとぶつかるまで負けないでくださいね？」

「その威い勢せい、忘れないことだな」

　カグヤの映像が消え、次の集合場所の地図が現れた。ほんとどうなってんだ、この技術。

「なによ偉えらそうに！　絶対に鼻を明かしてやるんだから！」

　足を踏ふみならすミアに苦く笑しようしつつ、クロノスは国王からもらったアイテムを見下ろした。

「さて、２００ゴールドは路銀に当てるとして、他の戦利品は山分けにするか？」

「そうですね！」

「じゃあまず、王さまのサイン入りひのきのぼうは……」

「はいはーい！　欲ほしい！」

「……おまえらはいいのか？」

「あ、あたしは興味ないから」

「わたくしも結構ですので、ライアにあげてくださいな？」

「わーい、かっこいい！」

　ライアはひのきのぼうをぶんぶんと振り回して大喜びだ。

「じゃあ次はこれな。子こ猫ねこ絵画集」

　ミアがぴくっと反応したのを見て、シルフィーが微笑ほほえむ。

「ミア、どうぞ？」

「えっ、でも、シルフィーは……」

「わたくしは残ったそちらの──」とやけに凜り々りしい王さまの肖しよう像ぞう画がを指さし、

「豪ごう華かな額をいただきますから」

「これ額メインなんだ!?」

「ほ、本当にそんなものでいいの、シルフィー？」

「ええ。いざという時には暖を取れますしね」

「薪まきにするつもりか!?　王さまの肖像画を!?」

　ミアは絵画集を胸に抱だいて、「ありがとう！　でも、シルフィーも一いつ緒しよに見ましょうね！」と目を細めた。

　ミアが嬉うれしそうで何よりだ。だが──と、にこにこしているシルフィーを見み遣やって、頭を搔かく。シルフィーも本当は子猫絵画集、欲しかったんだろうなぁ。こんなことなら二冊持ってくるべきだった。

「……ところでシルフィー、いけない姫ひめ君ぎみって知ってるか？」

「く、クロちゃん、どこでその本を!?」

「いや、ちょっと、はやってるのかなって……読んだことあるのか？」

「い、いいえ！　あのように不ふ埒らちで低てい俗ぞくな本、触れたこともございません！　まして全巻買いそろえたりなど──！」

　どうやら知っているらしい。それもけっこう好きらしい。やっぱりはやってるんだな、今度新刊を見かけたらこっそり買っておいてやろう。

　それからしばらくこの国では黒仮面の男が噂うわさになるのだが、それはまた別の話。

















　第三章　料理に独創性とかいらないから、お願いあと少しだけ俺の言うことを聞いて！









　それから二日後、一行は次なる集合場所──広大な森の入り口に到とう着ちやくしていた。

　正午を前に、すでに一八組ほどが集まっている。彼らが今回争うＣブロックの面々だ。

　ちなみに道中、他パーティーによる姑こ息そくな妨ぼう害がいはあったのだが、三さん人にん娘むすめに気付かれないうちにクロノスが返り討うちにしている。

「……過保護ですねぇ」

「べ、別にあいつらのためじゃないぞ！　世界を滅ほろぼさないためなんだからなっ！」

「なんで急にツンデレのテンプレになってんですか。さてはかなりお疲つかれですね？」

　ベルが差し出した栄えい養よう剤ざいを一気に呷あおって息を吐つく。

「せめてクエストは楽なものだといいんだがな」

　だが──

『第二回戦、Ｃブロックの皆さまに挑いどんでいただくのは──料理対決ですっ！』

「な……！」

　クロノスの衝しよう撃げきなど知らぬげに、ボードからはマオの声が朗々と響ひびき渡わたる。

『冒ぼう険けん者にはサバイバル能力は必ひつ須す！　というわけで一八組の皆さまには料理に挑んでいただきます！　もちろん食材は自分たちで調達すること、購こう入にゆうは認めません！』

「料理、だと……!?」

　クロノスは愕がく然ぜんとうめいた。最悪だ、二回戦にして最悪なクエストを引き当てた……！

「ミアちゃんたちの手料理ですか～。いやぁ、楽しみですねぇ！」

「ベル、忘れたのか!?　かつてこいつらがスライムからダシを取ろうとしたことを!?」

「ああ！　まったりしていておいしかったですよ～！」

「おまえあのクリーチャー食べたの!?」

　生きつ粋すいの箱入りお嬢じようさまがたに料理は鬼き門もん中の鬼門だ！

　が、当の本人たちは「楽勝ですね！」なんて飛び跳はねている。

「お料理なら得意ですから！」

「どこが!?　出会ったばかりの頃ころ、練り消しみてぇなパンを食べさせられたことを俺は忘れねぇよ!?」

「要は食材を手に入れて、切ったり焼いたり儚はかなんだりすればいいんでしょ？」

「儚むってなに!?　料理ではじめて聞いた！」

「料理は芸術！　芸術は爆ばく発はつだっ！」

「たしかに爆発四散したよね、鉄の鍋なべが！」

『審しん査さについては特別ゲストをお招きし、厳正に決めさせていただきますので、存分に腕うでを振ふるってください！　タイムリミットは本日の一八時！　それでは、スタート！』

　笛の音を合図に、集まった八〇人前後の冒険者たちが一いつ斉せいに森へ飛び込む。

「まずは食材集めよ！」

「うふふ、何を作りましょうね？　楽しみです」

「お肉！　お肉が食べたいぞー！」

「いや、肉は入手が難しいから、なるべく木の実とかキノコとかさ……っ！」

　やばい、やばいぞ！　どう無難な方向へ誘ゆう導どうする……!?

　どうにか舵かじを握にぎろうと焦あせるクロノスの背中に、おどろおどろしい声が掛かかった。

「クククク……森を……舐なめるでないわ……」

　じめじめしたオーラを背負って現れたのは、四つのぬめる毛玉──いや、人ひと影かげであった。藻ものような髪の間から、陰いん鬱うつな声が漏もれる。

「……我ら、森の妖よう精せい……人呼んで……ＹＯ妖……Ｓａｙ精……ＪジＵヤＭンＰプ……」

「よ、妖精ってナリじゃないな……」

「森フオレスト生まれ……森フオレスト育ち……森の生き物だいたい友達……ＹＯ……」

「友達ってテンションでもないな……」

　鬼き気き迫せまる出いで立ちにごくりと唾つばを吞のむ一行を、妖精ジャンプが長い爪つめで指さした。

「クク、予言しよう……我らがいる限り、貴様らはここで敗退することになる……！」

「な、何ですって!?」

「ランクはＣ……レベルは48……そして森フオレスト育ちの我らに……貴様らのような町っ子シテイーガールが敵かなうわけがない……我らの地じ獄ごくの森フオレスト料理の完成を、楽しみにしていることだな……」

「地獄なのか森フオレストなのか……！」

　それきり、妖精ジャンプは滑すべるように森へと分け入ってしまった。

「妖精っつーかもののけの類たぐいだな、あれは……」

「羽もないのに妖精を名乗るなんて、不届き千万です！」

　ぷりぷりするベルの隣となりで、ミアが唇くちびるを嚙かむ。

「ま、またしても強敵の出現だわっ！」

　そうかな？　と首をかしげつつも、クロノスは眉まゆをひそめた。

「しかし第一回戦のアジェンダーズといい、妙みように目の敵かたきにされてんな、初対面なのに」

　と、言葉半ばに大地が微かすかに震ふるえていることに気がつく。

「……なんだ？」

　最初は微かだった震しん動どうはやがて地じ響ひびきとなり──木々をかき分けて現れたのは、サツマイモの蔓つるをキバに引っかけた、小屋ほどはあろうかという巨きよ大だいなイノシシであった。さらに特筆すべきは、その額から生えた特大のキノコ──

「ブギイィィィイイイ！」

「ん、なっ!?」

「何ですか、あれは!?」

　凍こおり付く人々の中で、ただ一人ライアだけが瞳ひとみを輝かがやかせ、

「お……お肉だぁぁぁあああ！」

「ライア、下がりなさい、ライア！」

　クロノスはイノシシの軌き道どう上ではしゃぐライアを押しのけ──盛せい大だいに吹ふっ飛ばされた。

「ぐはああああああああっ！」

「クロちゃぁぁあん!?」

　三人娘に抱だき起こされて、「うう……」とうめく。

「ごめん、ごめんなクロ！　大きなお肉が走ってきたから、つい嬉しくて……っ！」

「あの怪かい物ぶつを肉だと認にん識しきできるおまえがすごいよ……」

　イノシシが木々をなぎ倒たおしながら森の奥へ消えた頃、近くの繁しげみから初老の男がひょこりと顔を出した。

「大だい丈じよう夫ぶけ、旅人さん。マダラのヤツ、まぁた悪さ働いて」

「マダラ？」

「ああ、この辺りに棲すんでるイノシシでな。昔はおとなしくて気のいいヤツだったんだが、ほれ、額のキノコ見ただろ。あのキノコに寄生されてから気き性しようが荒あらくなっちまって……しょっちゅう畑を荒あらされて困ってんだ。キノコを取っぱらってやりてぇんだが、あの通り暴れる上に元ダンジョンを住すみ処かにしてるもんだから、危くて近寄れねぇんだ」

　クロノスの頭を膝ひざに乗せたまま神しん妙みような顔をしていたミアが、口を開いた。

「……あのキノコって、食べられる？」

「なっ……！　ミア、まさか……!?」

　あんな不気味なモノを──とクロノスが止める前に、男が低い声で言った。

「ああ。あのキノコな、……うめぇぞ」

「!!」

「香かおりは芳ほう醇じゆんで食感は柔やわらかく、嚙むごとに濃のう厚こうなうまみがじゅわっと染しみ出て、まるで肉みてぇな満足感が得られる。──正式名めい称しようは、オネガイ・アトスコシダケ」

「そんなＪ─ＰＯＰの歌詞みたいな!?」

「食べ終わった人間が『お願い、あと少しだけ！　あと少しだけでいいから！』と懇こん願がんすることから付いた名だ。それだけ美味ってことさな。おらも一度食べてみてぇもんだ」

　三人娘の喉のどがごくりと鳴り、クロノスの背筋に嫌いやな予感がじわじわと這はい上のぼる。

「だがまぁ、あのマダラからスコシダケをもぎ取るのは容易じゃなかろ。触さわらぬ神に祟たたりなし。あんまり首突っ込まねぇこった」

　下生えを踏ふみ分けていく村人を見送って、シルフィーが弓を手に立ち上がった。

「……どうやら、行くしかないようですね」

「待て待て待て！」

　クロノスは思わず飛び起きた。へっぽこ勇者たちを連れて元ダンジョンで巨大イノシシ狩がり──いや、謎なぞのキノコ狩りなんて冗じよう談だんじゃねぇぞ！

「なんでわざわざ危険に飛び込むんだよ!?　森の恵めぐみがこんなにあるのに！」

「森もり野のメグミって誰だれよ!?」

「誰だよ!?　こっちが聞きてぇよ！　あんな得体の知れないキノコ、俺は御ご免めんだね！」

「いいですか、クロちゃん。これは最強勇者を決めるトーナメント、ありふれた食材で勝負したって勝てるわけがありません。ここは勝負に出て、一発逆転を狙ねらいましょう！」

「だがあの怪物イノシシを相手にしなきゃならないんだぞ!?　洞どう窟くつも危険だって話だし……！」

「その洞窟って、長いことほったらかしにされてるんでしょ？　変わった食材が手に入るかもしれないわ！」

「手に入ってもせいぜいコウモリとかだよ！」

「クロ、知らないのか？　今ダンジョン飯がはやってるんだぞ！」

「あれはプロの人がついてるの！　うちはド素人しろうとの集まりなの！　何も無理して不気味なキノコ狙うことねぇだろ、ここは無難に木の実とか、せいぜいうさぎとかにしようぜ!?」

　しかしシルフィーがぴこぴこと指を振る。

「クロちゃん？　冒険してこそ冒険者、ですよ？」

「うぐぐ……！」

　この救世主たちは言い出したら聞かないのだ。その上、こんな時だけ勘かんが良い。

　一行が件くだんの洞窟を探し当てたのはそれからほどなくしての事だった。

「ここがマダラの住処ですね」

「いざ、食材探しの旅へっ！」

「待ってろ、スコシダケーっ！」

　ライアを先頭に、じっとりと湿った洞窟に足を踏み入れる。

　クロノスは忙いそがしく周囲に目を配った。元ダンジョンとはいえ、いや、元ダンジョンだからこそ危険はいっぱいだ、お願いだから面めん倒どうなことになりませんように……！

「さあ、おもしろい食材を探すわよ～！」

「待てミア、落ちるぞ！　あんまり身を乗り出すな！」

「下げ僕ぼく、崖がけの下に小さなキノコが生えてるわ、スコシダケの仲間かも。取ってきてよ」

「あー、命いのち綱づなを付ければ行けそうだな」

「コードレスでいいじゃない」

「死ぬよ！」

「ぁっ！　クロちゃ──」

「クロ見て！　変なの見つけた！」

「待てライア、今忙しいから。変なのってなんだよ──うわっ、何ソレ！　変なの！」

「食べれるかな!?」

「無理だよ！」

「はいクロ、あーん」

「無理だよ!?　ちょ、無理だよ!?」

「あの、クロちゃ……」

「ねえ下僕、早く行って。あのキノコ逃にげるわ」

「キノコは逃げねぇよ──逃げてる！　めっちゃ走ってる！　あのキノコ何なの!?」

「ねえクロー、面おも白しろいの拾ったー！」

「だから俺は今手が放せないから──うわっ、何ソレ面白い！」

　まとわりつくミアとライアを賑にぎやかにあしらっていると、

「く、クロちゃ……」

　袖そでをきゅっと握られて、先ほどから自分を呼んでいた弱々しい声にようやく気付く。

「ん。どうした、シルフィー」

「た……助けて……！」

　振り返った先にあったのは、濃厚な蜘く蛛もの巣すに絡からみ付かれた人型の物体──

「ぎゃあああああああああ!?　だだだ大丈夫かシルフィー！　シル、シルフィーだよな!?　どうしたんだよ!?」

「歩いていたら、急にねばねばしたものが……どんどん絡み付いてきて……っ！」

「分かった、目ぇ閉じてろ！」

「はい……あの、クロちゃん、蜘蛛ついてませんか？　ついてませんかっ？」

「いないよ、大丈夫だからじっとしてろ」

「はぃ……。……………クロちゃんっ？」

「俺はいるよ、大丈夫。ほら深呼吸しろ」

　よほど蜘蛛が苦手らしい。

　しつこく絡んでいた糸を丁てい寧ねいに取り払はらって、互たがいに息を吐つく。

「ありがとうございます、助かりました……」

「いや、気付かなくて悪かった。っていうか、もっと強引に呼んでくれていいいぞ。……なんか控ひかえめっていうか、変なところで遠えん慮りよするよな、おまえ」

「そう……でしょうか？」

　シルフィーが困ったように微笑ほほえみ──その時、視界の隅すみにひらりと紐ひもがよぎった。

「あ、ここにも──」

　クロノスは身を屈かがめて、シルフィーの腰こしあたりに漂ただよっている糸状のものを引っ張り──するりと解けたそれは、スリットからのぞく下着の紐であった。

「…………～～～っ!!」

「いでででだだだだだだ!!　ごめんなさいごめんなさい!!　こめかみ破れる！」




　数十分後、四人が採取したのは、原色のキノコ（逃げる）、トカゲのしっぽ、蜘蛛の糸、ライアが拾ってきたアメーバのような謎の物体であった。

「……魔ま女じよの秘薬ですかね？」

　ベルの呟つぶやきに全身の力が抜ぬける。

「こんな食材（？）でどうやって料理を作るんだよ……!?」

「ご主人さま、残り時間三時間を切りましたよ」

「ああ。調理時間を考えると、あんまりうかうかしていられないな」

　こうなった以上は、何がなんでもあの珍ちん味み──スコシダケを手に入れるしかない。

「よーし、どんどん行くぞ～！」

「あっ、待て、こらっ！　足あし下もと気を付けろよ！」

　それから一本道を数十分ほど歩くと、ドーム状のだだっ広い広場に出た。柔らかな土のにおいが鼻をつき、あちらこちらに木の根が伝っている。

　そのひとつ、大きく張り出した根っこの向こうで、茶色い塊かたまりがもぞりと蠢うごめいた。

「マダラだ！」

　巨きよ大だいなイノシシはこちらに気付くと蹄ひづめを鳴らし、ぶしゅうっと息を吐いた。

　クロノスはその額に生えるキノコをにらみ据すえながらじりっと身構えた。どうする、どう仕留める!?

　策を講じる前に、マダラが「ブモオオオオ!!」と雄お叫たけびを上げて突つっ込んできた。

「くそ！　俺がおとりになる！　その間に──」

「大人しくスコシダケを渡わたしなさいっ！」

　シルフィーの放った矢がマダラのキバに当たり、

「ブギィィィイイイイイイ！」

「必要以上に怒おこらせんなぁぁぁあああ!!」

　クロノスは怒いかり狂くるうイノシシから全速力で逃げ出した。

「ブゴォォォオオ！」

「やばい、速い！　野生のイノシシの脚きやく力りよくはんぱねぇ！」

「待ってて下僕、今つかまえてやるわ！」

　ミアの髪かみが逆立ち、精せい霊れいたちがざわめく。

「待てミア、タイミングをよく考えて──」

「食らえぇぇぇっ！」

　岩いわ肌はだを這う根っこが絡み合い、巨大な網あみと化し──クロノスに覆おおい被かぶさった。

「俺をつかまえてどうするんだ！」

「こ、これぞ新オリジナル魔法！　名付けて下僕ホイホイよっ！」

「人をゴキブリみたいに！」

　爆ばく走そうするイノシシの先、死に物狂いでもがくクロノスの前にライアが立ちふさがった。

「来い、マダラっ！」

「ライア!?」

　腰を落として構えたライアに、マダラは茶色い塊と化して突っ込んでくる。

「無理だ、押し負けるぞ！　下手をすれば剣けんが折れる！」

　だがライアは「任せろ！」と吠ほえて一歩も退かなかった。

「今こそ王さまにもらったこの最終兵器──肉叩きひのきのぼうの出番だ！」

「それ肉叩きじゃないから！　レア度10の超ちよう貴重アイテムだから！」

　突とつ進しんしてくるイノシシの鼻はな面づら目がけて、ライアは渾こん身しんの力でフルスイングを見み舞まった。

「右ストレートでぶっとばぁぁぁあす！」

「右ストレートでもなんでもない！」

「ブギイイイイイイイイ!?」

　キバとひのきのぼうとがぶつかり合って、マダラが地じ響ひびきとともにひっくり返る。

「やったわ、ライア！　今のうちにスコシダケを取りましょう！」

　クロノスも胸をなで下ろしつつ、ようよう木の網から這はい出した。

「これがスコシダケか……さっきの逃げるキノコに比べたら、まだまともな色してんな」

　額に張り付いている特大キノコを引っこ抜くと、マダラが目を覚ました。黒くつぶらな瞳ひとみをしばたかせてむくりと起き上がる。

「さっきは殴なぐってごめんな！　でも、これでもう苦しくないからなー！」

　ライアが鼻面を撫なでると、短い尻尾しつぽがぱたぱたと振ふられた。

「ブキィィィ」

　出口まで見送ってくれたマダラに手を振って、洞窟を後にする。

「立派な食材が手に入って良かったですね、ご主人さま！」

「あー、なんか食材を手に入れるだけで精せい根こん尽つき果てた感あるわー……」

　これから料本理番だってのに……珍味とはいえこんな苦労する必要があったのだろうか……

　集合場所に戻もどるべく森を踏ふみ分けていると、思いがけない光景が待ち受けていた。

　植物に絡み付かれ、不気味なこぶに頭からすっぽり吞のみ込まれている妖よう精せいジャンプの姿を指さして、ライアが「なんだあれ!?」とすっとんきょうな声を上げる。

「あー、なるほどな。ここら一体は食人植物ツタモドキの巣そう窟くつだったわけか」

　さすがは最強勇者決定戦、料理対決と銘めい打うちつつも、ただの森で競きそわせる気はさらさらなかったらしい。

　こうなるとあえてマダラの洞どう窟くつに飛び込んだのは正解だった。

「冒ぼう険けんしてこそ冒険者ってのは、あながち外れてなかったかもなぁ」

　妖精ジャンプの窮きゆう地ちを目まの当たりにしたミアが「大変！」と声を上げる。

「このままじゃ消化されちゃう！　あのモンスターをやっつけなきゃ！」

「ちょ、ちょっと待て、すぐ死ぬわけじゃない、クエスト終わるまでほっとけ──！」

　クロノスが慌あわてて止めるが時すでに遅おそし。

「行くわよ！」

　ミアの号令一下、いつも元気な一いち番ばん槍やり、ライアが剣を振り回す。

「えーいっ！」

「ちょ、ライア、力任せに振るな！　剣を叩き付けるんじゃない、刃はを意識して斬きれ！　こんぼうとは違ちがうんだぞ！」

　ライアの剣が蔓つるを無む駄だに滅めつ多た打うちにし、ツタモドキたちがぶわりと舞まい上がった。

「あー、降りてこい！　卑ひ怯きようだぞー！」

　ぴょんぴょん跳はねるライアの隣となりで、ミアが憤ふん然ぜんと手をかざす。

「見てなさい、地じ獄ごくの業ごう火かで燃やし尽つくしてやるわ！」

　森の精霊が一いつ斉せいにざわめき──吐き気をもよおすような不協和音が辺りを覆い尽くした。

「[image: に゛]ゃああああああ!?」

「炎ほのおのほの字もないじゃねぇか！」

　相変わらずへっぽこだな！　だからこいつらをスライム以外と戦わせたくないんだよ！

　クロノスは自分を捕つかまえようと伸のびてくる巨大な蔓から身をかわしながら叫さけんだ。

「シルフィー、頼たのむ！」

「はい！」

　シルフィーはわさわさと蠢くツタに向かって毅き然ぜんと矢を射かけ──しかし矢はことごとく宙を裂さき、肝かん心じんの敵にはかすりもしない。

「ううっ、当たりません！」

「シルフィー落ち着け！　的をよく見て──」

　しかしシルフィーは焦あせりを濃こくするばかりで、

「え、えい、えい、えーいっ！」

「うおおおおお!?　シルフィー、敵をしっかり見ろ！　シルフィー!?」

　クロノスが矢から逃げ惑まどっている間に、ミアが憤然と髪を逆立てた。

「くっ、こうなったら全部まとめてたたき落としてやるわ！」

「ま、待てミア──！」

「巻き上がれ、烈れつ風ぷう！」

　ミアの叫びに呼応して凄すさまじい烈風が暴れ狂った。ツタモドキがなぶられ、木の葉が舞い上がり──ミアとシルフィーのスカートがめくれ上がる。
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「見ないで！　見ないでくださぁぁああい！」

「見てねぇよ！　見えねぇよ！」

　顔にツタモドキが張り付いてきてそれどころじゃない！

「くそっ！」

　クロノスはツタをふりほどくと、舞い散る木の葉の中、剣を引き抜きざま一気に駆かけ抜けた。ツタモドキたちが断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて土つち塊くれと化したころ、ようやく暴風が収まる。

「はあ、はあ、どう!?　あたしが本気になればこんなもんよっ！」

　胸を張るミアの頭に手を置いて、とりあえず褒ほめてやる。

「あー、よくがんばったな!?　まあ、イメージは練れるようになってきたんじゃないか？　次はもっと、効果と範はん囲いに気を付けてやってみろ」

　なによ偉えらそうに、なんて憎にくまれ口が返ってくるかと思いきや、ミアは口を尖とがらせて目を逸そらしながらも、「ん……分かった」と呟いた。

　素す直なおな返事に口元がほころぶ。

　と、背中にどーん！　と柔やわらかな塊がぶつかってきた。

「うぐぅ!?」

「ねえクロぉ、空飛びたい！　さっきみたいな敵には剣が届かないぞ！」

「ま、まあ、剣にも弱点はあるからな。その代わりに全力で走って、できることをしなさい。おまえの強みは機動力なんだから」

「えー、でも空飛びたい～飛ばせて～」

「人間は飛べないの。いいか、戦せん況きようをよく見ろ。さっきみたいな場面では、敵を斬るだけじゃなくて、仲間のサポートにまわることもできるだろ？」

　ライアは分かっているのかいないのか、「ぶ～」と唇くちびるを尖らせている。

　さて、問題は……と移した視線の先、シルフィーがうなだれていた。

「……あの、ごめんなさい」

「気にすんな」

　シルフィーは元々弓の腕うでは悪くない。大きな大会も制せい覇はしていたはずだ。ただ的を相手に鍛きたえた影えい響きようか、動きが速い敵は苦手なのだ。それも数が多いとなおさらだろう。今の失敗で、下手に苦手意識を持たなければいいんだが……クロノスが口を開きかけた時、

「ご主人さま、タイムリミットまで一時間です！」

「ああ」

　粘ねん液えきまみれで気を失っている妖精ジャンプたちを回収し、集合場所へ戻る。

「残り時間は一時間！　さあ、がんがん調理するわよ！」

　火をおこして準備を整え、腕まくりをして張りきる三さん人にん娘むすめを前にごくりと喉のどを鳴らす。さあ、本番本当の恐怖はここからだ……！

「よーし、クロは座って待ってて！　自信作を持っていくからなっ！」

「待って！　俺に作らせて、お願い、この通り！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　ちょっと余計なことを思いついて手を加えるだけだから！」

「それがダメだと言っているんだ！」

「ご注文はうさぎですかっ？」

「キノコですよ!?」

「心がぴょんぴょんする？」

「するよ！　不安で心臓が張り裂けそうだわ！」

「う～さ～ぎ～お～いしい♪」

「キノコですよ!?　っつーかまずは何を作るか決めようぜ、なっ!?」

　何とか舵かじを取ろうとするクロノスに、シルフィーがエプロンをしながら微笑ほほえむ。

「ではコース料理にいたしましょう！　まずは伊い勢せエビのマリネフヌイユに挑ちよう戦せんです！」

「食材よく見て！　キノコしかないから！」

「ではシタビラメの香こう草そう焼きにいたしましょうか」

「だからキノコしかないって！　どんな錬れん金きん術じゆつ!?」

「まず、キノコさんに柔じゆう軟なん体操をさせますね～」

「なんで!?」

「柔らかくなりそうなので」

「ストレッチ的な発想！」

「痛かったら言ってくださいね～」

「菌きん類るいに無茶ブリしないで！」

「あら？　キノコさん？　キノコさん？　……死んでる……！」

「そうだね、キノコだからね！　逆に返事がなくて良かったと思った方がいいね！」

　それまでじっと考え込んでいたミアが何か余計なヒントを得たのか、神しん妙みように口を開く。

「ねぇ下げ僕ぼく、このキノコ、もっと残ざん虐ぎやく感を出したいわ」

「残虐感ってなに!?」

「いかにも『大自然の中で健けな気げに生きていたけれど今さっき殺されました』みたいな」

「食しよく欲よく失うせるわ！」

「新しん鮮せんみを感じない？」

「事件性は感じる！」

「事件性！　それいいわね！　スープをプールに、浮うかんだキノコを肉にく塊かいに見立てて、殺人事件を演出するってどうかしら!?」

「食欲失せるわ！」

「じゃあ、幸せに暮らしていたけれど引っ越こしを機に怨おん霊りように憑つき殺された一家を表現するとか……」

「どうしたのミア、病やんでるの!?　辛つらいことがあるなら言ってごらん!?」

「やっぱり料理は芸術だし、テーマって大事だと思うのよね」

「そういう独創性はいらないんだよ！　もういいからぜんぶ俺に任せろ！　大人しく焼くだけでいいんだ、焼くだけで……おいやめろ、オネガイ・アトスコシダケ言うことを聞いてぇぇええええ！」

　と、その賑にぎやかさに妖精ジャンプたちが目を覚ます。

「う……ここは……？」

「っ……！　た、大変だ、奴やつら……料理をはじめているぞ……！」

「なっ……!?　このモンスターだらけの森で、なぜあんな立派なキノコが……!?　と、とびきりうまい森フオレスト料理を作って、奴らに毒を盛る作戦がっ……！　こうなったら……奴らの料理に下げ剤ざいを仕込むしか……っ！」

　と、その手元に器うつわに入ったスープが差し出された。

　驚おどろく妖よう精せいジャンプに、シルフィーが微笑みかける。

「どうぞ。試作品の『柔らかうさぎ殺人事件スープ』です。温まりますよ」

「こっ、これは……!?　このキノコたちは、見たことがない……まさか新種……!?」

　思わず受け取ってしまい、二種類のキノコのうち、まずは原色のキノコから口に運ぶ。

「な、なんだこれは……食べたことのない味、食感……！　濃のう厚こうにしてふくよかで、とても温か、あた、あたたたかかかか……!?　フォ、フォォォオオオオオ!?」

「どうした!?」

　ただならぬ気配を察知してすかさずクロノスが駆け付けた時、妖精ジャンプはハイテンションで跳ちよう躍やくしていた。

「フォオォォオ！　おいしい！　おいしいなっしー！　桃とう源げん郷きようが見えるなっしー！」

「ヤバいぞ、トリップしてる！　別の妖精になってるキヤラ変わつてる！　ミア、ライア、何入れた!?」

「……逃にげるキノコ……」

「だから余計なものを入れるなって言ったでしょうが!?」










　妖精ジャンプの尊い犠ぎ牲せいを得て、「普ふ通つうに焼くだけでいい」という教訓を得た三人娘は、クロノスが森で調達した香草と共にスコシダケを焼き上げた。

『さあ、並びましたのは入にゆう魂こんの料理ばかり！　この中から第三回戦へ通過するのは一〇組！　さっそく審しん査さしていただきましょう！』

　いよいよ審判の時──審査員として現れたのは、スコシダケを教えてくれた男であった。

「おじさん、審査員だったの!?」

「料理冒ぼう険けん家っつってなぁ。大自然グルメのことならなんでもござれだ。さて、今日はどんな料理が食べられるかねぇ」

　手を擦こすり合わせる審査員の前に、ライアが自信にみなぎった手つきで皿を置く。

「こいつがオネガイ・アトスコシダケのステーキだ！　さあ、おあがりよ！」

「ほう！　あんたら、あのマダラから引っこ抜ぬいたのか！　どれ……」

　審査員はキノコのステーキを切り分け、一口含ふくむと、静かにまぶたを降ろした。

「ううむ。シンプルな味付けで食材のうまみがよく出ている。何よりも危険を顧かえりみずに食材を調達するというその心意気、冒険者として、あ、あ、あ、あと少しだけぇぇええ！」

　著名な料理冒険家が夢中でステーキをがっつく姿は、それだけで十分な説得力があった。

『エントリーナンバー96、第二回戦突とつ破ぱです！』

「やったわ！」

「がんばった甲か斐いがありました！」

　喜び合う三人娘を見て胸をなで下ろしていると、背後に湿しめった気配を感じた。

「あー……あんなスープ飲ませて、悪かったな。結局料理作れなかったんだろ？」

　じめじめと居並んだ妖精ジャンプに、クロノスは頭を搔かきつつ詫わびた。しかし敗退したにも拘かかわらず、湿った髪かみの間から覗のぞく目はきらきらと輝かがやいていた。

「いい……私たちは……料理冒険家になることにした……」

「料理冒険家？」

「森に、あのような、まだ見ぬキノコが眠ねむっているかと思うと……ゾクゾクする……！」

「そ、そうか……」

「あいにく、貴様らを敗退させるというミッションは、遂すい行こうできなかった……が……あの美味、ぜひ採取して、あの御お方かたに食べさせたい……！」

「ミッション？　どういうことだ？　それにあの御方って──」

「ククク……さらばだ、キノコの申し子たちよ……！」

「いや別に、申し子とかじゃないけど……キノコもそんな好きでもないし……」

　クロノスの言葉に耳も貸さず、妖精ジャンプはいそいそと森の奥へと去って行った。

　あの御方ってなんのことだ？　と首をかしげる背中に、いけすかない声が掛かかる。

「やあ。どうやらまた通過したらしいな。毒キノコにあたらなかったようで何よりだ」

　クロノスは振ふり返って、ボードに映ったカグヤを睨にらみ付けた。

「なんでこっちのクエストが料理だって知ってんだよ」

「さあ」と口を開けかけたカグヤの鉄面皮が、ふと揺ゆらいだ。クロノスをまじまじと見つめて、ハリのある眉み間けんにしわを寄せる。

「……君、どこかで会ったことがあるか？」

「い、いや!?　気のせいじゃないか!?」

　カグヤはそうか、といつもの冷れい徹てつな様子に戻もどると肩かたをすくめた。

「口だけ冒険者のご活かつ躍やくを直じかに拝んでみたかったのだが、残念ながら、次も君たちとは別のブロックだ。よほど縁えんがないらしい」

　ライアが敵意もあらわにボードに指を突つきつける。

「うかうかするなよ！　絶対に私たちが優勝してやるんだからなっ！」

「楽しみにしているよ」と微み塵じんもそうは感じさせない口調で告げて、通信が途と絶だえた。

　しかしあのＳランク勇者、なんだってこんなに絡からんでくるんだ。実はミアたちのこと好きなんじゃないだろうか？

　クロノスが腕を組んで唸うなっていると、

「それにしてもあたしたち、けっこう料理の才能あるんじゃない!?」

「審査員さん、あんなに嬉うれしそうに平らげてくださいましたものね！」

「でもスコシダケ、少しだけ食べてみたかったなー！」

　はしゃぐミアたちを見て、ふっと頰ほおが緩ゆるむ。

　まあ、あのキノコステーキも、俺が口を出したとはいえ、一応あいつらが作ったようなもんだしな。

　今回のクエストも波は瀾らん万ばん丈じようだったが、ちょっとずつ出来ることが増えるのはいいことかな……なんて思ってしまうあたり、やっぱり自分はあの笑顔に弱いらしい。








　第四章　アバンチュールとかロマンスとか、おまえそれ地獄のデスロードでも同じこと言えんの？









　それから二日後、一行は次なる集合場所──広大な荒こう野やに到とう着ちやくしていた。ごつごつと突き出た岩場の向こうに、色あせた巨きよ大だいな塔とうがそびえている。

　正午を前に、現場にはすでに一〇組、四〇人ほどが集まっていた。彼らが今回争うＤブロックの面々だ。

『二回戦を突破した皆みなさま、ようこそおいでくださいました！　第三回戦、Ｄブロックの皆さまに臨んでいただくクエストはこちら！　【とらわれの姫ひめを助けよう！】です！　盗とう賊ぞくがねぐらにしているこの塔に、とある国のお姫さまが捕とらわれています。いち早く彼女を救い出して、近くの町まで送り届けてください！』

「待て、その姫ってのは一人なんだよな？　じゃあ──」

『その通り！　もうおわかりですね？　このブロックから次のステージへと進出できるのは一組だけです！』

　途と端たん、一〇組の冒険者たちが殺気立った。ギラつく目が一いつ斉せいに塔の最上階を睨み付ける。

「いよいよ最強勇者決定戦という感じが出て参りましたね！」

「燃えるわね！」

　目に闘とう志しを宿らせるミアたちだったが、そんな三さん人にん娘むすめに声が掛かった。

「まだ勝ち残る気でいるのかい、お嬢じようちゃん」

　そこに立っていたのは、おどろおどろしいマスクをした半はん裸らの巨きよ漢かんと、同じくマッチョの取り巻き四人組であった。そのたたずまいは冒険者というよりはならず者に近い。

「あら、どちらさまでしょう？」

「ぐははは、低レベルの弱小小娘どもめ、オレたちに目をつけられたのが運の尽つき。人呼んで『暴走脳筋のジョー』とはオレさまのことだ！」

「それ二つ名じゃなくて悪口じゃね？」

　クロノスの忠告にも耳を貸さず、脳筋男は転がっていた丸太を摑つかんだ。

「オレにかかれば、丸太だってこの通り！」

「なっ!?　まさか、片手でへし折ろうってのか!?」

　たくましい筋肉がぐぅっと盛り上がり──朽くち果てた樹皮がメリ、とか細い音を立てた。

　ジョーはおもむろに手首を押さえ、

「くくく、少し筋を違ちがえたぜ……！」

「大だい丈じよう夫ぶか!?　まだ何も始まってないのにケガしちゃってるけど大丈夫か!?」

「くくく、今におまえらもこうしてやるぜ……！」

「何!?　筋違えさせるってこと!?」

「これまではマグレで勝ち抜けたみたいだがなァ、オレたちがいる限りそうカンタンに、ほら、十、いや、千……百年遅おそい……いや、早いんだったか……とにかく勝負だ！」

「投げ出した！」

「何せオレたちはＢランク！　そしてレベルは78だ！　最底辺のザコ勇者なんぞ再起不能になるまでけちょんけちょんにぶちのめしてやるから覚かく悟ごしなッ！」

「こ、これは強敵そうですね！」

「さすがは最強勇者決定戦だわ！」

　そうかなぁと遠い目をするクロノスを、マオのルール説明が引き戻した。

『姫の護送ルートについてはボードに示します！　また、輸送用の馬車はこちらにご用意いたしましたので、どれでもご自由にお使いください！　より早く姫を町へ届けるためには、馬車選びも重要ですよ？　それでは──スタート！』

「うおおおおおおおお！」

「盗賊がなんぼのもんじゃぁぁぁああい！」

「よーし、負けないぞー！」

　合図と共に飛び出した冒険者たちの隙すき間まを、ライアが鹿しかのように敏びん捷しように駆かけ抜ける。集団を抜けて真っ先に扉とびらに飛びつき、

「くっ、この扉鍵かぎがかかってるぞ！」

「ぐはははは、どけどけぇぇぇえええ！」

　クロノスは慌あわててライアの首根っこを摑んで引きずり戻した。間かん髪はつ容いれず脳筋軍団のタックルが炸さく裂れつ、鍵をぶちこわして塔になだれ込むと、怒ど濤とうのごとく階段を上っていく。

「ぐははは！　駆け出しのザコどもはそこで指をくわえて見ているがいい！」

「くっ、出で遅おくれてたまるか！　行くぞ、おまえら！」

　クロノスは慌てて脳筋軍団に続こうとし──

「見て！　地下に続く階段があったわ！」

　振り返ると、三人娘は床ゆかの隠かくし扉を開いて目を輝かせていた。

「入ってみましょう！」

「待て、なんでわざわざ地下に行くんだよ!?」

「上は他ほかの冒ぼう険けん者が探してくれるから、私たちはあえて地下を探すんだぞ！」

「こういうのは上に行くのがセオリーだろうが!?」

「誰だれがそんなこと決めたのよ!?」

「世界の真理だよ！　とらわれの姫ってのは最上階にとらわれてるもんなの！　おとぎ話でもだいたいそうだろ!?」

「クロ、意外とロマンチックなんだな、ぷぷー」

「男はみんなロマンチストなんだよ！」

「わたくしなら、引きこもるのでしたら地下がいいですけれど」

「これは引きこもりじゃないの！　誘ゆう拐かいという事件なの！　いいからさっさと上に──」

　と、床下を覗き込んだミアが声を上げた。

「あっ、いたわ！　お姫さまよ！」

「なんでとらわれの姫が地下にいるんだよ……!?」

　クロノスはその場にくずおれた。しかも鍵もかかってない上に見張りもいないとかどうなってんだ！　まあ結果的に他の冒険者を出し抜けたからいいけどよォ……！

　地下には一人の少女がうずくまっていた。……あれ、なんか見たことあるような……？

　ランタンに照らされたのは、背中にこぼれる金きん髪ぱつ、目の覚めるような青い瞳ひとみ、ピンクでぶりぶりのドレス──それは『いけない姫ひめ君ぎみシリーズ』愛読者のぶりっこ姫君であった。

「おまえかよぉぉおおおおおおおおおお!?」

　思わず絶ぜつ叫きようするクロノスを姫が見上げ、その顔がぱぁぁっと輝いた。

「そ、その声は……！　黒仮面さま!?　黒仮面さまじゃない!?」

「ひっ、人違いだ！」

「噓うそっ、その声、聞き間違えるわけないもん！　ああん、わたしをさらいにきてくれたのね、黒仮面さまぁ！」

　姫は階段を駆け上がったかと思うと、クロノスの頰を挟はさみ、

「んちゅーっ」

「ちょぉぉぉおおおお!?」

『ちょちょちょちょっとぉぉぉぉぉおお!?』

　唇くちびるを奪うばわれる寸前、三人娘が殺さつ到とうして一斉にクロノスの顎あごを押し上げた。

「へぶっ!?」

「なななな何をなさっているのですかっ!?」

「ええ？　キスだけどぉ？」

「なななななんでよっ!?」

「だって、愛し合う二人が再会したのよぉ？　キスするのは当然じゃない？」

「とととと当然じゃないんだぞっ!?」

「ふ～ん？　あなたたちって、黒仮面さまの恋こい人びとなのぉ？」

「こ、恋人なんかじゃないわよっ！　誰がこんなヤツ！」

「ええ～？　じゃあなんで怒おこってるの～？　姫、よく分かんなぁ～い」

「ぐぬぬぬっ……！　とっ、とにかくコレはあたしたちの下モ僕ノなの！　手を出したら承知しないからねっ！」

　ただでさえ首を痛めているところに、ミアが首っ玉にしがみついてきて「おぐぅ!?」とくぐもった悲鳴が漏もれる。便利な下げ僕ぼくが取られそうになって焦あせるのは分かるが、そんなムキにならんでも……っつーか、それ以前にモノじゃねぇよ、俺は！

　シャー！　と髪かみを逆立てる三人娘をなだめながら、クロノスは姫を促うながした。

「とにかく、一刻も早くここを離はなれるぞ！」

「いや！」

「は、はぁ!?　なんでだよ、城家に帰りたくねぇのか!?」

「実はわたし、盗賊の首領──コッパさまと恋に落ちてしまったの！」

「……は？　いや、ちょっと待て、おまえそいつにさらわれたんじゃ……」

「そうよ！　コッパさまは、わたしを退たい屈くつな鳥かごから連れ出してくれたわ！　そして二人は恋に落ちた……もう運命ですらわたしたちを引き離すことはできないのぉっ！」

　だめだこの姫、完全に悲ひ恋れんに溺おぼれていやがる！

「いいから帰るぞ！　親国御王さ陛ん下もきっと心配してる！」

　襟えり首くびを摑むも、姫はカブトムシよろしく柱にしがみつく。

「だめよ！　わたしはコッパさまのものになると決めたの！　この気持ちはいくら黒仮面さまでも引き裂さけないのぉ！」

「わがまま言うな、力ちから尽ずくでも連れ帰るからなッ！　一いつ緒しよに来なさい！　来なさ──くっ、強い、姫さま力強い！　ぴくりともしない！」

　必死に踏ふん張っているクロノスに、シルフィーがささやきかけた。

「クロちゃん、ここはわたくしの言うとおりに！」

「シルフィー!?」

　クロノスはシルフィーに耳打ちされたとおりに、柱にしがみつく姫の手をそっと取った。

「え……？」

　目を見張る姫に、『イケメンボイスで！』という無オ茶ーブダリーに答えて精せい一いつ杯ぱい深みのある声を絞しぼり出す。

「そんな悲しい顔をしないで、僕の姫君……」

「く、黒仮面さま……？」

「君がヤツを愛していることは分かっている。それでもキミを手に入れたいと願ってしまう僕を許しておくれ……」

　手を壁かべにつくと、反対の手で姫ひめの顎を持ち上げてささやく。

「今から君を、僕のものにするよ……いいね？」

　我ながらあまりの気持ち悪さに意識が飛びかけるが、一方の姫はズギュゥゥゥン！　と頰ほおを押さえてタックルをかましてきた。

「く、黒仮面さまぁぁぁぁああ！」

「どふっ!?」

「ああ、わたしにはコッパさまがいるのにぃ！　二人の男に愛されて揺ゆれ動くわたし！　ああ～ん、なんていけない姫君なのぉ～！」

　姫は興奮全開で身み悶もだえている。女の子ってこういうのが好きなの!?　こっちは鳥とり肌はだスタンディングオベーションなんだけど!?

「これで良かったのか!?」

　振ふり返ると──ミアとシルフィーが突つっ伏ぷしていた。

「どうしたぁぁああ!?　しっかりしろ二人とも!?　そんなに気持ち悪かったか!?」

「うう……なんていう破は壊かい力なの……！」

「はあ、はあ……あの声は反則です……！」

「待て、死ぬな！　目を開けろ！　メディック！　メディィイイイック！」

　地じ獄ごくの淵ふちから蘇よみがえったシルフィーがグッ！　と小指を立てた。

「目には目を、恋には恋を！　この手の扱あつかいなら、わたくしにお任せください！」

「頼たのもしい！　でも立てるなら親指な!?」

　しかしシルフィー、妙みように姫のツボを心得ている！　やっぱりいけない姫君シリーズ読んでるのかな!?

「いいこと下僕！　こうなったら、姫さまのご機き嫌げんを取りながら護送するしかないわ！」

「このクエストが成功するかどうかは、クロちゃんの演技力にかかってますよ！」

「マジで!?」

　あの茶番を続けなきゃなんないの!?　すでに胃が痛い！

　それでもシルフィーの導きに従って手を差しのべる。

「さ、さあおいで、僕の最愛モナミ！　可か憐れんなスミレ草よ！」

「黒仮面さま、わたし、ピッチっていいます！　どうかピッチって呼んで！」

「なんかぎりぎりだな！　いろんな意味でぎりぎりの名前つけたな、あんたの父親あの国王何考えてんだ!?」

「クロちゃん、演技！」

「ああ、姿ばかりでなく名前まで美しいなんて、神さまはきっと君という芸術品を心から愛しているんだね！　けれど君は僕のもの、神さまからだってさらってみせるよ！」

「ああ、黒仮面さまぁ！」

　感かん涙るいにむせぶピッチの背後でミアとシルフィーがずしゃぁぁぁ！　と崩くずれ落ちる。

「くっ、流れ弾だまに当たったわ……演技だと分かっているのに……！」

「わ、我が人生に一いつ片ぺんの悔くいなしです……！」

「そんなに聞きたくないなら耳塞ふさいどけ!?　とにかく、他の冒険者や盗とう賊ぞくに見つかる前に町へ向かうぞ！」

　姫が地下にとらわれていたのは結果的に好都合であった。

「ふっふー、今いま頃ごろ盗賊と冒険者たちが一戦交えている頃ですかね!?」

　胸ポケットのベルに「ああ」と笑えみを返す。

「しかし、地下室のことといいこの姫の性格といい、普ふ通つうの手段じゃこううまく行かなかっただろうな。こいつらしょうもないことばっか言ってるように見えるけど……常識にとらわれてたら、すんなり解けないクエストだったかもな」

　一行はピッチを連れてボードで指定された場所へ走った。何台もの馬車が待機している。

「どの馬車にいたしましょうか」

「これがいいぞ！」

「はあ!?　なんでこんな重そうな馬車──」

「うるさい！　男は黙だまってハチロクだ！」

「ハチロクって何!?」

　全員が荷台に乗ったのを確かめると、御ぎよ者しや台だいに飛び乗ったライアがムチを入れ、馬車が走り出した。

「ライア、手た綱づな代わるぞ！」

　クロノスは荷台から身を乗り出したが、ライアは口の端はしをニヒルにゆがめ、

「わりーな、本気で走るときには助手席にオンナを乗せないことにしてんだ！」

「おまえ俺がオンナに見えるの!?」

「この先はアップダウンに富み、タイトコーナーとハイスピードコーナーが絶ぜつ妙みように入り混じった御者泣かせのコース……へへっ、峠とうげの覇は者しや冥みよう利りに尽つきるぜェ……！」

「どうしたライア!?　もしかして手綱握にぎらせちゃいけないタイプだった!?」

「ねえ下僕、あれ！」

　ミアの声に振り返る。はるか後方に立ち上る砂すな煙けむりと、腹を揺さぶるような地じ響ひびき──

「盗賊だ！」

　二〇騎きを越こす騎馬と数台の馬車が煙を上げて追ってきていた。

「ヒャッハァァァアアア!!　姫を寄よ越こせぇぇぇええええええ!!」

「ジョーさまばんざぁぁあああい！」

「ん？　ジョーって……」

　嫌いやな予感がして、先頭の馬に目をこらす。

　盗賊たちを率いているのは、例の脳筋冒ぼう険けん者であった。

「ヒャッハァァアア、その女を渡わたせ、弱小勇者どもがぁぁぁあ！」

「あの脳筋野や郎ろう、盗賊と手を結びやがった！」

　ちょっとは手段選べよ！　冒険者としてのプライドとかないの!?

　暴走脳筋男の名に恥はじず、ジョーを先頭とした混成部隊が雲うん霞かのごとく迫せまってくる。

「くっそ！　シルフィー、やれるか！」

「ええ！」

　シルフィーが弓を構え、盗賊めがけて矢を射かけるが──

「っ、く……！」

　今シルフィーに振ったのは完全にクロノスの采さい配はいミスであった。シルフィーの腕うでは確かだが、あくまで試合で鍛きたえた技術だ、足場が悪い状態では弱い。その上──
















「やっぱツタモドキ戦での失敗を引きずってるな……！」

　矢はかすりもせず、一射一射からシルフィーの焦りが伝わってきた。払ふつ拭しよくしてやりたいが、今フォローしている暇ひまはない。

「諦あきらめて姫を寄越しな、ヒャッハァッァアア！」

　クロノスは策を探して視線をさまよわせ──急なＳ字カーブが迫っていることに気付く。

「ライア、スピード落とせ！」

「くく、魅みせる時が来たようだな、コーナリングの鬼おにと呼ばれた私の実力を！」

「いやいやいや、なんなの!?　騎士の血がおまえを果てないレースへと駆かり立てるの!?」

「曲がる!!　曲がってくれオレのハチロクーッ!!」

　馬車が車輪が軋きしむほどのスピードでカーブに差し込み──カーブを駆け抜ぬけた時には、後続ジヨーとの距きよ離りは大きく開いていた。

「なっ、んだとォ……!?」

「見たか、これが峠の修しゆ羅らだっ！」

「いや～ん、黒仮面さまぁ、こわぁい！」

「お、俺も怖こわい……！」

　何この怒いかりのデスロード!?

「くそぉぉぉおお！　追い上げろ！　このクエストはオレのもんだぁぁあああ！」

　馬車はいつしか細い崖がけ道みちに入っていた。背後からはジョーの罵ば声せいと爆ばく音おんが迫ってくる。

　どうする、どう振り切る!?　クロノスが奥歯を嚙かみしめた刹せつ那な、

「クロちゃん、道がありません！」

　シルフィーが示す先、道が崩ほう落らくしていた。

　思わず唇くちびるを嚙むクロノスの隣となり、ミアが身を乗り出した。

「あたしに任せて！　もっとスピード上げるのよ！」

「はあ!?　待てミア、まさか……！」

「飛び越えるわよ！」

「無茶だ！」

　馬は加速し、見る間に切れ目が迫ってくる。

　っく……こうなったらミアに賭かけるしかない！

　クロノスは吹ふきすさぶ風に歯を食い縛しばりつつ、精せい霊れいの気配に耳を澄すませた。まだイメージが乱れてる──ミアの背中に手を添そえ、吠ほえる。

「集中！」

　同時にミアの魔ま力りよくが解き放たれた。

「お願い精霊、応こたえて！」

　ミアの呼びかけに応え、車輪の下、土が大きくうねって盛り上がり──

「見なさい、スーパージャァァァアンプ！」

　馬車は天馬のごとく宙を駆けて着地、後輪が落ちかけたのも構わずそのまま疾しつ走そうする。頑がん丈じような馬車で良かった！

「っ……相変わらずムチャクチャだな!?」

「でもやったわ！　ねえ見た、あたしやったのよ！　イメージ通りの魔法を編めた！」

「あーはいはい、偉えらい偉い！　ここ一番の集中力は大したもんだよ！」

　存分にミアの頭を撫なでてやりながら肩かた越ごしに振り返る。

　遥はるか後方、向こう岸では往生したジョーが絶ぜつ叫きようしていた。

「クソ、駆け出しの雑ざ魚こどもめが！　これじゃああの御お方かたに申し訳が立たねぇええ！」

「あの御方？」

　その単語は引っかかったものの、追っ手はどうにか撒まいたようだ。

「あと少しで町か……これでひとまず安心だな」

　……しかしおかしいな。あの中には盗賊の首領らしき人物がいなかった。このまま町に着けばクエストクリアだが、どうも嫌な予感がする。

「なあピッチ、コッパとやらは──」

　言いかけて、行く手に立ちはだかる影かげに目をこらした。

　町ゴールの前で、数頭の馬を従えた巨きよ大だいな馬車が待ち受けている。

「別働隊か！」

　裏ルートで先回りされたらしい。そしてふと気付く。地面に大量に敷しき詰つめられた黄色い絨じゆう毯たん……いや、これ……バナナの皮じゃね……？

「ライア、止まれ！　止まれ止まれ止まれ──」

「ハチロクは急に止まれない！」

　バナナに車輪を取られて馬車が横転、大破する。

　着地するなり「無事か!?」と声を投げると、すぐさま三さん人にん娘むすめの返事と、ピッチの「痛ぁい、有り得なぁい！」という愚ぐ痴ちが返ってくる。

「ヒャッハァァァアア！　残念だったな、弱小小娘どもめがァ！」

「ほら、出てこいコッパ！　あの女はテメーにぞっこんなんだろ!?　呼び寄せろ！」

　冒険者たちに引っ立てられて、馬車からトゲ付きの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ大男が降りてきた。あれが盗賊の首領か！

　それまで黒仮面クロノスにべったりだったピッチが目を輝かがやかせる。

「ああっ、コッパさまぁ！」

「くそっ、誰だれが盗賊なんぞに渡すかよ！」

　にらみ合うクロノスとコッパの間でピッチが身み悶もだえる。

「ああっ、やめてぇ！　わたしのために争わないでっ！　男たちを憎にくみ合わせちゃうわたしマジ愛され体質！　自分が怖い～！」

　しかしゆっくりと進み出たコッパは、流れるような動作で土下座した。

「許してください！」

「……え？」

「もう正直そのお姫ひめさまには関かかわりたくないッス！」

「ど、どういうことだ……？」

　全員の視線を受けて、コッパは大きな背中を丸めた。

「その姫、さらったのはいいんスが、ロマンスがどうのアバンチュールがどうのって、恥ずかしい台詞せりふを無理強じいしてきて……何度追い出しても気がついたら屋根裏とか地下とかに棲すみ着いてるし、やっといなくなったかと思ったらいきなり乗り込んできた冒険者たちに『姫を奪うばうのに協力しろ』って脅おどされるし……うっ、うっ……マジ疫やく病びよう神がみッス！」

「……盗とう賊ぞくにトラウマを植え付けるとか、どんな悪逆非道を働いたんだピッチ」

「えぇ？　ちょっとロミジュリごっこをしたり、ペアルックを強要しただけだけどぉ？」

「それを世間では嫌がらせという」

「チッ、役に立たない盗賊め、引っ込んでろ！」

　すっかり抜け殻がらになっているコッパを投げ捨て、冒険者たちがずらりと剣けんを抜いた。

「残念だったな、駆け出しのザコども。三回戦を勝ち抜くのは俺たちだ！」

「その女、おとなしくこっちに渡してもらおうかぁ！」

　盗賊よりタチ悪わりィな！　だがまぁ、この数ならどうにかこっそりサポートできそうだ。

「ピッチさんは渡しません！」

「私たちが相手だぞ！」

　身構えるクロノスの左右から、三人娘がピッチを庇かばうように進み出て──

「か……可愛かわいいぃぃぃぃぃい！」

　響ひびき渡った絶叫は、屍しかばねと化していたコッパのものであった。

「……え？」

「かかかか可愛いッス！　めっちゃ可愛い！　可愛い子こ猫ねこちゃんが三人も！　みんなオイラのところにおいでぇ！　たっぷり甘やかしてあげるッスよぉぉぉぉお！」

「コッパさま!?」

　ピッチの抗こう議ぎなどどこ吹く風、コッパは完全に盗賊としての本分を取り戻もどしていた。

「野郎ども、子猫ちゃんたちをつかまえろぉぉぉおお！」

　盗賊たちが三人娘をさらうべく一いつ斉せいに馬を駆り、同時に冒険者たちもピッチを手に入れるべく地を蹴けった。三つの勢力が入り乱れて戦せん況きようが一気に混乱する。

「くっ、どうなってんだ！　全員本能のままに生きすぎだろ！」

　クロノスは姫を抱だき上げて走った。くそ、これじゃこっそりサポートできねぇ！

　さまよわせた視線の先、盗賊と交戦に入ろうとするライアが飛び込んでくる。

「待て、連れん携けいとれ！　ライア、場所を移せ、そこじゃ──」

　だがクロノスがいつものように指示を飛ばす前に、ライアは盗賊たちを引きつけて開けた場所へと走っていた。

「盗賊め、こっちで勝負だ！」

　広いフィールドに出たライアは水を得た魚のように突つき、走り、跳とび、トリッキーな動きで敵を翻ほん弄ろうする。

「まだまだ、こっちだぞ！」

「くそ、小娘がちょこまかと……！」

　あれ……？　ライア、今まであんな動きしてたっけ……っていうか、これ……

　縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回るライアに釘くぎ付づけになっていたクロノスは、木こ陰かげに潜ひそむ影に気づいてはっと声を上げた。

「ライア、右だ！　ミア、援えん護ご──！」

「精霊、お願い！」

　クロノスが叫さけぶより早くミアの手からピンクの煙けむりが吹きだし、盗賊たちを包み込む。

「うげほっ、げほ!?」

「なんだこのフローラルのにおいは!?」

「やああああっ！」

　ひるんだ盗賊たちの間をライアが駆け抜けて、一いち網もう打だ尽じんにした。

「やった！」

　手を打ち合わせるミアとライアを見ながら、クロノスは言いようのない高こう揚よう感かんに包まれていた。あ、あれ？　なんかあいつら……連携、取れてる……つーか、俺が前に教えたこと、守ってる……？

　ベルが胸ポケットから顔を覗のぞかせた。

「ミアちゃんたち、知らないうちに成長していたみたいですね！」

「あ……ああ……！」

　ツタモドキ戦でこの連携を発揮できなかったところを見ると、まだムラはあるようだが……。クロノスはいつにない手応えに胸を高鳴らせた。

　そういえば、Ｓ級ダンジョン──【古代樹の森】から生せい還かんしたのは奇き跡せきだと思っていたが、あの時すでに俺の教えを実行していたのだとしたら……！

「くひひひ、子猫ちゃんたち強いッスねぇ！　ますます気に入ったッスよぉ！」

　ミアとライアに執しゆう着ちやくするコッパを見て、腕うでの中のピッチがキーッ！と髪を逆立てる。

「ひどい、コッパさまぁ！　わたしよりそんな女の子の方が好みだったの!?」

「いたたたた！　暴れんな！　あんたちょっとここで待ってろ！」

　クロノスは木陰にピッチを押し込めるとシルフィーに目を移した。

　さて、問題はあいつだが……！

　シルフィーは唇を引き結んで弓を絞しぼるが、矢は敵をかすめるばかりで一向に当たらない。

「ッ……！」

　馬車での失敗が尾おを引いているらしい。射うてば射つほど精度が下がり、シルフィーの焦あせりが手に取るように伝わってくる。

「待てシルフィー、むやみに射つな！　気配を──」

「っ、はぁ……はぁ……矢が……！」

　ついには矢が尽つきて、シルフィーは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　その隙すきを狙ねらって冒ぼう険けん者たちが一斉に弓を構え──

「シルフィー！」

　それらが放たれるより一いつ瞬しゆん早く、クロノスはシルフィーの元に駆かけつけ、馬車の破は片へんを踏ふみつけていた。

「きゃ!?」

　跳はね上がった板に、一斉掃そう射しやされた矢がカカカカッ！　と食い込む。

「っぶねぇ……！」

　板の陰に身を伏ふせさせ、汗あせを拭ぬぐって呻うめく。

「いいかシルフィー、弓の利点は射しや程てい距きよ離りだ。敵に気取られたんじゃ意味がない。気配を殺せ……いや、使い分けろ──」

　しかしシルフィーは苦しげに顔を歪ゆがめた。

「クロちゃん、わたくしのことはいいですから、早くミアとライアの元へ！」

「いいわけあるか！」

「ですがっ……！」

「何意地張ってんだ。調子出ねぇんだろ？　顔に書いてあるぜ」

「！」

　まじめなシルフィーは、一度スランプに陥おちいると、それを挽ばん回かいしなければというプレッシャーでますますがんじがらめにされてしまうのだろう。

　安心させるように肩かたを叩たたき、何でもないように笑いかける。

「そんな顔してる奴やつを放ほうっておけねぇよ。いいか、さっきから力みすぎなんだ、もっと肩の力を抜ぬいて──」

　クロノスが指導しかけた時、視界の端はしで不ふ穏おんな影が蠢うごめいた。

　ライアの援護に夢中になっているミアと、不気味に舌なめずりしながらその肩に手を伸のばすコッパの姿──

「ミア！」

「危ないです、ミア！」

　地を蹴るクロノスの背後、シルフィーが足あし下もとに刺ささっていた矢を引き抜く。コッパ目がけてきりりと弓を引き絞り──その腕に、別の盗賊が放った革かわ紐ひもが絡からみ付いた。

「えっ、きゃ……!?」

　弓がブレ、解き放たれた銀ぎん閃せんは大きく逸それてミアへと伸びる。

「チッ！」

　クロノスはとっさにミアを押し倒たおし──その背中に矢が突き立った。

「っぐ……！」

「ご主人さま！」

　倒れ込みざまコッパの顎あごを蹴り上げると、コッパは「うげぇ!?」と蛙かえるのようなうめきを漏もらしてひっくり返った。

「ぼ、ボスぅ！」

　地面に手を突いた途と端たん、背中に鋭するどい痛みが走る。

「っ、つ……！」

「下げ僕ぼく！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。間に合って良かった……！」

　万が一にもミアに当たってたら相当引きずるだろうからな、シルフィーのヤツ……

　矢を引き抜きながらちらりと振ふり返ると、シルフィーは呆然と立ち尽くしていた。

「く、クロちゃ……ごめん、なさ……わた、し……っ」

「いい。ただの事故だ、気にするな」

　シルフィーは青ざめたまま答えない。まずいな、気に病やまなきゃいいんだが──

「何だ、この騒さわぎは!?」

　突とつ然ぜん割って入った声は、町から駆け付けた駐ちゆう屯とん騎き士し隊たいのものだった。騎士たちに引っ立てられて、気絶したコッパをはじめ盗賊たちが次々御ご用ようとなる。

　これでクエストは達成したも同然だろう。クロノスは土を払はらって立ち上がった。

「いやっ、黒仮面さまと離はなれたくない！　わたしにはもう黒仮面さましかいないのぉ！」

　大団円の中でただ一人、大暴れして騎士隊の手を煩わずらわせているピッチに歩み寄る。

　ピッチはクロノスに気付くと顔を輝かがやかせた。

「ああ、黒仮面さま！　どうかわたしをさらって──」

「……悪いが、俺はおまえが夢見てるような男じゃないよ」

「え？」

「俺は男にさらわれるのを待つだけの、夢ばっかり見てる女は苦手でな」

　騎士隊に混じって盗賊たちを引っ立てている三さん人にん娘むすめを見み遣やる。

「見てただろ？　あいつら、無む鉄てつ砲ぽうでとんでもないけど……どんな時だって自分で考えて、自分で動く。いつだって全力で、だから壁かべにもぶつかるし、なんとか乗り越こえようともがく。へっぽこなりに精いっぱいがんばってるあいつらだから、助けてやりたくなるんだ」

　呆然とするピッチを見下ろして、クロノスは口の端はしを吊つり上げた。

「女はな、多少じゃじゃ馬なくらいが可愛いんだ」

「っ……！」

「ご主人さま、いよいよ性せい癖へきこじらせてません？」

「うるせぇ」

　胸ポケットを小声でしかりつけて、手を差し出す。

「…………」

　ピッチは無言でクロノスの手を取ると立ち上がった。唇くちびるを引き結び、拳こぶしを握にぎり──その背後に巨きよ大だいな影かげがそびえ立つ。

　それは息を荒あららげたジョーであった。別ルートで追いついてきたらしい。

「このアマ、大人しく来やがれ……！」

　太い手がピッチの肩に伸びる。クロノスが動く前に、

「ふんっ！」

　ピッチが振り上げた乗馬ムチがバチーン！　と顎に炸さく裂れつし、ジョーが「ありがとうございますッ！」とひっくり返った。

「……このピッチさまに気安く触さわらないでくれるぅ？　ゲス野や郎ろうが！」

「お……おぉ……」

　いきなり本ほん性しよう出してきたな……！　とおののくクロノスをピッチが睥へい睨げいする。

「何か文句あるわけ？」と肩をそびやかされて、クロノスは苦く笑しようした。

「いや」

　甘ったれのお嬢じようさまが、少しはいい顔をするようになった。

　さて、と視線を移す。……問題はあいつか。

　シルフィーはすがるように弓を握りしめ、深くうつむいていた。

　さあ、どうやってこの壁を乗り越えさせるか……いや、乗り越える手助けをするか──

　クロノスの思考を遮さえぎって、ボードからマオの声が流れ出した。

『姫ひめは無事に町まで護送されました！　これにてクエストクリア！　エントリーナンバー96の皆みなさま、第四回戦進出おめでとうございます！　次のブロックと集合場所は後ほどボードに示します！　敗退者はコロシアムまでお戻もどりください！』

　ジョーたちは肩を落とし、毒づきながら去って行く。

「くそ、オレとしたことが……！　あの御お方かたに合わせる顔がねぇ……っ」

「！　おい待て、あの御方って──」

　追いかけようとして、矢傷がじくっと痛んで足を止め──腕を引っぱられた。

「下僕、このまま施せ療りよう院に行くわよ！」

「クロ、しっかりしろ！　傷は浅いぞ！」

　ミアとライアに両肩を支えられて苦笑する。

「大丈夫だ、この程度なら慣れてる。死ぬわけじゃあるまいし」

「ご、ごめんなさい、わたくし……っ」

　クロノスは目を細めて、シルフィーの頭に手を乗せた。

「気にすんな。こんなもんすぐ治る」

　治ってくれなきゃ困る──そんなクロノスの思いとは裏腹に、背中の傷はじくじくと熱を孕はらみはじめていた。










「クロちゃん……」

　シルフィーは椅い子すから身を乗り出し、その手を握る両手に力を込こめた。

　クロノスはベッドに横たわったまま苦しげな呼吸を紡つむいでいる。

　施療院に着くまでに、クロノスはまっすぐ歩けないほど重じゆう篤とくになっていて──矢に毒が仕込んであったのだと、医者から聞かされた。

　すでに夜半を過ぎたが、熱が下がる気配はない。

「クロちゃん……！」

　祈いのるように名を呼ぶと、クロノスのまぶたがうっすらとほどけた。

「……シルフィー……すまねぇ、こんなはずじゃ……」

「いいえ。いいえ、悪いのはわたくしです。どうかよくなって……」

　タオルを絞しぼり、クロノスの額を拭う。と、

「……シルフィー？」

　扉とびらが開いて、ミアがそっと顔をのぞかせた。

「大丈夫？　少し休んだら？　心配ないわよ、お医者さまも、一晩眠ねむればよくなるって言っていたし……」

「ええ……ライアは？」

「スープとリンゴを買いに行ったわ。少しでも栄養取らせなきゃって」

　テーブルに置かれた料理は、手つかずのまますっかり冷めてしまっていた。

「では、わたくしはお水を取ってきますね」

「えっ、でも……」

　シルフィーはまだ半分以上残っている水差しを手に立ち上がった。

　ミアはクロノスに心を開きかけている。今が大切な時なのだ、自分がいては邪じや魔まになってしまう。──それに自分には、今クロノスのそばにいる資格がないような気がした。

　ベッドを離れようとして、手首を摑つかまれる。

「クロちゃん」

「……おまえも、一いつ緒しよにいてくれ」

「ですが……」

　クロノスの手に力がこもる。その手のひらはひどく熱かった。

「ここにいてくれ。安心するから」

「……はい」

　シルフィーが元のいすに腰こしを下ろすと、クロノスは安あん堵どしたように目を閉じた。

　やがて寝ね息いきが聞こえてくる。ベッドに倒れ込んでから、ずっとこうして浅い眠りを繰くり返している。

「……こいつの寝顔って、久しぶりに見るかも」

「野営をしていても、クロちゃんだけいつも夜遅おそくまで起きていますものね」

　ミアがほおづえをつきながら、しわの寄ったクロノスの眉み間けんをとんとんと叩く。

「こいつ、目ぇ離すとすぐ無理するのよね」

「とても心配性ですしね」

「ほんと。何一人で抱かかえ込んでるんだか」

　前まえ髪がみの隙すき間まから、金色の瞳ひとみがちらりとシルフィーを見上げた。

「……シルフィーも、抱え込みすぎちゃイヤよ」

「え？」

「困った時は、あたしたちがいるんだからね。それにこいつだってきっと、シルフィーのこと心配してる。今だってきっと自分のことより、シルフィーのことを心配してるわ。……こんなになってもね」

「……はい」

「だから、早く元気になって？」

「ミア……」

　こみ上げる温かいものに、シルフィーが目を細めた時、

「お見み舞まいだよー」

　ドアの隙間から、ライアの笑え顔がおがのぞいた。手にしたトレイにはすりおろしたリンゴや白はく桃とうが並んでいる。

「わあ、それどうしたの？」
















「ピッチさんが届けてくれたんだ」

「ピッチさんが？」

「うん。なんか、目をすごいキラキラさせて、あなたたちみたいな女の子を目指しますって言ってたぞ」

「？　ふーん？」

「他ほかにも旅の道具とか食材とか、たくさんくれたぞ。ひとまず一階に置いてある」

「今のうちに運んじゃいましょう。あたしも手伝うわ」

「あ、ではわたくしも……」

「だーめ。シルフィーはそいつについててやって」

　笑顔を残して、ミアとライアは階下に降りて行く。

　シルフィーは訪おとずれた静せい寂じやくをしばしもてあましていたが、やがてそっと手を伸のばすと、クロノスの眉間を優やさしくさすった。ふっと表情が緩ゆるんだのを見て口がほころぶ。

「……あ、そうでした。包帯を取り替かえなければ」

　シルフィーは布ふ団とんをそっとめくると、医者が巻いた包帯を解き──

「……これは──」

　クロノスの身体からだには、無数の傷が縦横に走っていた。中には白く引き攣つれたひどく古いものもある。

　それらをじっと見つめて、「クロちゃん」とその名を舌に乗せる。

「あなたは……わたくしたちと出会う前は、どんな人生を送っていたのでしょうね……」










　翌朝、すっかりよくなったクロノスの元に届いたのは、驚おどろきの知らせであった。

「ねえ大変、ピッチさんがまたさらわれたって！」

「ぶっ！　ごほっ、ごほ……!?」

　リンゴが気管に入って噎むせ込むクロノスに、ミアは新聞を読み上げる。

「『黒仮面さま！　わたし、さらわれるのを待つだけの女ではなく、自分からさらわれに行く女になります！』って書き置きを残していったそうよ！」

「いや、うん。まあ……もういいや」

















　第五章　「病は気から」って言うけど、服が脱げちゃう病にかかった子はいったいどんな気でいたというの？









　一行が次なる集合場所──小さな村に到とう着ちやくしたのは太陽が中天を過ぎた頃ころのことだった。

「ああ、ようやく最後のクエストか。これを乗り越こえりゃ晴れて優勝、無事に神器が手に入る──いや、まだか。コロシアムで決勝戦があるな」

　先ほどボードで確かく認にんしたのだが、当然のごとくカグヤも勝ち残っていた。幸いにして今まで同じブロックになっていないが、このままいくと決勝でぶつかる可能性が大きい。

　いかにして観客を欺あざむきながら勝つか、今から練っておいた方がいいかもしれない。

「はぁ。あいつらを陰かげから支えるのも楽じゃねぇなぁ」

　と、ボードから流れ出すマオの雄お叫たけびが、鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

『お待たせいたしましたぁぁぁぁ！　Ｂブロックの皆さま、ようこそ最終クエストへ！　栄はえある五組の皆さまに挑いどんでいただくのはこちら！　【奇き病びようの謎なぞを解け！】』

「奇病だと？」

『そう、この村には一週間ほど前から謎の病やまいが蔓まん延えんしています！』

　クロノスは目の前に広がる光景をにらみつけた。平屋の民家には炊すい事じの煙けむりが立ち、その間に黒々とした田畑が広がっていて、一見すると平和な光景が広がっている。

　この村に、いったいどんな病が蔓延してるってんだ……！

『ルールは簡単、村人から奇病に関する情報を集め、いち早くこの村から奇病を取り払はらったパーティーが勝者！　つまりこの中から決勝戦に勝ち進められるのは一組のみ！　その栄えあるパーティーにはコロシアムにてＡブロックの勝者と戦っていただき、真の勇者を決定いたします！』

　なるほどな……。肌はだを焼くような殺気の中、クロノスは三さん人にん娘むすめを呼び寄せた。

「いいか、このクエスト、前回以上のスピード勝負になる。いかにして他の冒ぼう険けん者よりも早く、有力な情報を入手するか、おまえたちの腕うでの見せ所だ！」

　ライアが頼たのもしく胸を叩たたく。

「聞き込みなら任せろ！　なにせ私は街を歩いているだけで、知らないおばちゃんたちからぽたぽた焼きを死ぬほど持たされるんだぞっ！」

「すごいな！　でもその特技、最初の旅立ちのアイテムをもらうクエストで発揮してくれたら良かったのに!?」

　と言いつつも、他の冒険者パーティーを横目に盗ぬすんでほくそ笑む。なにせうちは粒つぶ選よりの美少女ぞろい、聞き込みにかけてはこちらにアドバンテージがある！

　軽く準備運動をしながらふと気付く。そういや、今回は勝負をふっかけてくるパーティーがいないな。いつもならそろそろ……

「どうしたのよ？」

「いや、なんでも」

　抜ぬけるような青空の下、円えん陣じんを組む。

「さあ、私たちの実力を見せてやるぞ！　ここが勝負所だ！」

「まずはどんな病気か徹てつ底てい調査ね！　なんとしてでも村の病を治すわよ！」

「最強勇者まであと一歩です！　目指せ優勝っ！」

「「「おーっ！」」」

『それでは最終クエスト、スタートッ！』

　マオの合図とともに冒険者たちが一いつ斉せいに村になだれ込む。

「この局面、絶対に落とすわけにはいかねぇ！　頼たよりにしてるぞ、ライア！」

「よーし、行っくぞー！　待ってろ奇病！」

　ライアは雄叫びとともに大きく足を踏ふみ出した。一歩目は勢いよく大おお幅はばに、二歩目はやや小さく、三歩目で膝ひざが折れ、そのまま滑すべるように道にうつぶせになり、蚊かの鳴くような声でつぶやくことには、

「……やる気出ない」

「どうしたライアぁあああああ!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「何があったのライア!?」

「だるい。動きたくない。背中かゆい。クロ、かいて。っていうかもうしゃべるのもだるいから察して」

「何言ってんの!?　どうしちゃったのおまえ!?」

　往来に寝ねそべっているライアを見て、ポケットから身を乗り出したベルが叫さけぶ。

「もしや、これが奇病なのでは!?」

「はあ!?」

「きっと『無気力になる病』なんですよ！」

「んなっ!?　まさか、そんな病が……!?」

　いや、だが元気印なライアのこのていたらく、病気以外には考えられない！

「それにしたって着いて数分で!?　今このタイミングで発病!?　いくらなんでも順応力高すぎるだろ！」

　他の冒険者たちはすでに影も形もない。

　クロノスは焦あせりを押し殺しながら、ぐんにゃりしたライアを抱だき起こした。

「分かった、病気になったものは仕方ない！　いいかライア、おまえはここで待ってろ！　あとは俺たちでなんとかするから！」

　ライアはしばし無の表情で天を仰あおいでいたが、やがてぐすっと鼻を鳴らし、

「……お、置いてかないでぇ（ぐすぐす）」

「もぉぉぉ、めんどくさい！　めんどくさ可愛かわいい！　放ほうっておけないっ！」

「根っからの苦く労ろう性しようですよね、ご主人さま」

　子どものようにぐずるライアを置き去りにするのも忍しのびなく、決断を下す。

「こうなったら仕方ねぇ！　俺が背負っていく！」

「怪あやしすぎるわよ!?」

「警けい戒かいされてしまいますよ！」

「だからって置いて行くわけにいかねぇだろうが！　いいかライア、情報は俺たちが集めるから、おまえは適当に相づちを打つんだぞ、分かったか!?」

「分からない……」

「どこから聞いてなかった!?」

「耳に綿毛が入ったとこ……」

「どこだよ!?　もうただのダメ人間だよ！　でろんでろんの半熟卵みたいになってんじゃん！」

「はぁ…………布団になりたい…………」

「しっかりしろライア、おまえのそんな姿見たくない！」

「ライア、がんばって！」

「奇病を治すまでの辛しん抱ぼうですよ！」

　汗あせばむ陽気の中、半熟卵を背負う。

「わー……クロの背中っておおきい～……」

「よ、よし、ちょっと怪しいが、このまま聞き込みするぞ！」

　人の姿を求めて、民家が密集している区画へ足を向ける。

「……クロぉ……大事なときに、役に立たなくてごめん」

　背中にぐりぐりと顔をこすりつけられて、クロノスは苦く笑しようを滲にじませた。

「なんだよ、泣いてんのか？　おまえらしくもない──」

「ううん、よだれ」

「しまえ、今すぐしまえ！」

「へへ……噓うそ……だよ……」

「無気力なのに無む駄だな噓でエネルギー使うな！　──ッ、」

　ふとうなじが逆立って、振ふり向く。

「ん？」

「どうしたの？」

「いや、今誰だれかに見られてたような……って、ちょ、ライア、摑つかまれ、力入れろ！」

　半熟卵はずるずると背中を滑り落ちていく。

　しょうがねぇなと呻うめくと、いったんライアを下ろして横抱きにした。

「ふひぇ……ハンモックみたいで気持ちいい……」

　ライアは心ここ地ちよさそうに身を委ゆだねきっている。ちょっと無防備すぎやしねぇか……まあ、こう信しん頼らいされると悪い気はしないというか……

「おまえこんな姿、俺以外の男の前にさらすなよ……？」

　悶もん々もんとしながら走っていると、こちらをじっと凝ぎよう視ししているミアと視線が合った。

「……何だよ」

「べ、別にっ。あんたがライアに変なことしないか見張ってただけだし！」

　クロノスは少し考えて、腕の中に顎あごをしゃくった。

「……おまえもお姫ひめさまだっこしてやろうか？　なーんて──」

「は……はあああああ!?　何言ってんの!?」

「わ、悪い、冗じよう談だんだ、そう怒おこるなって！」

「思い上がるのもいい加減にしてよねっ！　別にうらやましくなんかないんだから──」

　異変が起こったのは、ミアが高らかに叫んだ瞬しゆん間かんの事だった。

　ミアのふっくらした胸を覆おおうアーマー、その中心がプツン、と不ふ穏おんな音を立てて──

「い、いやああああああああ!?」

「!?」

　ミアが光の速さで胸を隠かくしたかと思うと、正確無比な正せい拳けん突づきを繰くり出してきた。

「やだやだなんで急に服が!?　見ないで見ないで見ないで！　見るなばかぁ！」

「みみみみ見てない見てない！　見てないって！」

「じゃあなんで赤くなってんのよ、うそつき！　エッチ！　変態！　ポプラ！　あんたなんか大っ嫌きらい──」

　今度はスカートのホックが弾はじけてストーン！　と真下に落ちる。

「にゃ、にゃああああああああああああ!!」

「み、ミアっ!?　クロちゃん、あっち向いてホォイです！」

「へぶ！」

　シルフィーに掌しよう底ていをかまされて、首が強制的にあさっての方向を向く。なにごと!?　なにごと!?　一体何が起こってるの!?

「な、なんで、こんなっ……ふ、服が勝手に脱ぬげるなんて……っ」

　ミアの涙なみだ声ごえに、クロノスは斜ななめ上を睨にらんだまま呻いた。

「……おまえそれ、奇病じゃないか？」

　ミアが「ふぇ？」と鼻をすする。

「で、でも、ライアは無気力になる病なのに……！」

「人によって症しよう状じようが違ちがうとかですかねぇ？」

　ベルの見解に、シルフィーが真しん剣けんな顔で考え込み、

「だとしたら、ミアのはさしずめ、『噓をつくと服が弾ける病』というところでしょうか」

「何それ、困る！　下げ僕ぼく、今すぐ治してよっ！」

「できたらとっくにやってるわ！　っつーか別に噓さえつかなきゃいい話だろうが！」

「そんなの分かってるわよ！　いちいちうるさい！　あたし前からあんたのそういうところが嫌いなのよ──（パアアアン！）ぴゃああああああ!?」

「ちょっとは学習しろよ!?」

　なんでこいつ凝こりねぇの!?　っつーか今の何が噓だったの!?　やっぱり分かってるふりして分かってなかったってこと!?

「しかしこんなに早く病にやられるとはな……！」

　泣きべそをかいているミアと、腕うでの中のライアを交こう互ごに見み遣やる。奇き病びよう恐るべし！　病人を二人抱かかえて、果たしてこの勝負勝てるのか!?

「うぇぇ、もう無理ぃ～、あたしのこと置いて行ってぇぇ～」

「ばか、泣いてる暇ひまがあったら走れ！　最強勇者になれなくてもいいのか!?」

「うぅ、嫌いやだぁぁぁ」

　背中にライアを背負いなおし、右手にミアの手を引いて走り出す。

「これは大変なことになりましたね。わたくしとクロちゃんで何とかしないと……！」

「ああ、思ったより感染が早いな。人によって症状が違うってのも厄やつ介かいだ。油断していると全員かかりかねないぞ！　早いとこ原因を突つきとめねぇと……！」

　そのとき視界の端はし、シルフィーの頭の上にあるはずのないものがかすめた気がして隣を見下ろし──なんだ、犬耳か。と走りだそうとして、今度こそ目を剝むいた。

「耳!?」

「きゃ!?　どうしたんです、急に大声を出して！」

　消しよう沈ちんしていたミアもシルフィーを見上げて口を押さえる。

「し、シルフィー、そ、そ、その耳……っ」

「え？」

　シルフィーは不思議そうに本来の耳に触ふれる。

「違う、その上っ……！」

　耳を押さえていた手が頭に触れ、そこから生えたまごう方なき犬耳を捉とらえ──

「え……えっ、えええええっ!?　な、何です、これ!?　み、耳が──四つ!?」

「驚おどろくところちょっとズレてる！」

「ど、どうして!?　どうして頭に耳が!?」

「もしかして、犬耳が生える病気じゃない!?」

「そんな──!?」

「いや待て！」

　クロノスはシルフィーの背後で揺ゆれるそれを示した。

「尻尾しつぽもだ……！」

「～～～っ！」

　スカートのスリットからはみ出しているふさふさした白い毛先を振り返って、シルフィーは声なき悲鳴を上げる。

「どどどういうことです!?　耳や尻尾が生えるならミアかライアかクロちゃんでしょう!?」

「俺に尻尾が生えて誰が得するの!?」

「少なくともわたくしのキャラではございませんっ！」

「キャラの問題か!?」

「だってこんなの、わたくしにはとても……っ、とても……！」

　涙なみだ目めでパニックに陥おちいっているシルフィーを落ち着かせようと、必死に背中をなでる。

「い、いや大だい丈じよう夫ぶだシルフィー、似合ってる！　可愛いよ！　超ちよう可愛い！」

　シルフィーははたとクロノスを見上げてゆっくりと顔を覆い──白い毛がばさささ！　と振れた。

　あ、ああ、嬉うれしいんだ……分かりやすくて便利だな……

「えと……シルフィー？　あんまり尻尾振ると、スカートめくれるぞ……」

「み、見ないでくださいっ！」

　シルフィーは片手で犬耳を、もう片腕には尻尾を抱だいて、いやいやと身をよじる。

　ミアが涎よだれをたらさんばかりの顔でその手を引っ張った。

「やだシルフィー、すごく可愛かわいいわ！　その恰かつ好こうならきっと注目間違いなしよ！」

「えっ!?　ミア、ちょっと……！」

　ミアは引きずるようにシルフィーを連れ、広場に着くなり大声を張り上げた。

「みなさぁぁぁあん！　見てくださぁぁぁい！　あたしのシルフィーがこんなに可愛いのぉぉぉおお！」

「み、ミア、恥はずかしいですからっ！」

　人見知りのミアがあんな大声出すなんて、犬耳の力すさまじい！

　と、そこかしこで「あらまあ！」と声が上がった。

　井い戸ど端ばた会かい議ぎをしていたおばさんたちが、四人の姿に気付いてわらわらと寄ってくる。

「あら～、お嬢じようちゃんたちも病にかかっちまったのかい？　災難だねぇ～」

「そっちの子は娘むすめと症状が似てるね。まあ娘は布ふ団とんから出られない病だけど」

「うちのダンナなんか、切っても切っても髪かみが伸のびてさ。うっとうしいったら」

「ほら、ぽたぽた焼き食べなさい」

　半熟卵と犬耳娘を連れて歩いているだけで、情報の方からわらわらと寄ってくる。

「奇病が思いがけずいい方向に働いたようですね！」

　胸ポケットに「ああ！」と頷うなずくクロノスの陰から、ミアが声を上げる。

「あの、あたしたち奇病を治すために情報を集めてて……何か変わったこととかありませんか？」

「うーん、今のところ、奇病以外には特に思い当たらないねぇ」

「そういえばうちの村長も、妙みような骨こつ董とうを蒐しゆう集しゆうする病気にかかっちまってね」

「あれは元からだよ。一週間前にもどこからかおかしな木き彫ぼりの像を持ち帰ってきて」

「木彫りの像？」

「そうそう。これがまた不気味でねぇ。もともと村長は趣しゆ味みが悪いから」

　雑談に花が咲さく中、おばさんの一人がにやにやとクロノスを肘ひじで突つついた。

「ところでこの子たちはあんたの彼女かい？　今はやりのハーレムってやつかね？」

「い、いや、俺は──」と否定する前に、ミアが髪を逆立てた。

「ち、違うわ！　こいつはただの下僕なの！　誰が好きこのんでこんなヤツと──！」

　クロノスの背をいやな予感が駆かけ抜ぬけると同時、群衆の目の前でミアのフロントホックがぷちんと弾け、

「うおっ！」

　クロノスはとっさに背後からミアのプレートメイルを押さえていた。豊かなバストが両手の中でたゆんと弾はずみ──

「……悪い」
















「に、に、に──にぎゃあああああああああああ！」

「ちょい待て、引っかくな、暴れんな！　このホックどうやって留めんの!?　っつーか自分で押さえろって！」

「あらあら、若いっていいわねぇ」

　一通り話を聞き終えた一行は、次なる場所へ移動しながら集めた情報を整理した。

「症しよう例れいは見事に共通点がないな。これじゃどうアプローチすればいいのか……」

「原因も不明ですし、困りますねぇ」

　難しい顔をしていたミアが、ふと立ち止まる。

「……これって、奇病なのかしら？」

「そりゃそうだろ、【奇病の謎なぞを解け】っつーんだから」

「でも変じゃない？　これだけ症状が違うのに病気でひとくくりにするなんて、なんだか納なつ得とくいかないわ！」

　クロノスはとっさに否定しようとして、続きを吞のみ込んだ。……こいつら、今までもこうやってとんでもない案を出してきたけど……これまでのクエスト、正直こいつらの発想がなきゃ切り抜けられなかった。

「じゃあ何だと思う？」

「んー。例えば、何かの呪のろいとか！」

　シルフィーがぴるっと犬耳を傾かたむける。

「たしかに呪いならば、どのような形で具現化するかは人それぞれですものね」

　効果を限定できる魔ま術じゆつと違い、呪じゆ術じゆつの場合、どう顕けん現げんするかは受け手側の潜せん在ざい意識によるところが大きい。たとえばライアなどはいつも元気印だが、ちょっぴり休みたいという気持ちもどこかにあったのだろう。……そうすると、シルフィーや、ましてミアはどんな潜在意識が働いたんだ？　……まさか公衆の面前で脱ぎたい欲よつ求きゆうが……？

「何よ？」

「い、いや、何でもない」

　しかしさすがは最終戦、クエスト名そのものがミスリードだとは……

「なるほど、呪いか。しかし村全体に及およぶとなると、相当強い呪いが絡からんでるな」

　マオによると、たしか村に異変が起こりはじめたのが一週間前。とすると、同じ頃ころに呪術師か、あるいは何らかのアイテムがこの村に流入したことになるが──

　四人ははっと顔を見合わせた。

「村長さんが拾ってきたっていう、不気味な木彫りの像……!?」




「いかにも、ワシが村長じゃよ」

　出で迎むかえた人の良さそうな老人に、四人は一いつ斉せいに詰つめ寄った。

「すみません、木彫りの像を見せて頂きたいのですが！」

　骨董という名の珍ちん品ぴん集めが趣味の村長は、喜び勇んでコレクションを披ひ露ろうしてくれた。

「これが一週間前にとある遺い跡せきで拾った木像じゃ！　どうじゃ、かっこいいじゃろう！」

　村長が抱いた木彫りの老ろう猿えんは、一目で分かるほどにどす黒いオーラを放っていた。

「見るからにヤバい雰ふん囲い気き醸かもし出してんだろうが!?　今すぐ捨ててこい！」

「い、いやじゃー！　これはワシの大事なコレクションなんじゃー！」

「わがまま言うな！　あんたのせいで村が大変なことになってんだぞ！」

「じゃ、じゃが実はこれ、何度捨てても帰ってくるのじゃよ！」

「明らかに呪われてんじゃねぇか！」

　どのみち捨てたところで村にかかった呪いが解けるとも限らない。

「こうなったら、呪いを解く聖水をつくるしかないな」

「ですが、聖水のつくり方なんて……」

　シルフィーが耳を伏ふせると、ベルが胸ポケットから顔を出した。

「むむっ、お困りですか!?　聖水のことならプリティーホーリー妖よう精せいベルにお任せあれ！　材料から作り方まで網もう羅らしていますよー！」

「……なんか、おまえのこと初めて妖精だと認にん識しきしたわ」

「今まで何だと思ってたんですか!?」

「空飛ぶキワモノ」

「ひどい！」

　ベルの助言を受けながら、村長に協力を仰あおいで材料をそろえていく。が、

「……風ふう月げつ花かの蜜みつが足りねぇな」

「風月花なら、たしか北の山に群生しとったのぅ」

　村長はごそごそとコレクションを漁あさっていたかと思うと、古びた地図を持ってきた。

「この地図を持っていきなされ。風月花の群生地は深いトンネルを抜けて、山を登った先にある。道は多少入り組んではいるが、楽に行けるはずじゃ！」

「ありがとうございます！」

　村長はクロノスに地図を託たくすと、不気味な木像を撫なでながら鷹おう揚ように頷いた。

「頼たのんだぞ、勇ゆう敢かんなる冒ぼう険けん者よ！」

「誰だれのせいだと思ってんだ……！」

　一応礼を述べて村長宅を出るなり、一行はハイタッチをかわした。

「「「「ビンゴ！」」」」

　今いま頃ごろ他ほかの冒険者たちは奇き病びようの線で懸けん命めいに捜そう査さしていることだろう。まさか異変の原因が木像の呪いだとは思いもよるまい！

「これで他の冒険者からは一歩リードだな！　──ん？」

　家の陰かげで何かが動いた気がして振ふり返るが、特に変わった所はなく──

「お、ちょうどいい、こいつを借りていくか」

　手押し車を拝借してライアを乗せる。これで少しは楽になった。

「さあ、北の山へ向かいましょう！」










「くっそぉぉぉおあの村長ぉぉぉおおお！　楽勝だなんて噓うそつきやがってぇぇぇえ！」

　薄うす暗ぐらく湿しめったトンネルの中、四人は巨きよ大だいな岩球から逃にげるべく疾しつ走そうしていた。

　北の山に着いた一行はくだんのトンネルを見つけ、いざとばかりに乗り込んだのだが──出だしからとんでもない罠わなが降りかかってきた。

　ライアを乗せた一輪車をガラガラガラガラ！　と押しつつ洞どう窟くつ内ないをひた走る。

「ちくしょう、罠だらけじゃねぇかよ！」

「ちょっと下げ僕ぼく、なんとかしてよ!?」

「分かってる！」

　クロノスは周囲に目を走らせた。

「ミア、天てん井じようを崩くずせ！」

「やってみる！」

　ミアは口の中で呪じゆ文もんを唱えると、天井に向けて魔法を発動させ──ぽん、とくす玉が出現するやぱかりと割れて、『おめでとう！』という幕と鮮あざやかな紙かみ吹雪ふぶきが散った。

「何でくす玉だぁぁぁぁ！　おめでとうじゃねぇよ、何ひとつめでたくねぇんだよ！」

「そ、そんなの分かってるし！　ちょっと和なごませようと思っただけだし──（パアアアン！）にゃああああああああ！」

「ちょ、服しっかり押さえろ！　押さえろって！」

　そういやこいつ噓つくと服弾はじけるんだった！

　クロノスは隣に目を移した。

「シルフィー、いけるか！　あのでっぱりが真上に来た瞬しゆん間かんを狙ねらえ！」

「は、はいっ！」

　シルフィーは弓を構えて狙いを定め──

「えいっ！」

　勢いよく放たれた矢はクロノスの鼻先をかすめた。

「どこ狙ってんだ!?」

「だ、だって走りながらなんて難しいです！」

「だからって──……っ？」

　シルフィーの耳がぺたんと伏せられ、尻尾しつぽが力なく垂れているのに気づいて言葉を吞み込む。

「っ、く……！」

　必死に泳がせた目が横道を捉とらえた。

「こっちだ！」

　手押し車が軋きしむほどの急カーブを切って細い隘あい路ろに飛び込むと、岩球は地じ響ひびきをあげながら背後を通り過ぎていった。

　ミアとシルフィーがくずおれる。

「はあ、はあっ……！　なんなのよ、この山は!?」

「ダンジョンですらこんなに苦労したことありません……っ」

　そりゃあ俺が事前に罠という罠を解除してるからね……！　くそ、今回はダンジョンじゃないと思ってたから油断したな……！

「とにかく軽はずみな行動は慎つつしめよ。どんな罠が潜ひそんでるか想像もつかねぇ──ん……」

　クロノスは周囲に鋭するどく目を配った。まただ。このクエストがはじまってから、妙みように視線を感じる……。

　微かすかな気配に気を取られている間に、ミアがふらふらとさまよいはじめた。

「お水、お水が飲みたいわ……」

「おい待てミア、そこ……！」

「ひきゃあああああああ!?」

　あわや矢の餌え食じきになりそうになったミアをすんでのところで押し倒たおす。

「おまえはもぉぉぉ！　いいか、この遺跡は罠の巣そう窟くつだ、無む闇やみに動くなよ──」

「あら、ライアはどこに行ったのでしょう」

　ミアに言い聞かせているクロノスの隣となりでシルフィーが一歩踏ふみ出し──すぽーん！　とその姿がかき消えた。

「だから無闇に動くなって言ってるでしょうがあああああああああ!?」

　危あやうく引きずり込まれそうになりながら、シルフィーを落とし穴から引っ張り上げる。

「あ、ありがとうございます……」

「はあ、はあ……いや、いい……ただちょっとだけ、俺の言うことを聞いてくれ……！」

　やばいぞこれ、事前の仕込みをしてない分、下手なダンジョンより厄やつ介かいだ……！

　クロノスは顎あごに伝う汗あせを拭ぬぐい──

「クロちゃん、あの、手……」

「ん？　ああ、悪い」

　クロノスは何な故ぜか握にぎったままだった右手を解こうとして、眉まゆをよせた。

「……ん？」

　どんなに引いても、自分の右手とシルフィーの左手が離はなれない。まるで張り付いたかのように──

「って、これ……手、くっついてねぇ……？」

「え？　……え？　ええええええええ!?」

「ちょ、待てシルフィー、暴れるな！　引っ張るな！　いてててて！　腕うで抜ぬけるっ！」

　シルフィーは仲良く繫つながった手を呆ぼう然ぜんと見やる。

「ほ、本当です、離れません！　まるで磁石のＳとＭのように……！」

「ＳとＮかな!?」

　肩かたにとまったベルが興味深げに身を乗り出す。

「どうやらついにご主人さまも病にかかったみたいですね！」

「まさか、手がくっついて離れない病か!?　よりによって……！」

「ま、待ってください！　では、ごはんの時も、寝ねる時も繫がったまま……っ!?」

　ミアが「えっ！」と声を上げる。

「なっ、なによそれうらやまし──くない！　ぜんぜんうらやましくなんかな（パアアアン！）ぎにゃああああああ！　見ないで、ばか！　ばかぁっ！」

「いいから押さえろ！　胸、胸っ！」

「ど、どうしましょう、クロちゃん！」

「どうしようって、このまま進むしかねぇだろ」

「こ、このまま……っ!?」

「悪いな、奇病を治すまでの辛しん抱ぼうだ」

　クロノスは額の汗を拭いながら辺りを見回した。

　横道の先は下に続いているようだった。行く手には急な階段が待ち受けている。

　……そして気がついた。階段に向かって、緩ゆるい坂をずるずると前進する手押し車──

「ライアぁぁぁぁぁぁ！」

　引き留めようとするも一歩遅おそく、ライアは階段をがごごごご！　と滑すべり落ちていく。

「ライアぁぁぁぁぁ！」

　下層に着地した手押し車は、下から飛び出してきたトゲに弾かれてぽーんと空を飛んだ。

「ライアぁぁぁあああ！」

　手押し車から投げ出されたライアは左右の壁かべから突つき出した槍やりを奇き跡せき的にくぐり抜け、放物線を描えがいて石いし床どこに衝しよう突とつする──

「らいあああああああああ!?」

　寸前、吊つり上げ式トラップが発動し、ライアはコウモリよろしく逆さにぶら下がった。

「……頭に血が上る」

　駆かけ付けると同時に、膝ひざが抜けてへたり込む。

「な、なんつー奇跡の連続ッ……う、げほっ、げほっ！　くそ、喉のど痛いてぇ……！」

「あ、当たり前でしょ、叫さけびすぎなのよっ！」

「そりゃ叫ぶだろ！　俺はもう血の気が引きすぎて卒そつ倒とうするかと思ったぞ！」

「ふん、あんたが卒倒しようが知ったこっちゃないわね──（パアアアン！）ぴぇぇぇぇえもうやだぁぁぁあああ！」

「噓つかずに生きていくのってそんなに難しいことか!?　そして床の出っ張りには気を付けろってぇぇぇえ！」

　ゴオオォォ！　と吹き付ける炎ほのおからミアを伏ふせさせる。

「ううっ……もう……もう、お願いだから心配させんな……っ！　頼むから俺の言うことを聞いてくれ！　二度と俺の傍そばを離れるな！　そして毎朝俺の淹いれたコーヒーを飲むと誓ちかってくれぇぇ……！」

「ご主人さま落ち着いて！　言ってることが支し離り滅めつ裂れつですよ！」

　このへっぽこ勇者三人と罠をかいくぐりながら登山なんて無理ゲーすぎる……っ！

「く、クロちゃん、降ろして……」

「？　……あ、すまん！」

　無意識に担かつぎ上げていたシルフィーを床に降ろす。

　必死に息を整えていると、夜明け色ヴアイオレツトの瞳ひとみに覗のぞき込まれていることに気がついた。

「なんだ、どうした……？」

「クロちゃん、手がすごく震ふるえてます」

「え？　はは、まさかそんな、大の男がこれしきのことで──すげー震えてるな」

　シルフィーが小さく噴ふき出して、柔やわらかに微笑ほほえむ。

「……ミアたちのこと、心から心配してくださっているのですね」

「っ、い、いや、まあ、ミアたちっつーか……」

　手が繫がっている限りどんなに否定したところで意味がないと観念して、クロノスはそっぽを向いた。

「あいつらももちろんだけど……おまえのことも同じくらい心配してるよ、俺は」

「……っ」

　シルフィーの頰ほおが染まり、白い尻尾がふわりと揺ゆれる。

「あ、べ、別に変な意味じゃねぇから！」

「わ、分かってます……」

　やばい、なんか手ぇ繫がってるといろんな事がダイレクトに伝わりすぎて調子狂くるう！　っつーかこれ潜せん在ざい意識が関係してんなら、俺はシルフィーと手を繫ぎたかったってこと!?　ヤダなにそれ恥はずかしい！

　触ふれあうぬくもりがこそばゆくて、二人は互たがいに顔を逸そらし──

「……ねえ、頭パーンってする……」

「いやあああ！　下僕、ライアが！　ライアが頭パーンってするって！」

「すまん、今すぐ助ける！」

　クロノスは慌あわてて逆さづりのライアを救出したのだった。




　数々の罠わなをくぐり抜け、険しい山道を登った先に、その光景はあった。

「あったわ！　あれが風月花よ！」

　ミアが指し示す先、少し上り坂になった道の向こうに小さな紫むらさきの花が咲さきこぼれている。

「よっしゃ！　まだ他ほかのパーティーは来てないみたいだな。このままあれを持ち帰ってクエストクリアだ──」

　しかし四人が踏み出すより早く、背後から飛び出す影かげがあった。

「はーははは！　道案内ご苦労だったなァ！」

「なっ!?　しまった、つけられていたのか！」

　五人ほどの冒ぼう険けん者たちに先を越こされて、クロノスは舌を打った。聞き込みの時から感じていた視線はあいつらだったか！

「まさか奇き病びようではなく呪のろいだったとはね！　おかげで楽をさせてもらったよ！」

「駆け出しのザコなんかにひけを取ったら、あの方に合わせる顔がないからな！」

　冒険者たちは哄こう笑しようを上げながら坂を駆け上がり──その上に黒い影が差した。

　左右の穴から現れたのは、象ほどもあろうかという巨きよ大だいな蟻あり。

「ぎゃあああああ!?」

「キラーアント！」

　クロノスは三さん人にん娘むすめを岩いわ陰かげに押し込めた。

　すぐ傍に巣があるらしく、キラーアントは次々に湧わいて出る。あの頑がん丈じような顎に捕とらえられたら逃にげ出すのは容易ではない。

「くっ、怯ひるむな！　風月花を手に入れろォ！」

　冒険者たちはキラーアントを牽けん制せいしながらじりじりと距きよ離りを詰つめている。まずい、このままじゃ敗退する！　だが動けないライアを連れ、シルフィーと繫がったままでは……！

　その時、ミアが立ち上がった。

「私が行くわ。下げ僕ぼくはライアをお願い」

「無理だ、この数を突とつ破ぱするなんて！」

　しかしミアは毅き然ぜんと髪かみを払はらう。

「シルフィー、援えん護ごお願いできる？」

「！」

　シルフィーは目を見開き、やがてひとつ頷うなずいた。

「……はい」

「待てミア──」

　今のシルフィーは本調子ではない。まして手が繫がったこの状態では──！

　鋭するどい声が「下僕」と名を呼ぶ。

「……頼たのんだわよ」

「！」

　クロノスは強い決意を浮うかべたミアの瞳と、強こわばったシルフィーの横顔を見比べ──繫いだ右手にぐっと力を込こめた。

「任せろ」

　ミアはひとつ頷くと岩陰から飛び出した。

「行くわ！　援護お願い！」

　新たな餌えさを見つけたキラーアントたちがミアに殺さつ到とうする。

　クロノスの右手とシルフィーの左手が、重なったまま弓を摑つかんだ。

「射うちます！」

　シルフィーは叫びと共に矢を放った。しかし狙ねらいははずれ、蟻の頭をかすめる。

　蟻の顎が迫せまり、ミアは間かん一いつ髪ぱつでその下をくぐり抜けた。

「……っ！」

　シルフィーを横目に窺うかがう。凜りんとした横顔とは裏腹に、犬耳はぺたりと伏せられ、手は細かく震えていた。やはり失敗の積み重ねがトラウマになっているのだ。そして極めつけはやはり、俺を射ったあの一射──

「……いいか、シルフィー。俺が狙う。おまえは射て」

「!?　そんなこと──」

「できる」

　重ねた手に力を込める。

　出会った頃ころから気にはなっていた。大きな大会を幾いく度どとなく制せい覇はしてきたという実績の通り、シルフィーの技術はずば抜けている。だがそれは、あくまで試合用の域を出ない──動かない的を射い貫ぬくための、いい子の弓なのだ。

　この錯さく綜そうした戦せん況きようはシルフィーにとって不得手、その上でいかにしてトラウマを払ふつ拭しよくし、シルフィーの腕うでを活いかしてやれるか──

「いいか、シルフィー。フルコースだと思え」

「え？」

　弦つるを握にぎる手を軽く揺する。

「こっちはフォーク、そっちはナイフな。落ち着いて、順番にやっつけていくんだ」

「えっ、え……！」

「まずは前菜──射て！」

「っ!?」

　クロノスが狙いを定め、シルフィーが矢を引き、放つ。

　まっすぐに伸のびた銀ぎん閃せんはミアに飛びかからんとしていたキラーアントに突き立ち、水へと還かえした。

「当たった……！」

「いいぞ！」

　ミアに近い敵から狙いを定め、分かりやすく優先順位をつけていってやる。

「あれはサラダ、そっちはスープ……パンはおかわり自由だ、五個はもらっておきたいところだな。何せ腹ぺこだ」

　最後は流れるような五連射。一気に七体が霧む散さんし、拓ひらけた道をミアが一気に駆け抜ける。

　手の震えがおさまり、白い耳がぴんと立つ。シルフィーが少しずつ乗ってきたのに気付いて、クロノスは唇くちびるを吊り上げた。

「その調子だ。魚料理に、口直しのソルベ……メインの肉料理は何がいい」

「地じ鶏どりのガランティーヌ、フォアグラと共に、なんていかがでしょう？」

「いいチョイスだ」

　シルフィーが笑った。矢が命中する度たびに呼吸が安定し、昂たかぶりが凪ないでいく。

「さあ、続きだ。チーズ、フルーツ、デザート、食後のコーヒー」

　矢はおもしろいように的へと吸い込まれ、キラーアントの数はみるみる減っていった。

「さて、こんなもんか？」

「いいえ」

　シルフィーが身をよじった。左前方、クロノスの死角になっていた敵を射貫く。

「締しめのプチフール──一口サイズのケーキをいただきましょう！」

　その頃には、ミアはすでに風月花の元にたどり着いていた。風月花をむしり、喜び勇んで駆かけ戻もどってくる。

「よし、もういいだろ」

　すでに数えるほどしか残っていないキラーアントたちは、他の冒険者たちに夢中でミアには見向きもしない。

　と、それまで死んだように横たわっていたライアが手押し車から手をさまよわせた。

「？　どうしたのです、ライア？」

　ライアは身を乗り出したシルフィーの頭をぽんぽんと撫なで、

「シルフィー、がんばったね」

　シルフィーは目を見開き、

「……はい」

　微笑ほほえんだシルフィーに、風月花を握りしめたミアが抱だきついた。

「ねえ、やったわ！　ありがとうシルフィー！」

「ふふ、ミア、くすぐったいです」

　抱き合う少女たちの笑顔を、クロノスはやれやれと見守った。

　まあ、これでちょっとはトラウマも払拭されたろ。……ただ、弱点を根こん本ぽんから克こく服ふくするには、もう一歩必要みたいだが。

　村に戻ろうとしてふと、まさに巣に運ばれんとする冒険者の一人に声を投げる。

「あんたらに聞きたいことがある。答えたら助けてやってもいいぞ」

「くっ、そんなこと言って、俺たちに乱暴するつもりだろう！　エロ同人みたいに！」

　しねぇよ、と呻うめいて腕を組む。

「あんたら、誰だれに俺たちの妨ぼう害がいを指示された？」

　これまでに挑いどんできた妖よう精せいジャンプも暴走脳筋男も、黒幕の存在をにおわせていた。半ばハッタリだったのだが、冒険者は安々と乗ってきた。

「ふん、命令されたのではない、俺たちが好きこのんでやっているだけだ！」

「──カグヤのために、か？」

　ハッタリは的中したらしい、冒険者が顔を歪ゆがめた。

「……カグヤさまは俺の憧あこがれのヒトでね。美しく強く、まさに理想の御お方かただ。なにせ世界に五人しかいないＳランク勇者だぜ？　俺たちのように彼女を崇すう拝はいする冒険者は多い。……貴様ら、開会式で彼女の怒いかりを買っただろう。カグヤさまは逆らう者に容よう赦しやしないんだ。今回の大会、買収された冒険者も少なくない」

「あいつ……」

　クロノスは低く呻くと、ひらひらと手を振ふった。

「分かった。もういいぞ」

「なっ!?　助けてくれるのではないのか!?」

「安心しろ、キラーアントは生きたまま獲え物ものを保存する。このクエストが終わったら助けにきてやるよ。それまでせいぜい蟻の幼虫と仲良くしてな」

「幼虫と!?　だ、誰がそんな辱はずかしめを受けるものか！　くっ、殺せ！　殺──ぎゃああああ！　蟻がなんか変な液体吐はいたぁぁぁ！」










　宿に戻り、手順に従って材料を瓶びんに詰め終えると、ベルが額をぬぐった。

「ふう、仕込みは終わりました！　あとは今夜一晩、待つだけです！」

「一晩かかるのか」

「風月花の成分が染しみ出すまで時間が必要ですからね！　明日あしたの朝、完成した聖水を木像に振りかければクエストクリアです！」

「これでもう勝ったようなものね！」

「明日まで何をして過ごしましょうか」

　と、クロノスの背中にへばりつくだけの生き物と化していたライアが「ねえクロ……」と弱々しく囁ささやいた。

「……息するのめんどい……」

「それは面めん倒どくさがっちゃダメなとこ！」

「心臓動かすのもめんどい……」

「安心しろ、心臓は不ふ随ずい意い筋きんだから！　意識的に止められないから！」

「もうゴールしてもいいかな……？」

「どこに!?」

「……クロ、あのね……」

「ど、どうした!?　死ぬなよ!?　言ってみろ、なんでも聞いてやるから！」

　まるですべてのエネルギーを振り絞しぼるかのごとき声こわ音ねに、クロノスは耳を寄せ──

「おなかへった……」

「一応腹は減るのか……」

　というわけでそれから数分後、一行は食堂に来ていた。

「……食いづれぇな」

　何せ右手がシルフィーと繫つながっているもので、不便なことこの上ない。

「ご、ごめんなさい」

「あ、いや、むしろ俺の病気に巻き込んじまってすまん」

　そうこうする今も、机の下ではクロノスの右手とシルフィーの左手が仲良く指を絡からめている。

「く、クロちゃんは利きき手が使えないから大変ですねっ！」

「そ、そうね、利き手だからねっ！」

　何気ない風を装よそおおうとするが、シルフィーの肩かたがかちこちに強こわばっていることに気付いて、こちらもぎこちなくなってしまう。手ばかりがヤケドしそうに熱くてたまらない。

　ミアはそんなクロノスをじっとりと睨にらみ、

「……あんた、シルフィーに変なことしたら承知しないわよ」

「しねぇよ！」

　ただでさえ申し訳なさで一いつ杯ぱいなのに、手なんか出せるか！

　……でも──と、視界の端はしで揺ゆれている白い房ふさを捉とらえる。尻尾しつぽが振れてるってことは、少なくとも嫌いやがってはいない……ん、だよな……？

　尻尾がぱたぱたしているのにも気付かず、シルフィーは小エビのトマトクリームパスタを素知らぬ顔で頰ほお張ばっている。その耳が時折ぴるっと動き──

「…………」

　クロノスは胸の高鳴りをおさえながらそっと左手を伸ばした。

「く、クロちゃん!?」

「いや、悪い。ずっと気になっててさ」

　白い犬耳は想像したとおり、非常に触さわり心ごこ地ちが良かった。

「おお、もふもふ……」

「く、クロちゃん！　淑しゆく女じよの頭をそんなに撫でるものではないです！　クロちゃん!?」

　どんなに怒おこったふりをしようとも、正直な尻尾はぶんぶん振られている。

「はは、本当に犬みたいだな」

「だ、誰が雌めす犬ですか！」

「言ってないよ!?」

「ですから──あ、だめ、撫で、撫でないで……はしたない、こんなっ……あ、ぁ……」

「ふふ、口では嫌がっても身体からだは正直だな……！」

「ご主人さま、それ完全に悪役の台詞せりふですけど」

　大きく振れる尻尾に気を良くしてしつこく撫でていると、やがてシルフィーの表情がとろとろと蕩とろけ始めた。

　クロノスの指の動きに合わせて、尻尾がぴくっ、ぴくんと小刻みに持ち上がり、

「っふ、ぁぁ……気持ち、いいです……もっと……」

「……っ！」

　ヤバい！　今越こえてはいけない一線を越えた気がする！

「ご、ごめんシルフィー！」

　慌あわてて手を離はなすと、シルフィーもはっと我に返った。

「い、いえ、こちらこそはしたない姿をお見せして……っ！　変ですね、わたくしってばどうしてしまったのでしょう、こんなことでは淑女失格ですっ！」

　シルフィーは耳をぺたんと伏ふせ、袖そでで口元を隠かくした。恥はじらう表情とは裏腹に、尻尾の先はやはりぴょこぴょこ振れている。

　その光景に、なにか熱いものがぐっと胸にせり上がってくる。な、なんかシルフィーって普ふ段だん何考えてるか分からない分、尻尾でストレートに感情が伝わってくると胸に迫せまるものがある……っ！

「……下げ僕ぼく、よだれ」

「はっ!?　……って、垂れてねーじゃねぇか！」

「今にも垂れそうだって言ったのよ」

　ミアはふんと鼻を鳴らすと、なにやら呟つぶやきながらぺたぺたと自分の頭を触り始めた。

「……あたしにも生えたら良かったのに……」

「どうした、ミア？」

「はっ!?　な、何でもないわよ！　別にうらやましくなんてないんだからっ（パアアアン！）　いやああああああああ!!」

「学習しろよおまえは！　ほら泣くな、俺のマント貸してやるから！」

「いらない！　あんたのマントなんか死んでもごめんだわ！（ぱあああん！）　うきゃあああああああ！」

「いいから羽織っとけって、ほら！」

「はあ!?　余計なお世話！　別に嬉うれしくなんかないんだからね──（パアアアアン！）　ひゃぁぁぁぁぁあん！」

「なんで噓うそつくの！　なんで噓つくの！　もう素す直なおになればいい話だろうが！」

「はあ!?　誰があんたなんかに素直に──（パァァァン！）もうやだぁぁあああ！」

　もはや何が何やら！

　と、テーブルに突つっ伏ぷしていたライアが弱々しい声を上げた。

「クロぉ、おなか減ったぁ」

「あー、はいはい」

　アザラシみたいになっているライアにパンをちぎってやる。

「ほら」と差し出すが、ライアは横着にテーブルに寝ねそべったまま口を開いた。

「食べさせて～」

「自分で食え」

「……じゃあいいや」

「はい、あーん！」

「あー」

　こいつ、このままじゃ生きることすら放ほう棄きしかねないな……。

　心なしか嬉しそうなライアを餌え付づけしていると、ふとミアの視線に気付く。

「どうした？　おまえも食わせてやろうか？」

「いらないっ！　誰だれがあんたになんか──（パアアアアン！）ぴぃぃぃぃいいいい!?」

「分かった分かった！　デザート！　デザート頼たのめよ、なっ!?」

　もうなんなのこのカオスな食しよく卓たく!?

　ミアは口を尖とがらせつつも、熱心にメニューを眺ながめ始めた。

　ほっとしながら隣となりのシルフィーにもメニューを押しやる。

「シルフィーは？　どれがいい？」

「いいえ、わたくしは結構です。夜の甘い物は美容に悪いですし……」

「たまにはいいだろ。プディングとロールケーキがあるみたいだな」

　クロノスがロールケーキ、と呟いた瞬しゆん間かん、白い尾おがばたたたたた！　と振られた。

「……プディング」

　反応なし。

「ロールケーキ」

　ばたたたた！

　クロノスはこみ上げる感動のままに口を押さえた。やだ、すごい分かりやすい！　世の中の女の子がみんなこうだったらいいのに！　本人すまし顔してるけどバレバレだよ！

「あの、どうかしました？」

　犬耳を傾かたむける仕草が可愛かわいくて、思わずくしゃくしゃと撫なでたくなる衝しよう動どうと必死に戦う。

「いや、なんでもない。すいませーん、ロールケーキひとつ！」

「あっ、あたしとライアはプディング！」

　運ばれてきたロールケーキを、シルフィーは小さく切って一口含ふくんだ。

「うまいか？」

「はい」

　上品な微笑ほほえみとは裏腹に、尻尾はぱたたた！　と全力で嬉しさを伝えてくる。

「もう一生このままでいいのに……っ！」

「クロちゃん？　どうかしましたか？」

「いやいいんだ、気にするな。ただ尻尾は正義だという真理にたどりついただけだ」

「え？　あ、あの、撫でないで……クロちゃ、そこは、あっ、あ……っ！」

「ちょ、ちょっと下僕！　シルフィーに何してんのよ!?　撫でるならあたしを──じゃなかった！　あたしは別に撫でてほしいとか思ってないんだから──あっ、だめ、弾はじけ、弾けないで（パアアアン！）もうやだぁぁぁあああ！」

「もぉぉぉおまえ何なの、噓つかないと死ぬの!?」

「み、ミア、泣かないで、泣かないで！」

「ねークロぉ、眠ねむい～」

　こうしてカオスな夜は賑にぎやかに更ふけていくのであった。




「問題は、これからどうするか……」

　クロノスとシルフィーは、ひとけのない食堂で途と方ほうに暮れていた。ミアはライアを連れてお風ふ呂ろに行った。今頃部屋で髪を乾かしている頃か。そう、問題はその部屋──

　頭を抱かかえるクロノスに、ベルがあっけらかんと提案した。

「四人で寝ればいいじゃないですか！」

「そう簡単に言ってくれるがなぁ」

　ミアは「あ、あたしは別に、あんたが一いつ緒しよでもいいわよ。ただし、変なことしたら許さないからねっ！」と案外あっさり承しよう諾だくしてくれた。ライアはもともと頓とん着ちやくしなさそうだ。

「かと言って、やっぱり嫁よめ入いり前の娘むすめと男が一緒の部屋で寝るのはなぁ……俺とシルフィーだけ別の部屋で……しかしそれもなぁ……余計にアウトな感じが……」

　悶もん々もんと額を覆おおっていると、シルフィーが身じろぎしていることに気付いた。

「どうした？」

「こんな時にごめんなさい。やっぱり、あの……どうしても、お風呂に入りたくて……」

「……──！」

　数十分後、クロノスは脱だつ衣い所に座り込んでいた。

　ぼんやり透すける磨すりガラスの向こう、浴室に突っ込んだ腕うでの先からはぱしゃぱしゃと水音が聞こえてくる。

　い、いいいいい今、この向こうでシルフィーが……っ！

　扉とびらの先に意識を持って行かれそうになり、ぶんぶんと首を振ふる。いやだめだ、何も考えるな！　俺は今ただのオブジェ、なんかすごい邪じや魔まくさいオブジェ……！

　──と、指先に何か温かなものがふにっと触ふれた。

「ふぅおおおおっ!?」

「きゃっ!?　あ、ご、ごめんなさいっ！」

　アイエエエ!?　柔やわらかい！　何!?　今の何が触れたの!?　大だい丈じよう夫ぶだ落ち着け、平常心を保て！　羊が一いつ匹ぴき、羊が二匹！　三時のおやつはジンギスカン！

　無心で羊ラム肉を唱えていると、浴室から小さな声がした。

「あの、上がります……見ないでくださいね？」

「はい……！」

　固く目を閉じて俯うつむく。からからと扉が開く音がし、ほわりと温かな空気を肌はだに感じた。

　さらさらと衣きぬ擦ずれの音がして、繫つないだ手に柔らかなタオルや服が触れる。

「え、えと、袖を通すので……」

「え？　あ、ああ、ちょい待ってろよ……ふんっ！」

　これは脱ぬぐときも苦労したのだが、服を着ちやく脱だつする際にはどうしても一度手を離さなければならない。互たがいに全力でがんばればほんの一瞬だけ離れることは実証済みだ。

　クロノスは目を閉じたまま、全身全ぜん霊れいを賭かけて踏ふん張り──

「きゃっ!?」

「うおっ！」

　足が滑すべったのか、シルフィーがバランスを崩くずす。慌てて抱だき止めるも勢いを殺しきれず、二人はもつれ合うようにして倒たおれ込んだ。

「ってぇ……悪い、大丈夫か──[image: う゛]っ!?」

　薄うすく開いた視界に、桃とう源げん郷きようのような光景が飛び込んでくる。床ゆかにあでやかに散った髪かみ、うっすらと上気した頰ほお、艶つやめく肌、絡からんだ右手。そして左手に感じる、みずみずしい弾だん力りよく──

「しししし死んで詫わびますっっっ!!」

「いいえ!?　あ、あの、わたくしの方こそすみませんっ……!?」

　クロノスは速すみやかにシルフィーの上から降りると五体投地した。床で額を冷やしながら必死に今見た光景を払はらおうとするが、忘れようとすればするほど反はん芻すうしてしまう。その上石けんの香かおりがするし、繫いだ手は柔らかいし、今日という日は刺し激げきが強すぎる……！

　いいですよ、という恥はずかしそうな声に顔を上げると、寝ね間ま着きに身を包んだシルフィーが微笑んでいた。よほど急いで終わらせたのか、髪から水が滴したたっている。

「……濡ぬれてる」

「ぬ、濡れてませんっ！」

「いや濡れてるだろ明らかに。ちょい待ってろ」

　室内を見回して精せい霊れいの気配を探さぐる。数は少ないが、なんとかいけるか……。

　クロノスが指を鳴らすとふわっと熱風が舞まい上がり、シルフィーの髪を包み込んだ。

　シルフィーはぱちぱちとまばたきして髪に触れ、

「……乾かわいてます」

「手品だ」
















「あの、クロちゃん、こちらも」

「おう、そうだったな」

　同じように魔ま法ほうで乾かしてやると、シルフィーは尻尾しつぽを抱いて嬉しそうに微笑んだ。

「ふふっ、ふわふわ」

　無邪気な笑顔につられて思わず口がほころんでしまう。

「クロちゃんはお風呂、いいのですか？」

「あー。俺は明日あした、奇き病びようが治ってからでも入るよ──」

　言葉尻じりが口の中にかき消える。シルフィーが伸のび上がったかと思うと、首筋に鼻をすり寄せていた。

「……し、シルフィー？」

　人形のように精せい緻ちな美び貌ぼうが目と鼻の先にあり、ふんふんと微かすかな吐と息いきが首筋に当たる。洗いたての尻尾がぱたぱたと振られ──

「……あ、あー……今入った方がいいかな？」

「はっ!?　い、いいえ、そうではなくて……っ、ごめんなさい、つい……！」

　な、なにがついなんだろう……犬の習性的な……？

　うつむいたシルフィーの耳が、恥じ入るようにぴこぴこと動き、

「ふ、ひゃ、っはは」

「クロちゃん？」

「ちょ、し、シルフィ、耳、くすぐってぇ……っ」

「…………っ」

　顎あご下をさわさわと撫でている犬耳を押しやってなおも喉のどの奥で笑っていると、シルフィーは頰を染めてうつむいた。

　その尻尾がぱたた、と控ひかえめに振られ、

「く、クロちゃん、そんなふうに笑うんですね……」

「え？　……あ、ああ」

「……そんな子どもみたいな表カ情オ、初めて、見ました……」

「──！」

　素すを見せてしまったことが今さらのように照れくさくなって、クロノスは顔を背そむけた。

　距きよ離りが近すぎると、どうも無防備になって困る。それはシルフィーも同じだろうが……

　ふいに桜色の唇くちびるが、ふ、と吐息に似た笑みを零こぼす。

「……クロちゃんと手がくっついたのが、ミアなら良かったのに」

「…………」

　クロノスが顔を上げると、シルフィーは困ったように笑っていた。その淡あわい微笑みは、それこそ何かをこらえる子どものようで──

「……散歩にでも行くか」

　ぐい、と手を引いて歩き出す。

「えっ」

「今部屋に戻もどったって、どうせ眠れねぇだろ」

「で、でも、悪いです」

「誰だれにだよ？」

「…………」

　宿を出ると、月明かりを踏んで村はずれの丘おかを目指す。靴くつの下で、夜よ露つゆに濡れた草が柔らかな音を立てた。

「寒くないか？」

　シルフィーは「ええ」と微笑むが、その指は冷たい。

　クロノスは黙だまってマントを解くと、その肩かたに羽織らせた。

「……シルフィーさ、自分のことを後回しにするの、悪い癖くせだな」

「え？」

「たとえ自分が欲ほしいものがあっても、すぐ譲ゆずろうとする」

「そんなこと……」

　出会った時から感じていた。おっとりしていて大人びているように見えても、シルフィーは笑顔の下で、小さながまんを積み重ねる。

　クロノスは冷たく冴さえた月を見上げた。

　シルフィーの弓にはまだ、致ち命めい的てきな欠点がある。

　弓というのは繊せん細さいだ。体調、天候、精神状態。複雑な要素が絡み合って、一射に繫がる。

　シルフィーは優やさしい。優しいから譲ってしまう。それが長く続いて、いつもどこかに、幸せを享きよう受じゆするべきなのは自分ではないのだという気持ちがある。自尊心のなさは自信のなさ。そして自信のなさが弓に出るのだ。だからシルフィーの弓はふとしたきっかけで崩れやすい。

　いつだって遠慮してしまうシルフィーに、強引にでも寄より添そうためにこの手が繫がったのだとしたら──俺に出来るのはたぶん、少しでも自信を持たせてやることだ。

「ミアとライアのことが大切なのは分かる。けど、おまえだって世界に一人だよ」

「…………」

　返事はない。吐はいた息が夜の風に溶とけて消えるのを待って、クロノスは口を開いた。

「……だからさ、いけない子になっちまえよ」

「いけない、子？」

「そう。おまえはいつもいい子だけど……時には誰よりも自分を甘やかして、信じて、大切にしてやれ」

「……でも」

「おまえができないなら、俺がするけど」

「ど、どうやっ、て……」

「……こうやって」

　クロノスは木の下にシルフィーを座らせると、左手を伸ばし、耳の付け根に触れた。

「！　ダメです、クロちゃん」

　シルフィーは身をよじってクロノスの手から逃のがれようとするが、その尻尾は振れている。

「あ、あ……いけません……」

　普ふ段だんならば本気で嫌いやがっているのかもしれないと怖おじ気けづいているところだが、嫌ではないと主張してくれている尻尾を頼たよりに、強引にでも撫なで続ける。

「わ、わたくしなら大丈夫ですからっ……！」

「だめだ。おまえの大丈夫は信用しない」

「っ……！」

　シルフィーは真っ赤になって尻尾を振っていたが、やがて何かを振り切るように無理矢理クロノスの手を押しやった。

「だ、ダメなんです……だって……！」

「言ってんだろうが、いけない子になっちまえって」

「クロ、ちゃ……」

「あのな。おまえがミアやライアのことを心配してるように、あの二人だっておまえのことを想おもってる」

「！」

「だからさ、たまには自分を優先して……少しはあいつらに甘えてもいいんじゃねぇの」

「でも……」

　耳を伏ふせてうつむくシルフィーに、静かに告げる。

「──俺を射うったことなら気にするな」

「え？」

「あれはただの事故だ。おまえが気に病やむことじゃない」

「…………」

「ずっと気にしてたんだろ？　その、俺の自うぬ惚ぼれじゃなければ……俺の隣となりにいる資格がないって、自分を責めてたんだろ」

「クロちゃん……」

　星を映す夜明け色ヴアイオレツトの瞳ひとみに笑いかける。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺は頑がん丈じようだから。それに、おまえの腕うでは確かだ。俺はおまえを信じてる。──だからおまえも、自分を信じてやれ」

　握にぎった手に力が籠こもり、ぬくもりが流れ込んできた。

「もうがまんとか遠えん慮りよとか、いらないから。自分を信じて、めいっぱい甘やかしてやれ。自分のためが無理なら、あいつらや、俺のために。……できるか？」

　耳が痛くなるような沈ちん黙もくが続いた頃ころ、小さな頭がそっと肩にもたれかかった。

「では、少しだけ……こうしていてもいいですか……？」

「おう」

　ふわりと風が吹ふいて、石けんの香りが鼻び孔こうをくすぐる。

　二人言葉もなく、銀砂を撒まいたような夜空を見上げる。

　幾いく度どか星が流れ、シルフィーはいつの間にか静かに寝ね息いきを立てていた。

　不意に、キラーアントとの戦いで、かぼそく震ふるえていた手を思い出す。

　これで奇病が治ればクエストクリア、晴れて最終決戦に進出できる。が──

「……尻尾だけは、あってもいいかなぁ」

　普段は穏おだやかな微笑ほほえみの下に本心を隠かくし、どこか一歩退いているシルフィー。尻尾があれば、多少は何を考えているか分かってやれるのに。

　──あるいは、この手が繫つながっていれば──

　重なるぬくもりに、クロノスは静かに力を込こめた。










「お、遅おそかったじゃない！」

　すっかり寝入ってしまったシルフィーを抱だいて宿の階段を上がると、パジャマ姿のミアが部屋の前で待ち受けていた。

「……ずっと待ってたのか？」

「そ、そうよ。悪い？　その……あんたがシルフィーに変なことしてないかとか、うっかりドブにはまってないかとか……あと、悪いやつらに襲おそわれてないかとか……っ」

　クロノスは小さく笑った。頭を撫でてやりたいところだがあいにく両手が塞ふさがっている。

「心配してくれたんだな」

「っ！　ふ、ふん、別に心配なんか──」

「ちょい待て。また服が弾はじけてもいいのか？」

「う……」

「いい機会だから、素直になる練習だ。シルフィーのこと、心配だったんだろ？」

「っ、そりゃそうよ！　でも、シルフィーだけじゃなくて……」

　ミアはむっつりと口をつぐむと、部屋の扉とびらを開いた。

「とりあえず、入って」

「おいおい、まさか……」

「言ったでしょ。い、一いつ緒しよに寝てやってもいいって。ライアは先に寝てるから、起こさないように静かに入ってよね！」

　おそるおそる足を踏ふみ入れると、ライアが健すこやかな寝息を立てていた。

　その隣にシルフィーを横たえて布ふ団とんを掛かけ、自分は床ゆかに座る。

「……ベッドに入らないの？」

「入れるか！」

「ふーん……」

　ミアは口を尖とがらせていたが、やがてぺたんと隣に座り込んだ。

「おい？」

「何よ」

「まさかここで寝る気か？」

「そうよ、文句ある？　あんただってこのまま寝る気でしょ？」

「俺はいいんだよ、慣れてるから。でもおまえは違ちがうだろ。風か邪ぜ引きやすいんだし」

　けれどミアは小さな身体からだを頑かたくなに丸めて、どうやら動く気はないらしい。ため息をつきつつ、余っていたシーツをひっつかんでミアを包んでやる。

「……言っとくが、俺以外の男を簡単に寝しん室しつに誘さそうんじゃねぇぞ」

「……何よ、それ」

　これ、俺じゃなかったら襲われても文句言えねぇんだからな、ホント……。

　嘆たん息そくするクロノスなど知らぬげに、ミアは嬉うれしそうに口をむずむずさせていたが、ふと身をよじってそっとシルフィーの寝顔を覗のぞき込んだ。

「……シルフィー、元気出た？」

「ああ。ま、こいつのことだから、完全に吹っ切れるまでにはもう少しかかりそうだが」

　ミアは「そう」と目を細め、白い歯をこぼした。

「……ありがと」

「！」

　柔やわらかな笑みを向けられて、がりがりと頭を搔かく。自分のことは素直になれないくせに、仲間のためならこんな無む邪じや気きに笑うんだからなぁ……ま、そのあたりはシルフィーと似たもの同士か。

　夜のとばりは深い。シルフィーと繫いだ手は温かくて、すぐ隣にはミアの細い肩があって、ライアの寝息が耳をくすぐって……少女たちの気配ばかりが鮮せん明めいに感じられる。

　ふとミアが口を開いた。

「もうすぐ決勝戦ね」

「そうだな」

「……ねえ、強さって何かしら」

　ん？　と隣を見ると、ミアは闇やみにも光る金色の瞳で、じっと前を見つめていた。

「どうしたら強くなれるのかしら」

「そりゃ、一いち概がいには言えないが……おまえの場合は素す直なおになることだし、シルフィーの場合は自分を信じることかな。ライアは……よく考えることって言いたいが、そしたらあいつの良さが失われちまう気がするしなぁ」

　ミアはふふっと笑い、膝ひざに顎あごを乗せた。

「あたし、強くなるわ。大切な人を守れるように」

「そういや前もそんなこと言ってたな」

「この次は決勝戦……それに勝ったら、いよいよ最強勇者になれるのね」

「……最強勇者ってなぁ、そういいもんでもないぞ」

　本音をこぼしてしまってから、失言に気付く。「まるでなったことあるような言い方ね」なんて揶や揄ゆされるかと思いきや、意外にもミアは小さく顎を引いた。

「……最強って、てっぺんってことだもんね。誰だれもいないてっぺんは、寒くて孤こ独どくかも」

「…………」

　何気なく零こぼされたミアの言葉は、思いがけないほどに胸を衝ついた。

　言葉を失うクロノスの隣で、けれど少女はまっすぐに顔を上げて不敵に笑う。

「でもあたしにはライアとシルフィーがいるし！　……それに、その……あんたもね」

「！」

「あんたも、あたしの大切なひとリストに入ってるから……一応……」

　み、ミアがこんなこと言い出すなんて、雪でも降るのではなかろうか……!?

　クロノスはわけもわからず胸にこみ上げるくすぐったさをそわそわと持て余し、

「……こ、こっちの手なら空いてるぞ」

「は、はあ!?　誰があんたと手なんか繫ぎたいって──っ！」

　そこまで叫さけびかけて、ミアはハッと寝ね間ま着きをかき合わせて口をつぐんだ。ぷいと顔を背そむけて膝に顎を埋うずめてしまう。

　クロノスは怒おこらせちまったか、と苦く笑しようし──左手の指先にちょん、とミアの指が触ふれる。

「！」

　驚おどろいて見ると、ミアは床をきつく睨にらみ付けたまま、首まで赤く染め上げていた。

　シーツの下で指と指が重なり、慌あわてて離はなれ、またおそるおそる重なる。

　ためらいがちに触れてくるぬくもりがこそばゆくて、クロノスは目を細めた。

「……シルフィーも、おまえくらい分かりやすければいいのになぁ」

「な、何よそれ」

「ほら」

　不意を突ついて手を握ると、ミアが座ったままぴょーん！　と跳はねた。

「あっ、にゃ……！」

　まん丸に見開いた目でクロノスを見て、床を見て、天てん井じようを見て、まるで決死の覚かく悟ごみたいに目を固くつむり──きゅっと手を握り返してくる。
















「ね、ねえっ、あの……」

「ん」

「えと……ゆ、指……とか……」

　蚊かの鳴くようなリクエストに応こたえて指を絡からめて繫ぎ直すと、ミアは何かに耐たえかねたかのようにふしゅぅぅぅ、と丸まってしまった。

　ミアの心に共鳴したのか、優やさしくさざめいている精せい霊れいたちの気配に耳を澄すませる。

　意地っ張りなミアがこんなに甘えてくるなんて、奇き病びようも捨てたもんじゃないな。

「どうした、今日は素直だな」

「な、何っ？　なんか文句ある？」

　やっぱり素直と強ごう情じようのはざまで揺ゆれ動いているミアに、ついいたずら心が芽生えて。

　クロノスは喉のどの奥で笑って、そっとその耳元に唇くちびるを寄せた。

「──普ふ段だんのおまえも可愛かわいいけど、素直なおまえはもっと魅み力りよく的てきだよ、俺の姫ひめ君ぎみ」

「～～～ッ……──!?」

「なーんて、冗じよう談だん……」

　全身を覆おおう鳥とり肌はだに苦笑しながら身を起こすと、ミアはまるで限界を突とつ破ぱしたかのごとく真っ赤になった耳を押さえ、瞳ひとみを熱っぽく潤うるませていて。

「ジョ……ジョーダン……？」

「い、いや……冗談、じゃ、なくて……」

「……ッ～～～あ、あ、あ───あんたなんか大ッッッ嫌きらぁぁぁああい！」

「へぶっ！　待てミア、また服が弾け──っ！」

「ひ[image: に゛]ゃあああああああああ!?」

　クロノスの左頰ほおに平手が炸さく裂れつすると同時にミアの寝間着がぱーん！　と弾けて、即そく座ざに反対の頰にも鮮あざやかな手形が刻まれることになったのだった。










　翌朝、完成した聖水を木像に掛けると、村に掛かった呪のろいは見事に晴れ、一行は最終クエスト通過と相成った。

　村人はもちろん、村長も大事な木像を手放さずに済んで大喜びだ。

『おめでとうございます！　見事クエストをクリアしたナンバー96の皆みなさまには最終ステージに進んでいただきます！　一週間後までに、コロシアムまでお戻もどりください！』

　両頰に手形をつけたクロノスは、ボードの中で朝から骨付き肉にかぶりついているマオをしげしげと眺ながめた。

「どうでもいいけどあんた、いつも何か食ってんな」

『あははは、燃費悪くて～！　それでは、またお目にかかれるのを楽しみにしてます！』

　入れ替かわりにカグヤの顔が映し出されて、クロノスは鼻に獰どう猛もうなしわを寄せた。

「やれやれ。どうやら予想だにしない奇き跡せきが起こったようだな」

「カグヤ！　てめぇ……！」

「怖こわい顔をしてどうした？　顔をしかめたいのはこちらなのだが。まさかＳランクのわたしたちが決勝で君らのような素人しろうとと戦うことになるなど、とんだ大おお番ばん狂くるわせだ」

「他ほかの冒ぼう険けん者を使って妨ぼう害がいしておいて、よく言うぜ」

「なんの話だ」

　涼すずしげな顔にミアが指を突きつける。

「とぼけても無む駄だよ！　全部聞いたんだからねっ！」

　カグヤは肩かたをすくめると、三さん人にん娘むすめを見つめて冷れい徹てつな瞳で言い放った。

「こうなったら全力で来るがいい、低レベル冒険者。その思い上がった鼻っ柱、へし折ってやろう」

「それはこっちの台詞せりふです！」

「首を洗って待ってろよ！」

　カグヤがふんと鼻を鳴らし、ボードからかき消えた。

　無気力病から解放されたライアが「よーし！」といつにも増して意気込む。

「最強勇者の座まであと一歩だ！」

「卑ひ怯きような手を使う勇者には絶対に負けません！」

「気合い入れていくわよっ！」

　クロノスは気き炎えんを上げる三人娘を眺めた。

「……ほんと、耳と尻尾しつぽだけはあのままで良かったのになぁ……」

　犬耳の消えてしまったシルフィーの頭を名残なごり惜おしく見つめ──頰を叩たたいて気合いを入れ直す。

　ここから先は正しよう真しん正しよう銘めいの真しん剣けん勝負──ここまで来たんだ、絶対にこいつらを優勝させてやる！　神器を手に入れるのは俺たちだ！

　クロノスは晴れ渡わたった空を睨み上げて、決意を新たにしたのだった。








　第六章　自分を信じるって案外難しいけど、俺が信じるおまえを信じろって誰かが言ってた









『厳しい戦いを勝ち抜ぬいた二組の皆さま、おめでとうございます！』

　時刻は夕刻。外は真っ赤な夕日が差し染めていたというのに、一歩入ると、コロシアムは粘ねばるような闇に覆われていた。

「なんだ……？」

　見上げると上空には黒いもやが垂れ込めている。

「なんでしょうね、あの霧きり？」

「ああ。それに敗退者の姿がねぇな。解散したのか？　いや、それにしては……」

　不安げなベルと眉まゆをひそめるクロノスとは反対に、三人娘は元気いっぱいだ。

「いよいよ決勝戦ね！」

「絶対に負けないぞー！」

　かがり火に照らし出された会場は、観客たちの熱気でうだるようだ。

『さあ、この決勝戦でいよいよ最強の勇者が決まります！　見事に優勝した方には、最強勇者の称しよう号ごうとこれらの賞品、そして神器を差し上げます！』

　空を押し上げる大だい歓かん声せいの中、クロノスはやぐらの上でがなり立てるマオをにらみあげた。悪ふざけのようなクエストの内容、高度な魔ま術じゆつが施ほどこされたボード、大会の規模、神器というエサ……あの司会、いよいよキナ臭くせぇが……

『それではこれより決勝戦を行います！　両者、前へどうぞ！』

　コロシアムの中央に四人組が進み出る。その先頭に立つのは、言わずもがなＳランク勇者のカグヤであった。

「低ランクパーティーが、まさか生き残るとはな」

　その涼しげな相そう貌ぼうに、ミアがキバを向く。

「あんた、よくも卑怯な手を使ってくれたわね！」

「なんのことだ。わたしはただ、気にくわない奴やつらがいると独り言をこぼしただけだ」

「あなたがたのような卑ひ劣れつな冒険者には、絶対に負けません！」

　最後の戦いを目前にして、カグヤの仲間たちが獰猛な笑えみを刻む。

「ふん、生意気な。低レベルのザコどもめが……！」

　向こうは手て練だれの冒険者四人、こちらは駆かけ出しの勇者が三人。真っ向からぶつかれば勝負は一いつ瞬しゆんで決まるだろう。

　策はいくつかあるが、さて、どう切り出すか……。

「かかって来い、小こ娘むすめどもめ！　ひねりつぶしてやる……！」

　にらみ合う両者の間に、クロノスは「まー待てよ」とひょうひょうと割って入った。

「こんな観客がいるのにあっさり勝負がついたんじゃ、あまりに無ぶ粋すいってもんだぜ。Ｓランク四人に対して、ほんの駆け出し勇者三人っつーのはあんまりだ」

　戦士の男がやはりとばかりに口を歪ゆがめる。

「はん、まさかハンデをつけろなどと生ぬるいことを言い出すつもりではないだろうな？　獅し子しは兎うさぎを狩かるのにも全力を尽つくすという言葉を知らんのか」

「まさか。敵にハンデをくれなんて申し出るほど落ちぶれちゃいねぇよ。俺はただ単に、せっかくの大おお舞ぶ台たいなんだから対等に戦いたいってだけだ」

「だから手加減してもらおうなどというその考えが甘いと──」

　クロノスは肩をすくめ、

「──っつーわけで、俺も出ていいか？」

「……は？」

「クロちゃん!?」

　敵味方ばかりか、マオまでもが目を丸くする。

『ですが、あなたは──』

「そう。荷物持ちしか能のない下げ僕ぼくだよ。ただの一いつ般ぱん人だ。ただの一般人だが──」

　クロノスは会場を見み渡わたして宣言した。

「俺が出て、四対四。これでまあ、なんとか見られる勝負になるだろ」

「！」

「下僕、あんた……」

　言外に、たかが一般人が参戦しただけで埋まる程度の戦力差しかないとほのめかされ、カグヤのパーティーが一いつ斉せいに殺気立つ。

「きっ……キサマ、侮ぶ辱じよくするのも大たい概がいにしろォッ！」

　いきり立つ仲間たちを制したのはカグヤだった。

「……出しゃばるな、下僕風ふ情ぜいが。これは最強勇者を決める神聖な戦い、腰こし抜ぬけの一般人をかり出すわけにはいかない。いいだろう、そんなに対等な勝負を望むなら、そちらは小娘三人。そしてこちらは──わたし一人で十分だ」

　これでも対等と言えるかは分からないがな？　と目を細めるカグヤに、取り巻きが心得たように引き下がり、観客たちが雄お叫たけびを上げる。

「「「カグヤ！　カグヤ！　カグヤ！」」」

　クロノスはひとまず安あん堵どの息を吐ついていた。どうにか三対一に持ち込めた。それも三人娘の気位を傷つけることなく、向こうからの申し出で。

　さて、あとはこれだけ人目がある中でどうサポートして三人娘を勝たせるかだが……！

　めまぐるしく回転しようとするクロノスの思考を、細い手が押しとどめた。

「ミア……？」

「あんたはそこにいて。あたしたちのこと、見てて」

「！　だが……！」

「──助けてくれて、ありがと」

　思わず息を吞のんだ。普ふ段だんの三人娘なら、三対一などフェアじゃないと騒さわぎそうなものだ。しかしミアたちは、カグヤとの実力差を正しく理解している。理解した上で、戦いに臨もうとしている。そして──

　俺の思いすごしかもしれないが、こいつらもしかして、俺の意図を察してくれた……？

「…………」

　クロノスは唇くちびるを引き結ぶと、無言の内に引き下がった。すれ違ちがいざまシルフィーの肩を叩く。

　シルフィーもまた言葉もなく頷うなずき、カグヤに指を向けて宣言した。

「三対一──そのお言葉、後こう悔かいしないことですね！」

「もとより、負ける気などない」

　両者、武器を構える。

　クロノスはグッと眉み間けんにしわを寄せた。三対一に持ち込めたのは奇き跡せきだ。それでもＳランクの称号は伊だ達てではない。果たして勝てるかどうか……──！

『ルールは簡単、互たがいに全力を尽くして戦い、勝者が優勝！　それでは──試合開始！』

　かがり火が爆はぜると同時、ライアとカグヤの剣けんがぶつかってギィン！　と金属音をまき散らした。舞まうようなカグヤの連撃を、しかしライアは紙一ひと重えで受け流す。

「なかなかやるな！」

「そっちこそ！」

　両者大きく跳とんで離はなれ──刹せつ那な、矢の雨がカグヤ目がけて飛来した。

「ぬるい！」

　カグヤの剣が一いつ閃せんし、襲おそい来る矢をことごとく払はらい落とす。

　あまりに意味を成さない援えん護ごに嘲ちよう笑しようと野次が飛んだ。

「おい弓矢、どこ狙ねらってんだぁ！」

「タイミング遅おせぇぞ、へたくそ！」

　シルフィーの矢勢がいったん収まると同時、カグヤの背後にまわっていたライアが斬きりかかる。死角からの攻こう撃げきを、しかしカグヤは難なく受けた。

　四、五合剣けん戟げきの音が響ひびき、すさまじい剣勢にライアがはね飛ばされる。

「うわっ！」

「終わりだ！」

　トドメを刺さそうと繰くり出された切っ先を、ライアは飛び起きざま横よこ薙なぎに払った。そのまま斬り合いに持ち込むと思いきや、即そく座ざに離り脱だつして間合いから逃のがれる。

「腰が引けたか、臆おく病びよう者め！」

　カグヤが追撃しようと身を屈かがめ──

「お願い、精せい霊れい！」

「！」

　カグヤが飛び退のいた直後、それまでカグヤがいた場所から極ごく彩さい色しきの紙し片へんが舞い上がった。

「紙かみ吹雪ふぶき!?」

　ミアのオリジナル魔法に、観客たちから笑いが巻き起こる。

「なんだあのおめでたい魔法は！　あんなん初めて見たぞ！」

「あの弱小パーティー、ふざけてんじゃないの!?　カグヤさまぁ、やっちゃってぇ！」

　観客の声援を一身に受けて競技場を駆け抜けながら、カグヤは微かすかに笑みを刻んだ。

「ハッ、三人がかりでこのザマか！　よくも最強になるなどと大口を叩たたけたものだな！」

　カグヤは三人の連れん携けいとも言えない単調な攻撃を完全に見切っていた。

　無む軌き道どうな矢が足あし下もとを穿うがち、力任せの剣が宙を薙ぐ。カグヤを追ってカラフルな竜たつ巻まきが二本、三本と立ちのぼっては消え、競技場はたちまちの内に紙吹雪に埋め尽くされた。

「変わった魔法だが、バカのひとつ覚えだなァ。腰の剣はお飾かざりのようだし」

「射手だってあんな殺気放ってたんじゃ、当たりようがないぜ」

「あの赤あか髪がみの剣士、逃にげ足ばっかり早いな！　さすがは低レベル、下策の手本を見せてもらったぜ！」

　──違う。

　野次で割れんばかりの会場の中で、クロノスはただ一人拳こぶしを握にぎった。

　あれは……あの魔法はいつもミアがまき散らしている、所構わず暴発する魔法とは訳が違う。ミアはおそらく、あえて魔法の範はん囲いを絞しぼっている。

　ライアは一見すると腰の引けた接近離脱を繰り返しているが、本来ならばもっと粘れるはずだ。

　そして普段は穏おだやかなシルフィーが放つ、肌はだがひりつくような殺気。




　──ライア、機動力をいかせ。

　──ミアは効果と範囲を意識して。

　──いいかシルフィー、気配を使い分けろ。




「ご主人さま、あれは……」

　胸ポケットのベルに、クロノスは「ああ」とかすれた声で頷いた。

　あいつら……俺の教えを体現しようとしている……？

　不意に耳の奥で、女め神がみの声が蘇よみがえる。

　──でもクロノスちゃんの声、案外ちゃんと届いてると思うよ？

「……！」

　言いしれぬ高こう揚よう感かんに心臓が脈打つ。我知らず、握った拳に力が籠こもった。

　少しずつ言い聞かせてきたことが、今、少女たちの中で形になろうとしている……！

　機械のように決まり切った三人の攻撃を、カグヤは踊おどるようにかわす。

「ふん、こんなものか。残念だったな、最強勇者になるのはわたしだ！」

　一気に攻勢に出ようとしたカグヤに、ミアが手をかざす。

「食らえっ！」

「無む駄だだ！」

　定石どおりカグヤが大きく跳び退しさって着地した、刹那──カグヤの眼前に膨ぼう大だいな紙吹雪が舞い上がった。色とりどりの紙が壁かべとなって視界を遮さえぎる。

「な……っ!?」

　初めてカグヤの視線が泳いだ。だが広範囲の魔法に驚おどろいたのも一いつ瞬しゆん、瑠る璃り色いろの両眼を紙吹雪の奥に据すえる。

「──そこか！」

　一瞬映った影かげを迎げい撃げきすべく身構え──が、紙吹雪のまっただ中から飛び出してきたのは、剣を構えたミアであった。

「覚かく悟ごしなさいっ！」

「剣!?　飾りではなかったのか!?」

　しかしその頼たよりない構えを見て、瞬時に陽動だと判断を下す。

「こっちは囮おとり……本命はあの剣士か！」

　カグヤはミアの頼りない打ち込みをあしらいながら、己おのれの周囲に全神経を集中させ──

「うぉぉおおおおおっ！」

　横合いから飛び込んできたライアを迎むかえ撃うつ。

「やはり！」

　読み通りの展開に会心の笑えみを刻みつつ、溜ためていた力を全身全ぜん霊れいで叩き付ける。腰の入った剛ごう撃げきが、ライアの手から剣をはじき飛ばした。

「多少は頭を使ったようだな！　だが甘いわッ！」

「う、あっ……！」

　ライアの顔が歪ゆがむのを見て、勝ちを確信する。

「どんなに策を弄ろうしたところで、しょせんは低レベル！」

　あとは魔ま法ほう使つかいを潰つぶせば──カグヤが視線を戻もどすより早く、ミアが剣を放ほうり上げた。

「ライア！」

　いつの間にか背後に移動していたライアがそれを空中でつかみ取る。

「っ、な……!?」

「おおおおおおおおおッ！」

　頭上から振ふり下ろされた一撃を、カグヤはとっさに鍔つば元で受けた。が、

「重い……ッ!?」

　それまでの打ち合いがまるでお遊びだったかのように、粘ねばりのある一撃一撃が骨まで痺しびれさせる。これまでのはフェイク、こっちが本来の太た刀ち筋すじだというのか……!?

「くそっ、調子に……乗るなッ！」

　力任せに押し切り攻勢に転じようとした瞬間、一条の矢がカグヤの頰ほおをかすめた。

「な……!?　どこから……!?」

　それまで放っていた殺気が噓うそのように、見えない敵が正確に矢を射かけてくる。ライアの剣を返しながら気配を読もうにも、味方だったはずの歓かん声せいがわずかな手がかりをかき消した。

「くそ、小こ賢ざかしい……！」

　カグヤは矢と剣の乱らん舞ぶから思わず後ずさり──足下から紙吹雪の竜巻が吹ふき上がった。

「ッ!?　こ、の……落ちこぼれ冒ぼう険けん者どもめが……ァっ！」

　かろうじて開いた視界に映ったのは、地を舐なめるように突つっ込んでくる赤髪の剣士の姿。

「おおおおおおおっ！」

「つけ上がるな！　その鼻っ柱、へし折ってくれるわぁぁああああッ！」

　返り討うちにすべく地を蹴ける。両者の剣が風を巻いて唸うなり、

「シルフィー！」

　遠く、探し求めていた最ク強ロのノ男スの声が聞こえた気がしたと思った次の瞬間、

　──カァン！　という音が響いて、狙い澄すまして突き出したはずの剣が、ブレた。

「ん、なっ……!?」

　一瞬遅おくれて、刀身を矢で弾はじかれたのだと気付く。

「そんな……馬ば鹿かな……！」

　とっさに走らせた視線がとらえたのは、自分をまっすぐに睨ねめつける夜明け色の瞳ひとみ──

「まさか──狙ったというのか、この一瞬を!?」

　刹那、ぴたりと狙いを定めた少女の全身から殺気が迸ほとばしった。そのすさまじさに一瞬足が竦すくみ──

「これで終わりだぁぁああああああ！」

「──！」

　体勢を立て直す暇ひまさえなかった。我に返った時には、刀身のど真ん中に速さと重さの乗った一閃が打ち込まれていた。痺れた手から剣が叩き落とされる。

　勢いを殺しきれずたたらを踏ふみ──のど元に、眩まばゆく輝かがやく切っ先が突きつけられた。

「っは……！」

　コロシアムに静せい寂じやくが降りる。

「私たちの、勝ちだ！」

　ライアの宣言が響き渡わたって、クロノスはようやく詰つめていた息を吐はき出した。

「やった！　やりましたよ、ミアちゃんたち！」

「ああ……ああっ……！　ハラハラさせやがって……！」

　観客たちからぽつぽつと声が上がる。

「あ……あのカグヤが、負けた……？」

「駆け出しの小娘どもがＳランクに勝ったのか……？」

　切っ先を突きつけられたまま、カグヤが顔を歪めた。

「そ、そんな、ハズは……！　まだだ！　誰だれか、剣けんを！　わたしの剣を──！」

　その震ふるえる声を遮ったのは、恍こう惚こつと上うわ擦ずった不協和音であった。

《ああ、いいですねぇ……おいしそうだ……もう、もう我が慢まんできぬ……！》

　その異様な響きに会場が凍こおり付いた刹せつ那な──黒い閃せん光こうが走り、カグヤがはね飛ばされていた。華きや奢しやな身体からだが壁に叩き付けられる。

「ぐ……!?」

「カグヤ！」

　何が起こったのか分からず誰もが動けない中、クロノスはカグヤに駆かけ寄って抱だき起こした。

「カグヤ、しっかりしろ！　カグヤ！」

「カグヤさん!?」

　ミアたちも駆け付ける中、クロノスは細い肩かたを揺ゆすり──その動きが縫ぬい止められたかのように止まった。クロノスの周囲で闇やみ精せい霊れいが火花となってばちばちと騒さわぎはじめていた。

　この、気配は……──！

《キシ……キシシシ……》

　耳みみ障ざわりな不協和音に振り返る。

「あれは……！」

　ミアたちが息を吞のみ、手負いのカグヤを庇かばうように身構えた。

　競技場の中央にたたずむマオ。今やその全身が黒く変色していた。背中が大きく盛り上がり、皮ひ膚ふを突き破って生えたのは、鋭するどいかぎ爪づめを宿した八本の脚あしだった。下半身が見る間に崩くずれ、弾はじけ、膨ぼう張ちようしていく。

　悪夢のような光景の中であらわになったのは、上半身はしなやかな女の身体、そして下半身には蜘く蛛もの装そう甲こうを持つ、黒くおぞましい怪かい物ぶつであった。

「ご主人さま、あれは……！」

　ベルの後を引き継ついで、シルフィーがかすれた声を上げる。

「魔ま族ぞく……！」

《やれやれ、本当は別の目的があったのじゃがのう、どうやら果たせそうにない。……じゃが人間どものバカ騒ぎ、楽しませてもらったわ》

　服の残ざん骸がいを脱ぬぎ捨て、蜘蛛女はキシシ、と歯を鳴らして嗤わらった。

《我が名は四天王が一、アラクネ。いずれ来たる魔王さまの、一の側近になる者じゃ》

「四天王……!?」

　クロノスの脳内で、止まっていた思考が弾ける。いずれ来たる!?　どういうことだ、やはり魔王はまだ復活してねぇのか……！

「なっ……魔族!?　人間に擬ぎ態たいしていたのか!?」

「そ、そんな魔族聞いたこともないぞ……!?」

　ようやく事態を飲み込んでうろたえるカグヤの仲間たちを、アラクネが恍惚と見み遣やる。

《キシシシ！　妾わらわの糧かてとなること光栄に思うがいい、巣にかかった哀あわれな人間どもよ！》

　アラクネが指を鳴らすと同時、頭上を覆おおっていたもやが晴れた。

「な、なんだこれは……!?」

　血のような夕日に照らされたのは、蜘蛛の巣に搦からめ捕とられた敗退者たちの姿であった。

「う、う……」

「助け、て……」

　その異様な光景に、いまやコロシアムそのものが巨きよ大だいな巣と化していることを誰もが理解し──それまで熱ねつ狂きようしていた観客の姿が蜃しん気き楼ろうのように揺らぎ、ふっとかき消えた。

「！　観客が！」

「幻げん術じゆつだったのか……!?」

　蜘蛛女の放つ瘴しよう気きに呼応して、クロノスの魔力がばちばちと暴走をはじめようとする。

　っ……闇精霊の騒ぎかたといい、この大規模な幻術といい……前回戦った牛ご頭ず人身の魔族、あれもＳ級以上だったが、この女はそれすら凌しのぐ……！

《想おもい人に会えなかったのは無念じゃが、こうして数年ぶりの食事にもありつけることだしのう。子どもの肉も美味じゃが、なにせ妾は活いきのいい冒険者が大好物でな》

　不気味な哄こう笑しようがコロシアムを震わせる。

　クロノスの腕うでの中で、カグヤが身じろぎした。

「っこの……化け、物、が……ッ！」

「よせ、カグヤ！」

　しかしカグヤはクロノスの腕を振り払はらい、剣を拾い上げるや蜘蛛女へと斬きりかかった。

「食らえ、化け物！　わたしが相手だ！」

「カグヤさんっ！」

　今にも飛び出そうとする三さん人にん娘むすめを押しとどめる。

「待て、無茶だ！」

「でも……！」

　蜘蛛女はＳランク勇者の急きゆう襲しゆうを悠ゆう々ゆうと迎むかえ撃うった。

《キシシシシ、威い勢せいのよい餌えさじゃのぉ！》

　烈れつ風ぷうのように斬り込むカグヤを、かぎ爪のついた八本の脚が弄もてあそぶ。猛もう攻こうの中、カグヤの象ぞう牙げ色の肌はだに細かな傷が増えていく一方で、魔族の硬こう皮ひは刃やいばを残らずはじき返した。

「う、ぐ……！」

　二本の剛撃をかろうじて受け止めたカグヤ、その死角で沈ちん黙もくしていた脚がざわりと蠢うごめく。

　クロノスは舌を打つなり柄つかに手を掛かけ──カグヤのうなじめがけて一いつ閃せんされたかぎ爪を受け止めたのは、ライアの剣だった。

「ライア！」

「くっ……！」

「お、おまえ……っ!?」

《キシシ、生意気な！》

　アラクネが力任せに脚を薙なぎ、ライアが地を滑すべった。

「う、わっ！」

「！　この……！」

　カグヤが攻こう勢せいに出ようと膝ひざを矯ためた瞬間、すくい上げるように襲しゆう来らいした脚がカグヤの脇わき腹ばらを殴おう打だし、細身の身体が軽々と舞まっていた。

「あっ、ぐ……!?」

「チッ！」

　地面に叩たたき付けられそうになったカグヤをすんでの所で抱だき止める。

「カグヤ、おい！　目を開けろ！」

　腕の中で、カグヤがうっすらと眼を開く。

「……クロ、ノス……？」

　頰に差しのべられた手が、ふっと力を失った。

「カグヤ！　くそっ……！」

　クロノスは立ち上がり、呆ぼう然ぜんとしているカグヤの仲間たちにカグヤを託たくした。

「逃にげろ！」

「だ、だが……！」

「分かるだろ！　まともに戦って勝てる相手じゃねぇ！」

「っ……！」

　冒険者たちは唇くちびるを嚙かみ、カグヤを担かついでコロシアムを後にした。

「おまえらも！」

　振ふり返ったクロノスに、しかしミアたちは頑かたくなに首を振った。

「いやよ！　あいつ、ここに捕つかまっている人たちを食べるつもりでしょ!?」

「こんな怪物、野放しにしておけないぞ！」

「わたくしたちは救世主なのですから！」

「いいから逃げろ！　こいつは格が違ちがう──」

　クロノスは声も嗄かれよと吠ほえ──黒い疾しつ風ぷうが突つっ込んできた。

「っぐ……！」

「クロちゃん！」

　全身を壁かべに叩き付けられ、骨が軋きしむ。

《キシ……キシシシ……》

　かぎ爪をかろうじて押しとどめた剣がぎちぎちと鳴った。

　真しん紅くの両眼が舐なめるようにクロノスを覗のぞき込む。

《貴様、やはり変わったにおいがするのう？　人の皮を被かぶってはいるが、中には我らと同じモノが詰まっておる》

「ッ……な、にを……！」

《どれ、おぬしの中に何が巣食っておるのか、その皮食い破ってやろう》

　真っ赤な口内が開かれて、甘い吐と息いきが香かおり──

　アラクネの横っ面つらにパァンッ！　と風の塊かたまりがはじけた。

「下げ僕ぼくから離はなれなさい、蜘蛛女！」

　敵の注意が逸それた一いつ瞬しゆん、クロノスは自分を押さえつけていた脚を一気に押し返してその毒どく牙がから逃のがれていた。

　アラクネは跳とび退しさってキシシ、と歯を軋らせて笑う。

《小こ癪しやくな小こ娘むすめが……！》

　刹那、アラクネの全身から黒い霧きりが噴ふき出した。

「っ!?　何よ、この霧っ！」

　どろりと粘ねばる霧はたちまちのうちにコロシアムを覆い、幾いくたび払っても蟲むしのように押し寄せては視界を遮さえぎった。

「クロちゃん!?　どこですか、クロちゃん!?」

　クロノスはかすむ視界にかろうじてアラクネを捉とらえながら叫さけんだ。

「待て、動くな！　こいつは俺が……！」

《バカ騒ぎで楽しませてくれた礼じゃ。一息にとどめを刺さすなどと無ぶ粋すいなまねはせぬよ……悲鳴と絶望を堪たん能のうしながら、一人ずつゆっくり喰ろうてやろうぞ！》

　アラクネは獰どう猛もうな笑えみを刻むと、ミアに向かって指先をかざし──

　──ッ、やるしかねぇ！

「待て、こっちだ！」

　クロノスは地を蹴けると同時、右みぎ腕うでに全魔力を流し込んだ。腕に暗い火花が散り、大たい剣けんから漆しつ黒こくの炎ほのおが噴き上がる。

　アラクネの両眼が大きく見開かれた。

《ッ、その力は……!?》

「っ、るぁぁぁあああああ！」

　横よこ薙なぎに一閃した剣がかぎ爪と嚙み合い、耳みみ障ざわりな音をまき散らす。

「っく……！」

　魔ま剣けんをこうもあっさり受け止めるとは、やはりこいつただの魔族とは次元が違う……！

　アラクネはどこか呆然とクロノスを見つめていたが、やがてその顔が愉ゆ悦えつとも憧どう憬けいともつかない表情で歪ゆがんだ。

《おお……！　おお、そうか、そなた、あの時の……見事に芽め吹ぶいたか、そうか……！》

　なまめかしい女の腕が伸のびてきて、頰ほおをなでさする。

「ッ、何を……っ！」

《アア、なんと歪いびつで美しい……会いたかったぞえ……！　キシシ、もはや小娘なんぞにかかずらっている暇ひまなどないわ！》

　アラクネの背中が盛り上がったかと思うと、皮ひ膚ふを破って大量の子こ蜘ぐ蛛もがわき出した。

《待たせたのう、我が子どもたちよ！　待ちに待った食事の時間ぞ！　活きのいい小娘どもを、骨も残さず喰ろうてしまえ！》

「くっ！」

　とっさに身を翻ひるがえし、四方に散る子蜘蛛たちに追いすがる。魔剣で突き、斬り、なぎ払うが、討ち漏もらした何匹ひきかが霧の中へと消えていった。

「ミア、ライア、シルフィー！　気をつけろ！」

《アァ、愉ゆ快かい、愉快！》

　しわがれ声が遠ざかっていく。

「待て、蜘蛛女ァ！」

　剣を構え、黒い影かげを追う。キシシシという音を頼たよりに階段を駆かけ上がると客席に飛び出し──

「ッ！」

　細長い影が襲来して、ギィンっ！　と黒い火花が弾はじけた。

《キシシ、今の攻こう撃げきを防いだか、さすがじゃ。そうでなくては器うつわはつとまるまいて》

「てめぇ、さっきから何を……！」

　こいつ、妙みように俺に執しゆう着ちやくしやがる……だがいい、このまま注意を引き付けて……！

　ここに至って、クロノスの心を占しめているのはあの三人の姿であった。この本体さえ倒たおせば、子蜘蛛たちも消え去るはずだ……！

《さァて、ではこれはどうかな……？》

　アラクネは弾はじかれたかぎ爪づめに愛いとおしげに舌を這はわせ──八本の脚あしが代わる代わるクロノスに襲おそいかかった。

　カマイタチにも似たその猛攻を、大剣で弾き、振り払い、あるいは叩き落とす。

「ぐっ……！」

　迫せまる脚を弾き返すさなか、視界の端はしで何かが動き──考える前に、とっさに首をよじっていた。

　首を刎はねようと死角からすくい上げられたかぎ爪を、文字通り食い止める。

《ほう、やるではないか！》

　アラクネの目がますます陶とう然ぜんと歪む。

　不気味に蠢くかぎ爪をぺっと吐はき出して、クロノスは吠えた。

「くたばりやがれぇぇぇえええ！」

　がきりとかみ合った爪を強引に弾き飛ばし、剣を一閃させる。

《なんの……っ！》

　アラクネが脚で防ごうとするが、防御ガードに回った脚すら巻き込み、肉厚の刃が魔ま族ぞくの脇腹をとらえた。そのまま力任せに振り抜ぬく。

「うるぁああああああああ！」

　巨きよ体たいが吹ふっ飛び、砂すな埃ぼこりを上げながら石段を滑った。客席の一部ががらがらと崩くずれる。

　土つち煙けむりの中、アラクネはゆっくりと身を起こし──しかしその毒のように真っ赤な唇を縁ふちどるのは、この上ない法ほう悦えつであった。

《キシ、シ……よくぞ……よくぞここまで……！》

「！」

　かぎ爪が石を跳はね上げ、霧を巻き上げて突っ込んでくる。クロノスは後方へステップを踏ふみながら、流れるような連撃をことごとく弾き返した。

　渾こん身しんの力で振り下ろされた脚をガキリと受け止める。

　向かい合った眼前、アラクネの口がシュゥゥ、と不気味な音を発し、

「ご主人さま！」

　胸ポケットから飛び出したベルがアラクネの視界を覆おおった。

《ええい、小こ賢ざかしい！》

　乱暴に振り払はらわれて、ベルの小さな身体からだが床ゆかに叩きつけられる。

「っ、あ……！」

「ベル！」

　ベルに気を取られた一瞬──横様に振り抜かれた脚が、脇腹に食い込んでいた。

「あ、ぐ……ッ！」

　よろめいた身体が、はるか下の競技場にぐらりと傾かしぐ。

「ッ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、左手一本で手すりにぶら下がると、そのまま身体を持ち上げようとし──

「っぐ、あァ……!?」

　顔に鉄臭くさい液体が降り注ぐ──手の甲こうに、黒いかぎ爪が深々と突き立っていた。

「っは、[image: ぁ゛]……！」

《アア、良い、良いぞ……まさかここまでとは……なんと見事に芽吹いたものよ。このような祭りを仕し掛かけた甲か斐いもある……！》

　身動きを封ふうじられたクロノスに巨きよ大だいな蜘蛛が覆い被さり、キシ、キシ、と鳴く。

　底の見えない真っ赤な深しん淵えんがクロノスを覗き込んだ。

《いいことを教えてやろう、人の子よ──そなたにその力を与あたえたのは妾わらわじゃよ》

「っ……な、っ……!?」

《忘れたか？　五年……いや、六年前か。確か雨の日じゃったなァ。妾の食事を邪じや魔ました、生意気なわっぱがおってのう。確かちっぽけな小娘をかばい、妾に戦いを挑いどんできたのじゃ……そう、ちょうど今のように……》

　尖とがったかぎ爪が愛あい撫ぶのように背中をなぞり上げ、やがて左ひだり肩かたに辿たどりつく。

「っ……！」

《その小こ僧ぞう、齢よわいわずかにして最強の勇者などともてはやされておってなァ。四精せい霊れいの庇ひ護ごを受けた、不思議な力を持つ──そして同時に、最強が故ゆえの虚ウツロを抱かかえた哀あわれな子どもじゃった……。だから、妾が種を打ち込んでやったのじゃ……》

　鋭するどい痛みが左肩を杭くいのように穿うがち、壁に縫ぬい止める。

「っ、ぐ……！」

《しかし随ずい分ぶんと肥え太らせたものじゃ。並みの人間ならばとっくに吞のまれているものを……今は飼い慣らしているようじゃが、その力、使えば使うほどに身を蝕むしばむぞえ……》

　視界が明めい滅めつする。アラクネの言葉はもはや意味を成さなかった。粘るような声が虚むなしく自分の中を通り過ぎていく。ただ三人のことだけが気がかりだった。

　ミア、ライア、シルフィー……頼たのむ、無事でいてくれ……！

「っ……は、なし、やがれ……っ！」

　かぎ爪を引き抜こうともがく度たびに、右手にぶら下げた大剣が虚しく火花を散らす。

《どれ、そなたを人に繫つなぎとめておるその鎖くさり、引きちぎってやろうぞ……》

　そして三本目のかぎ爪が、脇わき腹ばらにめり込んだ。




　ライアは息を切らせて競技場を駆けていた。

「クロ！　クロ、どこだ！　返事をしろ！」

　霧のせいでよく見えなかったけれど、たぶんあの蜘蛛はクロノスを狙ねらっている……！

　不意に足が取られる。見下ろすと黒い糸が絡からみ付いていた。

「くっ……！」

　群がってくる子蜘蛛たちを振ふり払い、追い散らし、必死に糸を断とうとするが、

「斬きれないっ……！」

　粘る糸に焦あせりばかりが募つのる。

　闇やみ雲くもに剣を振り下ろそうとして、ふとクロノスの言葉がよみがえった。

　──むやみに剣を叩たたき付けるな。こんぼうとは違ちがうんだ。

　ライアは息を吸った。柄つかを握にぎりしめていた指をほどき、

「……刃はを意識して、斬る！」

　たいした力もなく振り下ろされた剣は、簡単に糸を両断していた。

「やった！」

　残ざん滓しをふりほどき、黒い霧きりの中で耳を澄すませる。

　途と切ぎれ途切れに届いてくる声はひどく遠い、たぶんクロノスはいま、ライアの剣では届かない場所にいる。

「クロを助けなきゃ……！」

　だがどうやって。霧で何も見えない。自分の剣は届かない。

　呼吸を整えながら、じっと手のひらを見つめる。

「私……私の強みは機動力……」

　でも何も見えない今、どう活いかせば──

　そういえば、クロノスは他ほかにも何か言っていなかったか。目を閉じて耳を傾かたむける。

　──戦せん況きようを見み極きわめろ。おまえの機動力なら仲間のサポートにまわることもできる──

　ライアはぎゅっと拳こぶしを握り、顔を上げた。




「下げ僕ぼく、どこなの！　下僕！」

　返事はない。ミアは胸むな元もとを押さえた。薄うす闇やみに苦しげな声が反はん響きようするたびに身を引き裂さかれる思いがした。

　霧の中から何かが飛び出してきて、とっさに身を伏ふせる。

「くっ……！」

　着地した子蜘蛛がかさかさと向き直った。気がつくと無数の子蜘蛛に包囲されていた。

「お、落ち着いて……できるわ。そうよ、効果を意識して……っ！」

　ミアが手を振り上げると同時、土の槍やりが突つき上がった。串くし刺ざしにするはずが、子こ蜘ぐ蛛もたちははね飛ばされるだけでダメージを受けた様子はない。

　思わず唇くちびるをかんだ。ただのモンスターではない。一体一体が魔族級の硬こう皮ひを宿している。

　ならば──！

　ミアは剣けんを引き抜いた。

「答えて、精霊──精霊剣ミラージユ・エツジ！」

　光が渦うず巻まき、刀身が白銀の輝かがやきを宿す。

　子蜘蛛がシャァっ！　と叫さけんで飛びかかり──振り抜いた刃が硬皮を両断した。

「やった……！」

　だがあの蜘蛛女は、そしてクロノスはどこにいるのか。どうしたら助けることができるのか。あれが普ふ通つうの魔族とは違うことはミアにも分かった。

「──不意を突くしかないわ……！」

　一いつ瞬しゆんの隙すきさえ作れば、あいつはきっと……！

　じっと耳を澄ませる。どこにいるかも分からない敵。そしてこの霧。蜘蛛女の不意を突くため、自分は……自分たちはどう動くべきか──

　ミアは顔を上げ、地を蹴けった。




　シルフィーは霧の中をさまよっていた。霧に反響する悲鳴が鼓こ動どうを早める。

「クロちゃん、どこ……！　どこなのです……！」

　踏み出した足に糸が絡みつき、倒れ込む。

「きゃ!?」

　霧の向こうにいくつもの赤い目が瞬またたいた。子蜘蛛たちが距きよ離りを詰つめてくる。

「っ……！」

　シルフィーは震ふるえる手で弓を構え──

「シルフィー！」

「ライア!?」

　駆かけ付けたライアは子蜘蛛を弾はじき飛ばし、シルフィーに絡み付いた糸を断ち切った。

「頼む、クロを助けてやってくれ！　シルフィーにしかできないんだ！」

「っ！　ですが、この霧では……！」

「大だい丈じよう夫ぶ、あとはミアが来れば……！」

　辺りを見回すライア、その足あし下もとで影かげがうごめき、

「ライア、後ろ──」

　飛びかかってきた子蜘蛛を、炎ほのおの球が吹き飛ばした。

「ミア！」

　霧の中から現れたミアは、油断なく辺りに目を配りながら駆け寄ってきた。

「作戦を考えたわ、蜘蛛女の不意を突くの！　勝負は一瞬よ──シルフィー、お願いできる？」

「ですが、こう敵に囲まれていたのでは……霧だって……！」

「任せて、あたしとライアで道を作るわ！」

　シルフィーは震える手を見下ろした。できるだろうか、自分に。これはいい子の試合ではない。クロノスの……ミアとライアの命を賭かけた、本物の──

　ふと、ミアが笑った。

「大丈夫よ、シルフィー。どうか自分を信じて」

「！」

　ライアが背中を叩く。

「シルフィーならできるよ、そう信じてる！　子蜘蛛のことなら任せて、私が盾たてになる！　だから二人はクロを助けることに集中して！」

　シルフィーの耳に、星空の下で聞いた声が蘇よみがえった。

　──自分を信じて、めいっぱい甘やかしてやれ。自分のためが無理なら、俺や、あいつらのために。

「……っ！　はい！」

　三人はうなずき合うと、背中合わせに集結し、霧の先をにらんだ。

　三人の周囲で子蜘蛛たちが不気味に蠢うごめく。

「私がいる限り、ミアとシルフィーには近づかせない！」

　ライアは咆ほう哮こうをあげると地を蹴った。猟りよう犬けんのように子蜘蛛たちを散らし、襲おそい来る糸を断ち切り、二人に迫せまる危険を遠ざける。

「あたしが霧を払うわ。シルフィーは弓を」

　シルフィーはうなずき、弓を引き絞しぼった。断だん片ぺん的に届く声を頼たよりに狙いを定める。

「いくわよ。チャンスは一瞬……」

　ミアが空に向けて手をかざした。大きく息を吸い込む。

「シルフィー、お願い！」

　ミアの祈いのりがほとばしり、暴風が吹ふき荒あれた。

　一瞬にして霧が吹き散らされ、コロシアムの全ぜん貌ぼうがあらわになる。

　──誰だれもが息を吞んだ。客席の手すりにぶら下がり、幾いく本ほんものかぎ爪づめに貫つらぬかれたクロノスと、まるで抱ほう擁ようするようにその上に覆おおい被かぶさる巨きよ大だいな蜘蛛の姿──

　シルフィーは唇を嚙かむと、歪いびつな黒い影に狙いを定め──

「っ……！」

　──近い！

　狙うは魔ま族ぞくの眼、だがその的はあまりにクロノスに近すぎる。

　赤い目が、竦すくむ自分を捉える。あの深しん淵えんを射い貫ぬけばいい。ただそれだけでいい。だが、もしもまたクロノスを傷つけてしまったら──！

　刹せつ那な、クロノスが身じろぎし、視線がかち合った。漆しつ黒こくの瞳ひとみが優やさしく細められる。

　食いしばった歯がこじ開けられ、その喉のどからかすれた絶ぜつ叫きようが──信じる以外の選せん択たく肢しなど微み塵じんも感じさせない雄お叫たけびがほとばしった。

「シルフィーッ、頼たのむ！」

「──！」

　いつか重なった手のぬくもりが蘇る。

　クロノスの咆哮が響ひびくと同時、シルフィーは唇を引き結び、張り詰めた弓を解き放った。




　　　　†　†　†




　身を貫く爪は一本、また一本と増えていく。

　すべての音が遠ざかり、自分の悲鳴ばかりが鼓こ膜まくを震わせていた。

《くく、まだ粘ねばるか……とっくにこちら側に堕おちていてもおかしくないものを、なぜまだ人の身にしがみついておる？　何がおまえを人に留とどめているのじゃ？》
















　身体からだを穿うがつ痛みは五本目を数えた。

　手すりを摑つかんだ左手にはとっくに力はなく、クロノスはもはや虫の標本のように縫ぬい止められているに過ぎなかった。

「ぅ……ぐ……」

　大剣に宿る炎はとうに消え去り、かろうじて握にぎった柄つかは血でひどく滑すべる。

　それでももがくのをやめないのは、ただ胸を占しめる想おもいのためだった。あいつらは……っ、ミアは、ライアは……シルフィーは無事なのか……っ!?

　アラクネが胸中を読んだかのように耳元で甘くささやく。

《あの小こ娘むすめどもが心配かぇ？　安心せい。今いま頃ごろ妾わらわの僕しもべたちが骨を砕くだき、内臓を溶とかして一いつ滴てき残らずすすり上げている頃じゃろうて》

「……る、せぇ……っ！」

　陽動だと分かっていても血が沸わき立ち、全身が震えた。食い縛しばった奥歯がギチギチと軋きしむ。

「殺、す……ぶっ殺して、やる……！」

《ああ、いい眼じゃ……！》

　アラクネの声は狂きよう喜きを通り越こしてもはや官能さえ感じさせた。

《寂さびしかったのだろう、孤こ独どくだったのだろう、哀あわれな人の子よ。鎖くさりを解き放ち、力に身を委ゆだねることじゃ。さすれば貴様は王の器うつわとなろうよ……！》

　忍しのび込んでくる甘ったるい声に脳のう髄ずいが痺しびれる。

　──王の器。それでは、まるで……──

《来い、疾とく堕ちて来い、人の子よ……！》

「っ……！」

　呼吸が乱れる。血を、魔力を流しすぎた。身体が重くなり、視界が暗くなっていく──意識を手放しかけたその時、耳鳴りの向こうに微かすかな声を拾った。




　遠く霧きりの向こうで、自分の名を呼ぶ声。




　失いかけていた気力が舞まい戻もどってくる。

「っぐ……！」

　再びあがき始めるクロノスに、アラクネは愛いとおしげに目を細めた。

《どうした。その苦しみから逃のがれたくはないのか？》

「……御ご託たくは、いいん、だよ……」

　絞り出した声は情けないほどに掠かすれていた。

　それでも、腹の底からふつふつと力が湧き上がってくる。

「俺はあいつらを守る、そのために、使える力なら全部使う……それだけだ……！」

《……なるほど。それがそなたをつなぎとめている鎖か。あの小娘どもがいる限り、容易には堕ちてくれそうもないのぅ》

　艶つやめく唇くちびるが耳にささやきかける。

《ならばあの小娘どもの死し骸がい、そなたの目の前で貪むさぼってやろう。穢けがれを知らぬ乙女おとめの肉は、さぞかし美味であろうなぁ》

　だがそのおぞましい脅おどしを、クロノスは一いつ笑しように付した。

「っは……あいつらが、そんなに、美味そうに見えたか……？　だとしたら、四天王とやらの目も……節穴だな……！」

《なんじゃと？》

「残念だが、あのおてんばたちは……煮にても焼いても、喰くえねぇよ……！」

　刹那、猛もう烈れつな風が逆巻いた。

　コロシアムを覆っていた霧が一瞬にして晴れる。

《なっ……!?》

　クロノスは首をよじった。かすんだ視界に映り込むのは、勇ましく立つ三人の姿。

《あの小娘ども、まだ生きて……!?　我が僕たちは何をしておる!?》

　──クロノスはその中心、弓を構えたシルフィーにほほえみかけた。大丈夫だ。おまえならできる。

　喉が震ふるえ、気がつくとこみ上げる衝しよう動どうのままに、腹の底から吠ほえていた。

「シルフィーッ、頼む！」

　美しい少女の手から一条の光が伸のび──アラクネの左目に、銀の矢が突つき立った。

『ギァアアアァァアアアアアア!?』

　蜘く蛛も女が仰のけ反ぞり、かぎ爪が血の糸を引きながら抜ぬけ出た。

　その機を逃さず、全身に走る痛みすら厭いとわずに一気に躍おどり上がる。

「おおおおおおおおおおッ！」

　再び立ちこめる黒い霧の中で、一ひと際きわ暗い炎が唸うなりを上げた。

「くたばれ、化け物がぁぁぁあああああッ！」

《こ、のっ、人間ごときが、笑わせるでないわァァァアアア！》

　闇やみと闇がぶつかり合い火花を散らす。炎を噴ふき上げる魔ま剣けんが、受け止めようとした蜘蛛の脚あしを根元から斬り飛ばした。

《ぐぅぅぅッ!?》

　後あと退ずさろうとするアラクネに大きく踏ふみ込み、突く。のけぞった額に切っ先がめり込み、鋼はがねの表皮が剝はがれ落ちる。

　クロノスの猛もう攻こうは止まなかった。繰くり出す一いち撃げき一撃が、肩かたの、胸の、腹の表皮を削けずり、爪つめ痕あとを残していく。

　傷口から黒い血を流しながらも、アラクネはなお牙きばを剝むいた。

《それほど魔の力を使いながら、人の身が保つわけがない！　こちらに来い！　堕ちて来い、人の子よ！》

「うるせぇっつってんだろ！」

　剣と爪とががきりとかみ合い、

「精せい霊れい、お願い！」

　ミアの叫さけびが響き、再び霧が晴れた。

《ぐっ……！》

　アラクネの注意が逸それる。クロノスはその隙すきを逃さず剣を振ふりかざし──

《今度はそうはいかぬぞ！》

　死角から繰り出された脚が、深々とクロノスの腹部を貫いていた。

「がっ……は……！」

「クロ！」

《キシ、キシシシ！　いいザマじゃなァ！》

　アラクネは躍るように身を反転させ、シルフィーの射線上にクロノスを押し出した。

《どうじゃ、これでおいそれとは射うてんじゃろ！》

　悲鳴を上げる代わりに、口を歪ゆがめて嗤わらう。

「っ、は……うちの、シルフィ、を……舐なめるんじゃ、ねぇぞ……！」

《負け惜おしみを！　これできゃつらは手も足も──》

　クロノスのこめかみをかすめて、一条の光がアラクネの額に突き立った。

　赤い瞳が見開かれる。

《な……あ、あア……!?》

「驚おどろくのは早いぜ……そいつはただの前菜だ」

　漆黒の表皮の隙すき間まを、続けざまに矢の雨が穿った。

《そん、な……バカなァァ……っ！》

　クロノスはアラクネを蹴けりつけてかぎ爪を引き抜くと、着地ざま剣を繰り出した。

《く……!?　偶ぐう然ぜんじゃ、こんな、こんな……！》

　アラクネはその猛攻を紙一ひと重えで受け止める。

《この期ごに及およんで、人間風ふ情ぜいがッ！　我が僕たちよ、疾くその小娘どもにとどめを！》

　何度子蜘蛛をけしかけようとも、何度霧で覆おおおうとも、子蜘蛛は乙女たちに近寄ることもかなわず、風が霧を吹ふき散らす。

《アア、ァ……!?　そんな……そん、な……！》

　混戦の中に幾いく筋すじもの銀光が差し染める。クロノスの刃やいばから身をかわし、よろめき、後退していくアラクネの急所を、まるで追つい尾びしているかのように矢が貫つらぬいていく。

《まさ、か……》

　おののく両眼が映すのは、自分をひたりと見み据すえる夜明け色ヴアイオレツトの瞳ひとみ。

《まさか……この、距きよ離りで……ッ！》

「どうした蜘蛛女ァ……まるでハリネズミだな……！」

《こ、このっ……この……！》

　アラクネがわななき、身を翻ひるがえす。

「もうお帰りか？　そう急ぐなよ、締しめのプチフールだ」

　一際眩まばゆい閃せん光こうが宙を裂さき──関節を深々と貫いた矢が、アラクネの脚を縫い止めていた。

《アア[image: ァ゛]アァ[image: ァ゛]アア！》

　その背中を睨にらみ付けて膝ひざを矯ためる。

　大気がばちばちと悲鳴を上げ、剣が黒い火を噴く。

「晩ばん餐さんの続きは地じ獄ごくで楽しめよ！」

　魔剣が唸り──漆しつ黒こくの刃が、魔ま族ぞくの脇わき腹ばらを食いちぎっていた。

《アア、ァア、アアアア……！》

　傷口が燃え広がり、黒い炎ほのおがアラクネを包み込む。

　身を焼く炎の中、アラクネはさまようように手を伸ばした。その口元に浮うかぶのは、絶望でも怨えん嗟さでもなく、恍こう惚こつとした微かな笑えみ──

《我ら、ハ……我ラは、待っテ、おルゾ……魔王城に一番近イ男よ……！》

　魔族が黒い塵ちりとなって溶け消えると同時、コロシアムを包んでいた霧が消しよう滅めつした。

「っはぁ……は、[image: ぁ゛]ッ……」

　剣を床ゆかに突き立て、倒たおれることもできないまま、黒い雪の中で立ち尽つくす。

「下げ僕ぼく！」

「クロ、無事か!?」

　三つの足音が近づいてくる。シルフィーを先頭に三さん人にん娘むすめが客席に駆かけ上がってくるのを見て、クロノスは「おー」と笑いながら踏み出し──唐とう突とつに、膝から力が抜けた。

　そのまま倒れ込みそうになった頭を、柔やわらかな胸が抱だき止めた。

「クロちゃん、しっかり……！　クロちゃん！」

　力を失った身体からだを、シルフィーが懸けん命めいに揺ゆする。

　がんばったな、そう言ってなめらかな髪かみに手を伸ばそうとして、自分の手が血に濡ぬれていることに気がついた。

　行き場をなくした血まみれの手を、しかしシルフィーは躊躇ためらうことなく握にぎり──はっと息を吞のむ。クロノスの手を優やさしく包み込むその指先は、冷たく、細かに震えていて──

「……よくやった、シルフィー……よく、がんばった……」

　震える手を握り返して目を細めると、シルフィーは泣き出しそうにうなずいて、クロノスの手に頰ほおをすり寄せた。
















　　　エピローグ







「あーあ、結局、魔王に会えなかったなぁ」

　抜けるような空に偽にせ『魔王からの手紙』を掲かかげて、ライアが残念そうな声を上げる。

　昼過ぎの街道はひどくのどかだ。風は柔らかく、陽光は温かで、一週間ほど前にコロシアムで起こった出来事が噓うそのように思えてくる。

　シルフィーもため息を吐つきつつ小首を傾かしげた。

「最強勇者にもなれませんでしたしねぇ」

　カグヤとの決勝戦でからくも勝利をおさめた三人娘だったが、結局最強勇者決定戦そのものが魔族アラクネの罠わなであり、正式に最強勇者が決することはなかった。

　ミアがあくび混じりに大きく伸びをする。

「神器も空から振ぶりだったしね」

　神器が入っているとされた小箱の中は、当然のごとく空であった。最初から最後まで、まんまと四天王に躍らされたわけだ。

「それにしてもあの魔族、強敵でしたね」

「誰だれも食べられなくて良かったぞ！」

「さすがは四天王、厳しい戦いだったわ……！」

　クロノスは一週間の療りよう養ようを経へて完治した腹部をさすりながら、そっと顔を背そむけた。

　あれだけ派手に戦ってしまったが……大だい丈じよう夫ぶ……だよな、俺の正体、バレてないよな？　ほとんど霧きりの中だったし、大丈夫だよな……っ!?

　どきどきと胸を押さえるクロノスを、ミアがひょいと覗のぞき込んだ。

「それにしてもあんた」

「なっ、なんだよ？」

　心の底まで見み透すかすような金色の瞳に、心臓が跳はね上がり──

「シルフィーがあの魔族にとどめを刺さすまで、よく持ちこたえたわね！」

「ま──まあなっ!?」

「ほんと、よく無事だったわ！　まるで奇き跡せきよ！」

「ほほほほら俺、逃にげ足だけは速いし!?　でも正直、勇者でもなんでもないから死ぬかと思ったよ！　マジ勇者でもなんでもないからさぁ!?」

「うんうん、シルフィーに感謝するんだぞ！」

「そうだな、うん！　あー、ありがたやありがたやー！」

　よかった、バレてなかったぁぁぁあ！

　小さくガッツポーズを取るクロノスの胸ポケットからベルが顔を出す。

「もういっそのこと、正体を明かしたらどうですかぁ？」

「そんなのダメに決まってんだろ！　今さら俺の正体を知ってみろ、あいつら絶対にへそを曲げる！」

「そうでしょうか？　案外大丈夫だと思うんですけどね～。だって今回の戦いで、ご主人さまの声がけっこう届いてるってこと、分かったでしょ？」

「それ、は……」

　クロノスは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、慌あわてて首を振った。

「いや、いいんだ、あいつらは俺が陰かげから完かん璧ぺきにサポートするから、このままで──」

　急に、声が喉のどに絡からんだ。

「このまま、で……」

　──正体を明かしたくないのは、ミアたちが機き嫌げんを損そこねるから？

　本当にそうだろうか。自分は何を恐おそれているのだろう。

　開会式で浴びせられた「クロノス、クロノス！」という大合唱が蘇よみがえって、脳を揺さぶる。

「俺は……俺たちは……──」

　クロノスは太陽の下で輝かがやく少女たちの笑顔をぼんやりと見つめた。

　……あいつらが俺の正体を知っても、俺たちは、このままの関係でいられるだろうか──？

「あっ！　あれ！」

　ライアの声にはっと我に返る。

　街道の先で一行を待ち受けていたのは、三人の冒ぼう険けん者を連れた少女──カグヤであった。

　カグヤは仲間を置いて進み出ると、三人娘と向き合った。

「……あの化け物を倒したそうだな」

「うん」

「……わたしですら怯ひるんだあの怪かい物ぶつに、君たちは背を向けることなく挑いどんだのだな……」

　瑠る璃り色いろの目が泳ぎ、やがて静かに伏ふせられる。

「……その……いろいろと、すまなかった。最強の座は孤こ独どくだ。身に余る重圧を背負うことになる前に、見込みのない軟なん弱じやく者はリタイアさせてやるのが情けだと思っていた。だが──今回ばかりは、わたしの思い上がりだったようだ」

　カグヤは毅き然ぜんと顔を上げると、ほっそりした手を差し出した。

「最強勇者は君たちだ、このわたしが認めよう。──ただし、今のところはな」

　その手を握り返して、ライアが白い歯を見せる。

「また勝負しような！　今度は一対一で！」

「望むところだ」

　それまで無表情を貫いていたカグヤが見せた微笑ほほえみは、清すが々すがしさすら湛たたえていた。

「カグヤ」

　仲間の元へ戻もどろうとしたカグヤを呼び止める。

「おまえは、なんでそんなに最強勇者になりたかったんだ？」

　カグヤは細い拳こぶしに力を籠こめ、ふいと顔をそらした。

「……我が慢まんならなかったのだ。あの目が……まるで世界のすべてをたったひとりで背負っているかのような、クロノスあの男の目がな」

「…………」

「最強という称しよう号ごうを、なぜひとりで背負う。なぜひとりに背負わせようとする。奴やつは──奴はわたしより小さな少年なのだぞ！」

　声を荒あららげたことを恥はじるように俯うつむくカグヤを、クロノスは黙だまって見つめた。

　そういやこいつ、昔の俺しか知らないのか。……もしかしたら当時妙みように突つっかかってきたのも、こいつなりに心配してくれてたのかな。

「あー……もし、その……クロノスが、おまえより大きくなってたらどうする？」

「？　……だとしても、奴があの寂さびしそうな目をしている限り、最強勇者の座を取り上げてやるさ。何度でもな」

　カグヤは笑みを刻み、まるで眩まぶしいものでも見るかのように三人娘を見み遣やる。

「彼女たちは大丈夫だろう。彼女たちには君がいる……そして君にも、彼女たちがついている」

「！」

「縁えんがあれば、また、どこかで会おう」

　去りゆくカグヤたちを、四人は手を振ふって見送った。

「かっこいいですね、カグヤさん」

「さすがＳランクの勇者だな！　貫かん禄ろくあるぞ！」

「あたしたちもすぐに追いついてやるんだから！」

　奮起する三人を見ながら、クロノスは苦く笑しようした。まあ、まだ道のりは遠そうだけどなぁ。

「そういえば、ミアちゃんたちのレベル上がりましたかね？」

　ベルに問われて、冒険の書を開く。

「あんまり期待できねえなぁ。今回はそれほどモンスターを倒たおしたわけでもないし、アラクネも結局俺がとどめを刺しちまったし」

　呟つぶやきつつステータスを確かく認にんする。案の定、大した躍やく進しんは見られなかった。

　クロノスはやっぱりなとため息を吐きつつ、何の気なしに目を移し──

「って……おお!?」

　ベルが小さな手を叩たたいて三さん人にん娘むすめを呼び集めた。

「皆みなさ～ん！　ご主人さまから重大発表がありますよ～！」

「なになに～？」

「何よ、もったいぶっちゃって、早くしなさいよ！」

　少女たちがエサを待つひよこのように集まってくるのを待って咳せき払ばらいすると、クロノスは高らかに声を張った。

「このたび、ランクがＣに上がりましたっ！」

　街道に歓かん声せいが弾はじけた。

「やったわ！」

「これでまた一歩、魔ま王おう城に近づきましたね！」

「魔王を倒す日も近いぞーっ！」

　抱だき合う少女たちを眺ながめながら笑う。大会そのものは罠だったが、この三人娘が四つのクエストをクリアしたことに変わりはない。アラクネの餌えさになるはずだった人々も助け、その功績が認められたということなのだろう。

　三人娘の笑顔を見ながら、クロノスは頭を搔かいた。

　やれやれ。偽にせ魔王の手紙に釣つられたり、城に乗り込んだり、馬車でカーチェイスしたり、相変わらず破は天てん荒こうな旅路だけど……ま、ゆっくりながら前に進んでる気はする……かな？

「……ベルも、ありがとな」

「ふえ!?　どうしたんですか、急に!?」

「あの時、アラクネに飛びかかってくれたろ……小さいのに無茶しやがって」

「や、やだなあ、照れちゃいますよ！　ご主人さまとベルの仲じゃないですか～！」

　ベルはぶんぶん飛び回る。その照れように、クロノスは思わず吹ふき出し──

　ふと腕うでを引っぱられて見下ろすと、シルフィーが袖そでをつまんでいた。

「クロちゃん、その……ありがとうございました」

「……いや？　今回のは、おまえががんばった結果だよ」

　クロノスは心からそう告げた。命を削けずり合うようなあの死し闘とう、シルフィーの援えん護ごがなければ勝てなかった。あの矢に、弓を構える美しい姿に、自分は助けられたのだ。

　シルフィーはきょろきょろと辺りを見回し──唐とう突とつに首を抱き寄せられ、おっ？　と思う前に、頰ほおに柔やわらかな感かん触しよくが触ふれた。

「……え、な……な……？　な……!?」

「えと、あの、クロちゃん、たくさん助けて、支えてくれたので、その……ご褒ほう美びというか……じゃ、なくて……ええと……」

　シルフィーは恥ずかしそうに頰を染めていたが、やがていたずらめいた笑顔でクロノスを見上げた。

「あの……時々、いけない子になっちゃおうかなって」

　その後ろに、左右に振れる尻尾しつぽの幻げん影えいを見た気がして──

　ミアとライアが街道の先で声を上げる。

「下げ僕ぼく、何突っ立ってんの！　さっさと来なさい！」

「あれ？　クロ、赤くないか？」

「！　い、いやっ、これはそのっ……！」

　うろたえるクロノスに笑いかけて、シルフィーは軽かろやかに駆かけていく。

　それを呆ぼう然ぜんと見送るクロノスの頭上で、ベルが笑った。

「シルフィーちゃん、いたずらっこですねぇ」

「そう……だな……」

　頭を搔きながら苦笑する。いつもは礼れい儀ぎ正ただしくて、大人びていて、淑しゆく女じよですまし顔で……でも、あの年相応の無む邪じや気きな一面もきっと、シルフィーの本当の姿なのだろう。あいつも少しは、背せ伸のびしなくて済むようになったかな？

　クロノスはまだ柔らかな感触が残っている頰をさすり──ふと、左手を見つめる。

　アラクネに貫つらぬかれた傷口は黒く変色していた。

「ご主人さま？」

「…………」

　おぼろな意識の中で流れ込んできた言葉が、耳に蘇る。

　四天王の存在。魔王の存在、そして──

「……女め神がみはどうして、俺を選んだんだ」

　救世主はなぜあの三人娘なのか、自分は何のために彼女たちの導き手として選ばれたのか──

「……俺は、一体……」

「ご主人さまぁ……」

　クロノスは消えない傷を握にぎり込むようにして左手を握り──

「クロちゃん！」

　明るい声に顔を上げる。道の先で、三人娘が手招きしていた。

「そんなところでぼーっとしてたら馬車にひかれちゃうぞ！」

「ちょっと、さっさと荷物運びなさいよねっ！」

「日ひ傘がさをさしてくださいな？　早くしないと焼けてしまいます！」

　その眩しさに目を細める。──自分を待つ、飾かざらない笑顔、飾らない言葉。

「……ま、今は、今の俺にできることをやるだけか！」

　ベルが「はいっ！」と飛び立つ。

　あいつらもまだまだへっぽこだし、仕方ねぇ、もうちょっと付き合ってやるかな！

「クロちゃん、早く早く！」

「あー分かった分かった、今行く！」

　クロノスが踏ふみ出すと、三人娘にとびきりの笑顔が弾けた。

「よーし、どんどん進むぞ～！」

「魔王を倒す旅は続きます！」

「いざ、魔王城を目指してっ！」

『おー！』

「って、その前にちゃんと装備確認したか!?　薬草も忘れるなよー！」

　街道に賑にぎやかな声が響ひびき渡わたった。




　　　　†　†　†




「はー、どうなることかと思ったよ～……！」

　クロノスたちが映る泉からようやく目を離はなして、女神は白い雲の上に突っ伏ぷした。

「まさか四天王が出てくるなんて……みんな無事で良かった～！」

　ひとしきりじたばたして、ふと琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを伏ふせる。

「……でも、思ったより早いかもしれないな」

　女神は身を起こすと、まるで祈いのるように両手を組み合わせた。

「ミアちゃん、ライアちゃん、シルフィーちゃん……どうかクロノスちゃんをお願いね」

　鏡のようだった泉に波は紋もんが落ちる。

　運命を紡つむぐ巨きよ大だいな歯車が、音を立てて動き出そうとしていた。







　　　あとがき







　先日、腰こしが痛くて整形外科でレントゲンを撮とってもらったところ、お医者さまに「普ふ通つうの人なら腰の骨が五本あるところを、きみ、六本あるね」と衝しよう撃げきの事実を突つきつけられました。なにそのバグ!?　怖こわい！　いやむしろ一本多くてお得なのか!?　ヒロインがピンチに陥おちいった時には、【†第三の目†】的なノリで私の【†第六の腰よう椎つい†】が目覚めてしまうのか!?　と密かに興奮していたら、「特に問題はないけど、人より腹筋を鍛きたえなきゃダメだよ」と言われました。別にお得でもなかったです。こんにちは、琴こと平ひら稜りようです。

　このたびは『イチから始める最強勇者育成』２巻をお手にとって頂きましてありがとうございます。

　今巻では波乱とカオスの最強勇者決定戦をお送りいたしました。

　相変わらず自由奔ほん放ぽうな三人娘むすめと、そんな彼女たちに振ふり回されっぱなしな苦労性の主人公ですが、城に突とつ撃げきしたり峠とうげの修しゆ羅らになったり服が弾はじけたり犬耳が生えたり突っ込こみで声を嗄からしたり壁かべにぶつかったりしながらも少しずつ成長していますので、温かい目で見守っていただけましたら幸いです。




　それでは謝辞のほうを。

　愛らしく美び麗れいなイラストで私を悶もだえさせてくださるれい亜あさま。素敵ポイントは三日三晩語れるほどにあるのですが、特に女の子たちのきめ細かく柔やわらかそうな質感がたまりません。長いこと上半身派でしたが、おかげさまで下半身にも目覚めました。罪深い……！

　毎度のことですがあらぬ方向へ爆ばく走そうしようとする私を根気強く導いてくださる担当さま。この関係、何かに似ていると思ったら、マリオカートでやたら脱だつ線せんするキノピオ私と、それを根気よく掬救い上げてゴールまで見守ってくれるジュゲムでした。ありがたや……！

　そしていつも私を支えてくれる家族、友人、同業の先生方、この本に関わってくださったすべての方々、そして今まさにこの本を読んでくださっているあなたへ。

　心よりお礼申し上げます。

　それでは荒あらぶる【†第六の腰椎†】をおさえ込みつつ、また次の巻でお会いできるのを楽しみにしております。


琴平　稜












イチから始はじめる最さい強きよう勇ゆう者しや育いく成せい２




王おう道どうという概がい念ねんが存そん在ざいしない厄やつ介かいな勇ゆう者しや王おう座ざ決けつ定てい戦せん







琴こと平ひら 稜りよう





[image: ]





平成27年10月25日　発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/





(C)Ryo Kotohira, Reia 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『イチから始める最強勇者育成２　王道という概念が存在しない厄介な勇者王座決定戦』

平成27年10月25日初版発行















item/image/cover.jpg





item/image/p079.jpg
=

/ TZ))






item/image/p155.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
=7
@ZLU5Db &S

E24BRIET 7 Y VT REEHT
HIE[BFEUVOGEH] TTFEa—
MTIh. L£ARIC [[FEHFAE
RBVEH SR TS —ZROBRSZ
DFDEDSL) ZBHELLS ] &
BUVIE. KBOERZELAHE
Ufce THRLDIFNELLT
HEREDIY 75— BNTLDE
POEERESBEDDEIT
D FANDIDER TS —7

ASZk LY

HN=FF4Y  BREAVIHFIIINLY(LYHTIZT492)





item/image/p158.jpg
chetcobhsIU!
fie5HED, E3NVTA F’é%?lc;‘eﬁ&bﬁ:@‘éﬁoﬁ 1 O3E

SWERITIFFTFL. i
ToEBE ) CUEVE%U@WbU)EG)’G@D?‘:!

A g
2,

AhAVR A

'CU)%U’J‘C%D"B\ mETEBDTHOR!
Z350AE 7[]0)1%(33’)13“)E<1391&37‘7Z:
O! SEIATE [»—hl serAICLRNTE!
Eﬁﬂfgﬁ‘5ﬁ’<1<m7&lﬂf G HRERTFD LD

<. CATHHEHHBUE!

------ gEn BT —DTSRD
e Sy L
e . BTOEE
X
o AT 39— DBELL T IS [REXT

N AR FOThIEEE B!
Ly g2

I





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p271.jpg
i
fon 2

e

7U‘%"@/\,tit“i'@%"/"?%ﬂi’)géf)iLf:g 7’77’(’54,7‘:%!:),%3%!,&‘”
b7} Lt cig, 7U‘5\’JAE‘Z‘EZ§:F’:€$ THERZLiFTEs
ﬁ‘of:’(’LJ:577‘5e

------ SABIAER S AT, FLERELT 25, A K
ELTORL A, B RCACN VI T N ——TH A ET

\ "((/ﬂ'(}iﬁ‘of:g

AIXER DI, ASBETE o3, 20t % hhiH ;T
Bt gT FREELB VA THI 2 AL 1,

B EIBLT IR BT R HATLUE g h o
ALlthr< L3706 A58 5 44T in MO DI Mg b2
BEIBEA L 2440,

------ BATh o F, HDEEZEDT T, boreg LodEd ko tins
iz,
ZDFH5 Rl ¥evetd Lf:%@’;;%‘f’%#‘?LT<h6@’(‘“€‘he

FeARL DR CDEH 25,
78 %A, Bl tp0 T, i?okdf)@——%]'ti%’}T&ﬁ‘of:o FEd el

NTHYHL S,
HRIzLBL ¢ Lt%li?&(&'héiﬁ‘tiﬁ

------ CORHEL, FH Lol h 4 ey, L—f—l:{&ié:kﬁ*&%éfi;

Ho, TH, a‘f;/\,&ni«jL:;%x-i—@ﬁﬁ%a‘a%’(*%@ti)(‘y1 T






item/image/gaiji-005.png





item/image/p221.jpg





item/image/gaiji-004.png





item/image/gaiji-003.png
b2\





item/image/gaiji-002.png





item/image/gaiji-001.png





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一章　魔王から手紙が届いてホイホイされたら最強勇者を決める戦いが始まった



		第二章　おおゆうしゃよ！　城に不法侵入するとはなにごとだ!?



		第三章　料理に独創性とかいらないから、お願いあと少しだけ俺の言うことを聞いて！



		第四章　アバンチュールとかロマンスとか、おまえそれ地獄のデスロードでも同じこと言えんの？



		第五章　「病は気から」って言うけど、服が脱げちゃう病にかかった子はいったいどんな気でいたというの？



		第六章　自分を信じるって案外難しいけど、俺が信じるおまえを信じろって誰かが言ってた



		エピローグ



		あとがき



		奥付











item/image/p261.jpg





item/image/p135.jpg





item/image/k002.jpg
L) 11
= “%mﬂ%) ﬂ?{ﬂfﬁ

0" & & P

/\b
/;‘\.‘

7

xS
SR
SOHTOY

e
¥

-
Y

nx,

AR
\S(—,ﬂ/\

IS0k
>

\

\\\‘\\ =
N
\ § )

D% /
BB BVTEELNA—DD . HERIE/

4 i AL AT
Nhlfﬂ'f) o’&.bli I*J#H Lfa‘a%il,x')






item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg
;abx\%oﬁotw«,%’w,ﬁo

xooﬁ% wi‘/nmcvmmm

O N

NIEINC IR

- W

SERRIDEE R TN <
MLEDQ X448 | ,

2 PR W
e ]

////,/

5 m,%‘n‘ Ry NN

y
7






item/image/p094.jpg
ElH= Al 2makoﬁma‘m\u:@ktu BRI TE-TH

Fomes

&m:l:ctf%zh\SmﬂRh\"%*ﬁnﬁmfgmI. o PLE0
£33 RMBIRFRIT— P& E Rk HR s ETE-RD

1zt Fﬁ‘&(("%ﬁl:Iatﬁ'-:i'(lbl:#ﬁ#‘g?}:*&lv'(l;tUU)I%D—>1‘:?>o

fq?ggtlztga*smfzwz".,
t:'5'("7’<%h“l;\:‘if(h‘?;'ﬂ%h\“b&a*sra’)tI*$<+J5l\:1'é'l"rﬁ'~

eTsTARMISCE RS TRTLISN St

@LTENhLEe
%

:.*-:%}t-?‘/I-ﬂ)ql-'("I""?/\"?%h'cth‘s-ﬁﬁbt& r Tz
sB:aLT3! ARHIR 4! ﬁtéi:ﬂi‘?}-litﬁé*&&!_}th‘ﬂh

WepLTs! ABTORY A B es

e Sy

------ % ptptgL 3RO, #@nzémh\bsofzil:t;ﬁm\
HELLLEOTERART B THIF L e C EEIB O R

fptptate—hT AL TR coatal-!

S o

FToRaESLRRRIFASLY LoV AT T TRV AEST

Y] Un. HFHET Lo HLDFHEBR TS BABLRY





item/image/toc-001.jpg
s ——
HE e EY
. \“9&\0 ‘73‘!5‘ .T"w >
NI TR

‘oS>z hm,

2> p095






item/image/p173.jpg





item/image/p009.jpg





item/image/p207.jpg





